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　最 近 のマ イ ク ロ コン ピ ュー タ を 中心 とした マイ ク ロ エ レ ク トロニ クスの進 展 は,

80年 代 に新 た な産 業革 命 を 引 き 起 こす 勢 い を見 せ て お り,産 業構 造 審 議会 の情

報 産 業 部 会 に お いて は,　 「情報 化 の 社 会 全般 に及 ぼ す 影響 は,18世 紀 の 産業 革

命 に も匹 敵 す る広 が り と深 さを もち,点 か ら面へ の広 が りを も った第 二 次情 報 革

命の 段 階 に来 て い る」 と指摘 して い る。

　 マ イ ク ロ コン ピュ ー タ市 場 も年 々拡大 の 一 途 を た ど り,省 エ ネ ル ギ ー,知 識 琴

約 型 産 業 で あ るマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 は,80年 代 の 我 が 国 の 中核 産 業 と し

て期 待 され て い る。

　 当 協 会 で は,昭 和53年 度に マ イ ク ロ コン ピ ュー タ振 興 セ ン ター を設 置 し,我

が 国 の マ イ クロ コ ン ピュー タ産 業 の振 興 を 目的 と して 各種 の調 査 研 究 を行 って お

ります が,本 年 度 は,マ イ ク ロ コン ピ ュー タ産業 育 成 のた め の 具 体 的 な視点 を策

定 す る こと を 中心 に,マ イ ク ロ コン ピュー タ産 業 の現 状 を 多 くの 断 面 で 把握 す る

と と もに 課題 の分 析 と将 来 の展 望 を 行 い本 報告書 と して と り まとめ ま した。

　 こ こに本 調 査 研 究 の 実 施 に 際 し,業 務 ご多忙 中に もか か わ らず 有 益 な ご意 見 と

ご協 力 を い ただ き ま した 関 係 各 位 に対 し厚 くお礼 申 し上げ ます。

　 最 後 に,本 書 が マ イ ク ロ コン ピュ ー タに関 係 す る方 々 に 利用 され,マ イ クロ コ

ン ピ ュー タ産 業 の発 展 に寄 与 す る こ とを念 願 とす る次第 で あ ります 。

昭和56年3月
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　 1980年 代 に お け るわ が 国の 通 商産 業政 策 の基 本的 方 向 は,特 に 技術 立 国の 見地 か ら,「 自主 的,

創造 的 な技 術 革新 に よ って産 業構 造 の知 識集 約 化 」の推 進 に 向け られ る ことに なろ う。 す で に1970

年 代 に,わ が国 におい て も,コ ン ピ ュー タの ハ ー ドお よび ソ フ トウ ェア技 術 や デー タ通信 技 術 な ど に

著 しい躍 進 が み られ た。 な かで も,い わ ゆ る 「マ イ ク ロ ・エ レク トロニ クス 」領域 に おい て は,特 に

半 導体 技術 の技 術 革 新 に 目覚 しい 発展 が あ り,ICか らLSIへ,さ らにLSIか らVLSIへ と集

積 度 の高 度 化 が 着 々と進行 し,ま た これ に伴 な い その 主 た る応 用 範 囲 も,小 型,高 能 率,低 価 格 の パ

ー ソナル ・コン ピ ュー タの普 及 か ら国 内 お よび国 際 的デ ー タ通 信網 の 整 備,あ るい はオ フ ィ ス ・オー

トメー シ ・ン構 想 の実 現化 な ど 多岐 多様 にわ た って拡 大 しつ つ あ る。 また,こ れ と並行 して,1970

年 後 半 に はい わゆ る 「マイ ・コン 」 ブー ム で象徴 され る よ うに マ イ ク ロ ・エ レ ク トロニ クス関連 技術

が 爆 発 的 に特 に若年 層 に滲透 し,創 造 的知 識 集 約型 技 術 に対 す る国民 の関 心 や興味 が 一挙 に増大 した

こ とも記 憶 に新 しい。 この よ うな国 内に お け る 「マ イ ク ロ ・エ レク トロニ クス 」の 目覚 しい発展 は,

も とよ り,日 本 に おけ る半 導体 産 業 の 世 界的 優 位 を表 わ す もの で あ り,事 実,日 本 の 半 導体 産業 は,

世 界第 一 の ア メ リカの半 導体 産 業 に対 す る競争 力 を 次第 に強 めて きて い る とい え るで あ ろ う。

　 さて,こ の よ うな マ イ ク ロ ・エ レク トロニ クスの 躍進 の 中 にあ って,本 委 員会 は,第 一 年 次 の 『我

が 国 の マ イ ク ロ コン ピ ュー タ産 業 に お け る現 状 お よび問 題点 』,第 二年 次 の 『シ ステ ムハ ウ スの 業界

形 成 に 関与 す る諸 要 因 』に引 き続 き,第 三年 次の 総 合 的調査 研 究 と して 『マ イ クロ コン ピ ュー タ産 業

の現 状 と将 来 』に関 す る包括 的 な分 析 を実 施 した。 今年 度 の調査 研 究 に お いて は,特 に(1)マイ ク ロ ・

コン ピ ュー タ産 業 全般 にお け る シ ス テム ハ ウスの 位 置 づ け,② マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ産 業 全般 の振

興 に対 す るシ ステ ムハ ウス の貢 献,そ して(3)シス テ ムハ ウスの健 全 な成 長 を援 け る各種 施 策,と い う

三 点 に焦 点 を しぼ って精 力的 に検 討 が行 なわ れ た。 本 報告 の骨 子 を章 ご とに略記 す る と、お おむ ね 次

の 通 りで あ る。

　 第1章 「マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タ革 命 の社 会 へ の イ ンパ ク ト」は,マ イ ク ロ ・コン ピュ ー タを含 む

半 導体 技術 革新 の 社会 学 的 考察 お よび 予 見 で あ り,い わゆ る 「sglid-state　 industry」 と総称 され

る マイ クロ ・エ レク トロニ クス産 業 の経 済 環 境,② マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タの実 力 の評 価,{3)コ ン ピ

ュー タ制 御 と人間 疎 外 の二 律 背反 を解 消す る戦 略 シナ リオを扱 い 、第2章 「マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ

応 用市 場 の 現状 と将 来 」 は,先 ず第1節 にお いて 国 際 的視 野 か ら(1)マイク.o・ エ レク トロニ クスの世

界市場,② 新技 術 革 新 の動 向,な らび にr3吟 後 の 発 展 の ため の施 策 を講 じ,次 に 第2節 に おいて 今 後

は視 点 を 日本 の国 内の マイ ク ロ ・コ ン ピュー タ市 場 に 向 け,(1)全 般的 市場 動 向,(2)マ イ ク ロ ・コン ピ

ュー タの 応 用の 概況 を概 観 し,内 外 の マ イ ク ロ ・エ レク トロニ クス産 業 の実 状 を 分析,今 後 の展 望 を

試 みた 。

　 第3章 「マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ産 業参 入 企 業の 現 状 」 では,先 ず第1節 にお いて わが 国 と欧米 諸

国 との差 異 に注 目 しなが ら情報 処 理 な らび に機 械工 業 の 諸領 域 か ら マイ クロ ・コ ン ピュー タ産 業 への

参 入企 業 の 現状 を明 らか にし,続 い て第2節 にお い て は シ ステ ムハ ウ スを中 心 に ・わが 国 に おけ るマ



イ ク ロ ・コン ピ ュー タ産 業 へ の参 入 企 業 の現 状 を分 析 した。 第4章 「マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ産 業 の

課 題」 は,先 ず 第1節 に お い て ソ フ トウ ェア部 門 にお け る 日米 格 差 の 問題 を あげ,ソ フ トウ ェアの生

産性 向上 の努 力 の必要 を論 じ,次 に第2節 に お いて は マ イ クロ コン ピ ュー タ産 業全 般 にお け る シス テ

ムハ ウスの 役 割 お よび 貢献 を 分析 しなが ら,シ ステ ムハ ウ スの脆 弱な 体 質改 善 の た め の積 極 的施 策の

必要 を検 討 した。

　最 後 に,第5章 「マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タ産 業 育成 の視点 」は,特 に シ ステ ムハ ウ ス育成 を 中心 と

して,マ イ ク ロ ・コン ピュ ー タ産 業 の 今後 の振 興 の ため の具 体 的 な政 策 を,経 済 学 と法律 学 の 見地 か

らそれぞ れ論 じた もの で あ る。

　 本研 究 の課 題 「マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タ産業 の 現状 と将来 」 に関 して は,こ の報告 で は取 り上 げ ら

れ なか った重 大 な問題 がい くつ も取 り残 され て い る。 これ ら取 り残 さ れ た問題 は,い つか十 分 な分析

と検 討 が な され ね ば な らな い。 しか し,そ れ は それ として,本 調査 研 究 が 明 らかに し えた,わ が 国 の

マイ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ産 業 の実 態 と将来 へ の展 望 が
,マ イ ク ロ コ ンピ ュ ー タ産 業 お よび 関 連産 業,

そ して さ らに,こ れ らの 振興 に 関与 す る行 政 に対 して い さ さか な りと も資 す る と ころが あ れば ,本 委

員会 と しては それ に ま さ る喜 び は な い。
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第1章 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 革 命 の 社 会 的 イ ンパ ク/

は じ め に

　 1980年10月20日 の 『 日経産 業 新 聞 』は,西 歴2,000年 の マイ コ ン社会 に 対す る10人 の

専 門 家の 見解 を伝 え てい る。 この調 査 に よ る と,今 後20年 に マイ コンが 社 会 に 与え る衝 撃度 は,19

世 紀 の 蒸 気機 関が もた らし たそれ と劣 らず.あ らゆ る機械に"知 能"を 持 たせ る画 期的 出来 事で あ り,

いわ ば18世 紀 に始 ま った 産 業革命 が 「筋 肉」 をつ く った の に対 して,今 日進 行 中の マ イ コン革 命 は

「頭脳 」 を形成 す る とい う点 で10人 の専 門 家 は おお むね 「その通 り」 であ るこ とを認 め て い る。

　 同 じ く1980年 に は,日 本経 済 新聞 社 か ら『こ れが マイ コン 革命 だ 』と題 す る一冊 の本 が 出版 さ

れ た 。　 「ど こまで 変わ る企 業 と社会 」 とい う副 題 が示す よ うに,こ の 本 は,オ フ ィスの 秘書 や フ ァイ

ル を無 用 化 し,工 場 か らブ ルー カ ラ ーを消 し,在 宅 勤 務や 在 宅 シ ョッピング を 実現 し,盲 人 に普 通 の

活字 本 を 読 め るよ うに し,押 ボ タン によ る 直接 民 主制 の実 現 を可 能に す るよ うな 「魔 法 の ツネ」 マイ

コンが 社 会 や人 間に 与 え る影響 に つ い て語 って いる。

　 また,未 来 学 者 ア ル ビ ン ・ トフ ラー の 『第 三 の波 』が 日本語 に反 訳 され,ベ ス トセ ラ ー とな った。

　 この よ うな新 聞 の記 事や啓 蒙 書 が 社会 的 に 果す 役 割 の 大 きい こと につい て は,今 更疑 問 の余地 は な

い。 日常生 活 で コ ンピ ュー タや マ イ ク ロ コン ピ ュー タにほ と んど接 す る機 会 のな い人 び と が,コ ン ピ

ュー タや マイ ク ロ コ ンピュー タ につ い て知 り.そ の広範 に わた る応 用に つ い て正 し い知 識 を獲得 す る

こと は大 い に歓 迎 すべ き ことで あ る。 しか し,最 近 の風潮 ともい うべ きか,い わ ゆ る 「マ イ コン ・ブ

ー ム」 に 流 され て,コ ン ピュー タ技術 にお け る 進化 を 文明史 の 中で位 置づ けて み よ う とい う関心 が,

残 念 なが らわ が 国で はア メ リカ や ヨ ーロ ッパ と比 べ る とやや低 い よ うで あ る。 トフ ラ ー が 「第 三 の

波 」 の一 環 として 「オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョン 」の概念 を扱 い,在 宅 勤 務 を論 ず る と きに は,ア メ

リカ の かか えて い る都 市 問題,労 働構 造,余 暇 な どに関 す る アメ リカ固有 の文 化 や価 値の 体 系の 前 提

が ある。 こ うした 文化 や価値 の 体 系 の背 景 な しに 技 術の 問題だけ を取 り出 し,そ の 効 用 を論 ずるの は,

単に 予測 を誤 る とい う こ とだけ で な く,各 所 で伝統 的 日本 文化 と摩擦 や衝 突 を起 こす 危険 が あ る。 こ

の よ うな 「文 化 的 未来 シ ョ ック」 は コン ピ ュー タ技術 革 新 の普 及に は,か え って ネガ チ ブな 効果 を及

ぼ しかね な い。 ヨー ロ ッパ で特 に 強 い マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タの導 入 に よ る雇用 不 安増 大な どが そ の

好 例 で あ ろ う。

　 この よ うな 問題 の視 点を 考慮 して 本 項で は特 に,マ イク ロ ・コン ピュー タを含 む 半 導 体技 術の 社会

的,文 化 的 側 面 を,{1〕 「固 体産 業 」(ソ リッ ド ・ス テー ト・イ ンダ スbリ ー)の 経 済環境,② マイ ク

ロ ・コン ピュー タの実 力,お よび{3)コ ン ピ ュー タ制 御 と入間 疎 外 とい う3視 点 か ら論 じてい きた い と

思 う。

1.1 「固 体 産 業 」(ソ リ ッ ド ・ ス テ ー ト ・.イ ン ダ ス ト リ ー)の 経 済 環 境

1.1.1　 エ レ ク トロ ニ ク ス 産 業 と マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ革 命
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　 1969年 にInte1社 のM.E.ホ フが コン ピュ ー タのCPU全 体 を 小 さな シ リコ ン ・チ ップ

の 上teま とめ,そ の 後,メ モ リー とか,1/0機 能 をは たす 別 の チ ップ と結合 させ た モジ ュー ル

の 開発 に 成 功 した時,こ の一 見 簡 単 かつ 単純 な 技術 革新 が そ の 後 の産業 社 会`こ与え た革命 的 影響

を 予想 す る者 は ほ とん ど いなか った 。 ホ フの小 さな チ ップは 大 量生 産 が可 能 で あ り,し か も用途

に 応 じて 適 当 にプ ロ グラ ムが 可 能 で あ った。 それ まで の 大型の 汎用 コ ン ピ ュータで代 表 され て い

た"人 工頭脳"は,ホ フの マ イク ロ ・プ ロセ ッサ ーに よ って 超小 型 化 され,低 コス トで,事 実 上

い か な る機 械 に も応 用が 可 能 と な った。 他の プ ログ ラ ム可 能 な情 報 処理 装置 一 す なわち 大 型汎

用 コン ピ ュー タや ミニ コ ン ピュ ー ター と異 り,マ イク ロ ・プ ロセ ッサ ーは,大 きさの 点で も,

消 費 電力 の点 で も.ま たそ れが 達 成 で きる複 雑 な機 能 の 点 で も,何 にで も応 用 で きる とい う利 点

を持 って いた 。 マ イク ロ ・プ ロセ ッサ ーの 出現 に よ って,"知 能"を 持 った機 械の生 産 が可 能 と

な った の で あ る。MIT・ 政策 選 択 セ ン ター副所 長R.T.ラ ン ドが マ イ クロ ・プ ロセ ッサ ー を指

し 「わ だ ち,発 動 機,電 球 に 匹 敵す る革命 的 発明 」 と呼 んで い るの は決 して誇 張 ではな い。1978

年現 在,ア メ リカ で は約40社 が150種 類以 上の マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ ー を生 産 して いる。

　 世界全 体で 見 る と,現 在,エ レク1・ロニ ク ス産業 は1000兆 ドル産 業で ある。 自動 車 産業 や

石油 産業 に は まだ 及 ば な い が,エ レク トロニ ク ス産 業 が今 日の世 界 経 済に お いて指 導的 地 位 を 占

め てい る こ とは疑 いな い 。 しか も,こ の 産業 は1990年 に は4000兆 ドル産 業へ と成長す る

こ とが 予 想 され る。 そ うな れば,エ レク トロニ ク ス はお そ らく自動 車 と主位 を争 う巨大 産 業 とな

る 。

　 トラ ンジ ス タ ー,IC,LSIな ど,い わゆ る半 導体 技術 の開 発 と市場 開 拓に おい て,ア メ リ

カ はほ とん ど常 に主 導 権 を もっ て きた。 世 界 のIC生 産 のほ ぼ70%は 依 然 とし て アメ リカ企 業

に よ って な され て お り,こ の分 野に おけ る アメ リカの覇 権 にゆ るぎは な い。

　 アメ リカ のエ レ ク トロニ クス 産業,そ して さ らに 範 囲 を せ ばめ れば 半 導体 産業`こ新 しい動 きが

出 た。 これ が1960年 代 の後 半,Jnte1社 の ホ フを 鳴 矢 とす る マ イク ロ ・コ ン ピ ュー タ企 業

群 の台頭 で あ る。 これ らの新 企業 は もと も と,せ いぜ い数100万 ドルの ベ ンチ ャー ・キ ャ ピ タ

ルか ら出発 した企 業 で あ ったが,斬 新 な技 術 的 突破 孔 を次 々に 商業 化 す る ことに成 功 し,RCA

や ウ エス チン グ ハ ウ スな どエ レク トロ ニ クス 産 業 の"し に せ"を 少 く ともマ イク ロ ・コ ンピュ ー

タ領 域 で は影 の 薄い も のに して し ま った 。今 日で も,い わ ゆ る 「ソ リ ッ ド・ステ ー ト産業 」 と呼

ばれ る一 群 の半 導体 メ ーカ ー が ア メ リカの半 導 体 生 産 の 大半 を掌 握 してお り,RCAや ウ エス チ

ン グハ ウス の よ うに 巨大 な 電子 機器 メーカ ー とい え ど も半導 体 部品 は 中小規 模 の半 導 体 メ ーカ ー

か ら仕 入れ て い る所 が 多 い 。IBM,　 AT&T,　 GMな ど ご く少 数 の 大 企業 が 自社 の製 品に 組 み

込むた めに 半 導 体 を 自 己生 産 し て い るに過 ぎ な い。

1.1.2　 ア メ リカ と 異 な る 日本 と ヨー ロ ッパ

　 　ア メ リカに お い て半 導体 メ ーカ ー と電 子機 器 メー カー との 間に 暗 黙 の分業 と相 互依 存 の 関係 が

定 着 して きた の に対 して,日 本 と ヨー ロ ッパで は,ア メ リカの それ と全 く違 った構 造 が 育つ に 至
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っ た。す なわ ち,日 本 で も ヨー ロ ッパで も,最 も強力 な半 導 体 メー カー,そ して 新 しい マ イ ク ロ

・コンピ
ュー タ領 域で いえ ば 「チ ップ ・メー カー 」 は,い ず れ もエ レ ク トロ ニク ス 産業 の"し に'

せ",す なわ ち 日立,NEC,ジ ー メ ンズ,フ ィ リ ップ スの ような大企 業で あ る。 日本 と ヨー ロ

ッパ にお いて は,エ レ ク ト ロニ ク ス の 巨大 企 業が と りも 直 さず 半導体 技術 の 主要 な消費 者 で も

あ り,か つ 半導 体 部 品の生 産 者 で もあ った ので あ る。

1.1.5　 日本 と ヨー ロ ッパに 押 さ れぎ み の ア メリ カの半 導体産 業

　 他方,こ の数 年来,ア メ リカ に おい て も半 導体 企 業 に合 併 も し くは 吸 収 の兆 しが 見 え始 め てい

る。 弱小 の 半導 体 企 業の 中に は大 企業 に 吸収 され る ものが 出て きて い る し.ア メ リカ の半導 体 産

業 の約15%が 外 国資 本に よ って 買収 され るに 至 って い る。 た とえ ば,ア メ リカ の 半導 体企 業 の

名 門 フ ェア チ ャイル ド社は仏 米 石 油複 合 企業 シ ュラ ンパ ーが 一社 に,ま た シグ ネ テ ィ ック社 は オ

ラ ンダ の フィ,リ ップ ス社 に,そ れぞ れ 買収 され た。 他 方,日 本 の半 導体 メ ーカー も ア メ リカ に 進

出 し,ア メ リカ の企 業 と"提 携"し て半 導体 の生 産 を 始 め て いる。

　 　ア メ リカ の 半 導体 企業 の弱体 化 の原 因の一 端 は,新 規 の生産 施設 建設 コ ス トの 急 上昇 に ある と

いわ れ てい る。 現在,最 近 のLSIあ るい はVLSI生 産 施設 の建 設 コ ス トはほ ぼ4000万 ド

ル を下 らな い とさ れ るが,こ れ は1960年 代 後半 か ら1970年 代初 頭 の建 設 コス トの10倍

以 上`こな る。 そ れだ け半 導体技 術 が成 熟 し,ま た それだ け半 導 体生 産 お よび利 用が 本 格化 したわ

け で,い まや 弱 小の ベ ン チ ャー ・キ ャピ タル が これ ら半 導体 産業 内部 にお け る急 速 な進 化に っ い

て いけ な くな った とい うのが 真 実で あ ろ う。 い いか えれ ば,ア メ リカ の 半導体 産業 の"し に せ"

が よ り強 力 な内 外 の企 業 に吸 収 あ るいは合 併 され るに 至 った の は,こ れ らの メ ーカ ーの 進歩 が 遅

か ったか らで は な く,技 術 の 進 歩の 方 が さらに速 く,こ れが より強 大 な 資本 と,よ り強 力 な組織

　を持つ 大企 業 に有 利に 働 いたた めに ほ か な らな い。

　 　わが 国 と違 って,ア メ リカで は政 府 が 半導体 産業 に"て こ入れ"を し,こ れ を積 極 的に 援 助す る

　 とい うこ とは な いが,初 期 に お け る半 導体 産 業 の急 速 な成 長 が,国 防 省 やNASAの 研 究 開発 助

成 と市場 確保 に よる と ころ が多 か った こ とも また事 実 で あ る。 また ご く最 近 では,国 防 省 が ス ポ

　 ンサ ーに な って 「超 高速 集 積 回 路」(Very　 high　 spee,d　 integrated　 circuits

　VHSICS)の 開発 計画 が 進 め られ て い る。 この 開発費 はざ つ と2億 ドル と見積 られ る。

4 1.1.　4　 日本 の半 導 体 産業 の 躍 進 と 限 界

　 確 か に半 導体 産 業 に おけ る先 発 国 ア メ リカの 主 導権 と覇 権はゆ るぎ の ない もの で あ る が,後 発

国 なが ら 日本 もか な り良 い線 を い つ て い る。 これ は ひ とっ には1970年 代(cお け る政 府 の情 報

産業 振興 政 策 が 効 を奏 し つつ あ る こと と,労 働条 件 の違 いか ら日本 で はオ ー トメ ーシ ョンの採用

に 対す る 労働 組合 の抵抗 が比 較 的 弱い ため オー トメ ー シ ョンの分 野で 半導 体 の 需要 が 急速 に のび

っっ あ る こ とに も よ る。 た とえ ば,日 本の 鉄 鋼 　 自動 車.テ レ ビの各 生産 施設 に おけ るオ ー トメ

ー シ ョン は世 界 の 最先 端 を い く も ので あ り,オ ー トメ ーシ ョンの諸 過 程 にお い て半 導体 の使 用1こ
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よ る作業 の 能率 化 と厳 格 な 品 質管 理 が 可能 とな るのみ な らず,さ らに その 製品 にも 半導体 が組 み

入れ られ,世 界的 競 争 に 十 分 堪 え うる ような優 秀な パ フォ ーマ ンス を生 む 整 品が 次 々に 国 内 およ

び 海外 の市 場 に 進 出 し て い る。 また現 在,日 本 は生 産 ラ イ ンで用 い られ る ロボ ッ トの数 で は世界

最 高 の50%の シ ェア を 占め てお り,ア メ リカ を 含む 外国 の 追随 を許 さな い。 これ らロ ボ ッ トの

"知 能"は もち ろん 半 導 体 か ら成
ってい る。 日本 の テ レビ は 自動車 と並 んで アメ リカの 産業 に 対

す る脅威 とみ な され て い るが,こ れ はか つ て の よ うに安 い労働 力 に よ る もの で はな く,完 全 な オ

ー トメ ー シ
ョンを生 産 ラ イ ンに 導 入す る こ とに よ って一 方 で は生 産性 が 高 ま り,他 方 で は 品質 の

向 上 が可 能`こな った た め にほ か な らな い。 統 計 的に み れ ば,オ トメー シ ョン に よ って 生 産 ライ ン

のA員 が ほ ぼ50%も 減少 し て い るに もか かわ らず,生 産 は逆 に25%も 増加 して い るので あ る。

　 日本 の エ レク トロニ ク ス産 業 の今 後の 発 展 に と って 最大 の問題 は,こ れ か らの 研 究開 発の 資 金

と人材 の 問題 に 集約 で きるだ ろ う。 こ とに マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タ の分 野 で は 技術 開発 の テ ンポ

が 比 較 的早 いた め に,研 究 開発 の た め の 資金 の 不足 や ソ フ トウ ェア専 門家 の 不足 を嘆 く声が あ ち

こちか ら聞 かれ る。 もし アメ リカが 本腰 を 入れ 始 めた な らば,日 本 に は 次の 出 し物 がな いと い う

不安 の声 も聞か れ る。 これ は エ レク トロニ ク スだ けで はな く,鉄 鋼 にお いて も 然 りで あ る。 もち

ろん,研 究 開 発費 の 多 少 だけ で技 術 革 新 の成 否 が決 まるわ けで は な いだ ろ うが,着 実`こ基礎 か ら

積 み 上 げ てい くため に は,資 本 と人 材 と時 間 が三 拍 子そ ろわね ばな らな いの は当然 で あ る。 アメ

リカ で はIBM－ 社 だ け で 約10億 ドルを 研究 開 発 のた め に使 って い る。 これ は イギ リス,フ ラ

ンス,西 ドイ ソ,イ タ リーの4ケ 国 政府 が 半導 体産 業 育成 の ために 費 してい る経 費 の総額 に ほぼ

匹 敵 す る。

　 半 導 体 産業 に お け る リー ドを 経読 す るた め に は,政 府 も エ レク トロニ クス 産業 も共 に この 日本

を取 り巻 く経 済環 境 の す う勢 を十 分 に認 識 し,　 "次 の 出 し物"を 周 到に準 備 す る必要が あ る。 器

用 な 日本 人 は 後発 な が ら先 発 国 ア メ リカに よ く追 いつ き,あ る分 野 では確 か に ア メ リカ を追越 し

た 。 しか し,競 争 は追 いつ 追わ れ つ の連 続 が 常 なの で あつ て,一 発 こつ き りの勝 負 と い うわ け で

は な い。 トラン ジ ス ター,IC,　 LSI,VLSIと い う半 導体 技術 の 進化 過 程の 現 時 点に マ イ

ク ロ ・コ ンピ ュー タが あ る。 ポス ト ・マイ ク ロ ・コ ンピ ュー タの構 想に最 初 に 到 達 した 者が,次

の世 代 のM.E.ホ フの 後 継 者 とレ て 「コ ロン ブ スの卵 」を テ ー ブルの 上に立 て る ことにな るだ ろ

う。

s

●

1.2　 マ イ ク ロ ・ コ ン ピ ュ ー タ の 実 力

　 　マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タに は 何が 可能 なの か。 また,マ イク ロ ・コ ンピ ュー タ は既存 の 経済,産

業,社 会,文 化に,い か な る影 響 を及 ぼ す のか 。

1.2.1　 マ イ クロ ・コン ピ ューー夕は 失 業 の元 凶 か

　　コ ン ピ ュ ー タが人 間 か ら仕 事を奪 うので は ない か とい う不安 は,昔 か らあ った 。 こ うした 不安

は,特 に コ ン ピュ ー タに と ってか わ られ る 公算 が最 も大 き いブ ル ー カ ラー階 層 に最 も根 強か った 。
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しか し,　 "知覚"が 可能 な 「セ ンサー 」 を"命 令 の実行"が 可 能 な 「アク チュエ イ ター」を 持つ

マ イク ロ ・コン ピ ュー タの 出 現 は,た と えば オ フ ィ ス 。オ ー トメー シ ョンに 見 られ る よ うに
,ホ

ワ イ トカ ラー階 層 に まで 不安 の根 をお ろ し始 めた 。 こ うした 不安 に最 も 敏 感に反 応 した の はOE

CD諸 国で あ る。 イ ギ リス では 「Chips　 Are　 Down」 と題 す るテ レ ビ番 組 で マ イ クロ ・コ

ン ピ ュー タの 新 時代 が 大 量失業 と経 済的 混 乱 の時 期 に描 か れ,他 方,議 会`こは マ イ ク ロ ・コ ン ピ

ュー タの 使 用 や輸 入 を政 府 の管 理 下 におけ とい う よ うな 提 案 まで 出 され るに 至 った 。

　 これ らの騒 ぎ を馬 鹿馬 鹿 しい と一 蹴 す る ことも もち ろん で き るが,情 報 産業 立国 を 目差 すわ が

国 と し ては,こ うした現存 す る不安 を全 く無視 す るわけ に はい かな い。 本 来な らば ,ア メ リカ に

つ い でマ イ ク ロ ・コ ン ピュー タの生 産 国 であ るわが 国 に お いて こそ
,こ う した不安 や疑 惑 に答 え

られ る実 証研 究 が 実施 され て よい ところ であ るが,残 念 なが ら この種 の研 究 は まだ な いo逆 に
、・

マ イ クロ ・コン ピュー タを失 業 の元 兇 とみ な す傾 向 の強 いイ ギ リス に おい てマ イ ク ロ ・コン ピ ュ

ー タの社 会 的 影 響 に関 す る真 面 目な学 問 的 関心 も同 じよ うに 強 く
,産 業省 が わ ざわ ざア メ リカ の

MIT政 策 選 択 セン ター に調査 を委託,ア メ リカに おけ るマ イ ク ロ ・コン ピュー タの 社会 的影 響

を詳 細 に分 析 させ てい る。以 下,こ のMIT調 査研 究 の主 要 部分 を簡 単 に紹 介 し,マ イ ク ロ ・コ

ン ピ ュー タの 実力 を検 討 して み る ことに す る。

■

■

1.2.2　 マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タの"知 能"程 度

　 〔1}マ イ ク ロ ・コン ピュ ー タは,非 常 に広 範 に わ た る製 品 のパ フ ォー マ ンス を拡 大で きる。 す

な わ ち,マ イ ク ロ ・コン ピュー タは,機 械 に,計 算 す る,情 報 を 記憶 す る,オ ペ レー ター と コ ミ

　ュニ クー トす る,さ ま ざまな 出 来事 を管 理 し,時 間 に合 わ せて 実 行す る,物 理 的変 数 を 感覚す る

な どの能 力を 与 え る こ とがで きる。

　 ② 　 マ イ クロ ・コ ン ピュ ー タが 機械 に 与 え る こ うした 能 力 は,既 存 の製 品の 融 通性,便 利 さ,

速 さ,安 全 性,信 頼 性 な どを増 し,か つ コ ス トを低'減す る。

　 {3}文 字 に よ る コ ミュニ ク ー シ ョンの 場 合,マ イク ロ ・コン ピュー タを"内 蔵"し た タ イプ ラ

イ ターは特 に 「ワー ド ・プ ロセ ッサ ー」 と呼 ばれ る。 ワー ド ・プ ロ セ ッサー を使 う タイ ピス トは

マ イク ロ ・コ ンピ ュー タに 文字 を打 ち込 み,記 憶 させ,そ れ を操 作す る こ とがで き る。 た とえ ば,

一 度 記憶 させ て し まえ ば
,同 文の 手紙 を何 通 で も 自動 的 に紙 の 上に打 ち出 す こ とが で きる。 逆 に

語 句 の 訂正 や 割 りつ けの変 更 など はす べ て キ イを たた くだ け で,す べ て マ イク ロ ・コン ピ ュー タ

の記憶 の中 で行 わ れ る。普 通,大 切な 手紙や 論 文 を書 く時(今 秋 はそれ を して い るの だが) ,ペ

ー ジの途 中 で何 か の訂 正(追 加や 省 略)の 必 要が 生 じた場 合 に はそ のペ ージ の 初め か ら書 き直 さ

ね ば な らな い が,マ イク ロ ・コン ピュー タを 内蔵 した ワー ド・プ ロセ ッサ ーに は そ うした こ とは

一 切 不要 で あ る。

　 {4}自 動 車に 応用 され た マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タは,エ ンジ ンのパ ー フ ォー マン スを制 御 し,

燃 焼 の効 率 を 良 く し,燃 焼 の節 約 に貢 献す る ほか,ブ レー キのき き具 合 や半 ドァの警報 な ど安 全

性 を高 め るのに 役 立つ 。

　 {5}マ イク ロ ・コ ン ピュー タは,も とも とは ハ ー ドウ ェアが や る仕事(ロ ジ ック回路 の デザ イ
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ン)を ソ フ トウ ェア で代 替 で き る とい う利点 を持 つ。 また一 た び 製 品が 出来 上 って しまえ ぱ,そ
'
の 後 の修 正や 改 良に は記憶 され た プ ロ グ ラム を変 更 す るだ けで よい 。 した が って,マ イ ク ロ ・コ

ン ピ ュー タの 本 体(ハ ー ドウ ェア)の 生産 工程 に はほ とん ど触 れ ず して,カ ス トマー の特 別 な要

求 や 仕様 に合 わ せて マ イク ロ ・コ ン ピ ュー タの シ ス テム を 設計 す る こ とが で きる。 この よ うな シ

ス テムが 設 備 され た あ とで修 正 の 必要 が 生 じた よ うな場合,ソ フ トウ ェ アの設 計者 は電話 で ソ フ

トウ ェア の変 更 をカス トマ ー に伝 え る こと もで きる し,あ るい は新 しい チ ップ を カス トマ ーに 郵

送 しても よい。

1.2,3　 イー トン社 の起 重 機 荷積 み コン ピ ュー タ

　 通 常 型 の起 重機 の操 作 に は非 常 に 高 度 の熟 訓が 必要で あ る。 起 重機 の運 転者 は機 械 の安全 な オ

ペ レー シ ョン を保 つ た め,経 験 と勘 に頼 る以 外 に はな い。

　 　イ ー トン社 が開 発 した新 し い シ ステ ムは,マ イク ロ ・コ ンピ ュー タをベ ー ス に した 高 度な柔 軟

性 を持 っ た監視 シ ステ ム であ る 。 この監 視 シス テム は 事 前の プ ログ ラ ミン グを 現場 の運 転 者が キ

　 イで 打 ち 込む デー タの 双 方に よって,い か な る 起 重機 で も応 用 す る こ とがで き る。 特定 の起重 機

の性 能 な どは"常 数"と して 事 前 に マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タの メモ リーに 貯 え られ,現 場 に固有

なパ ラ メ ー タは運転者 が デ ィス プ レイ に うつ る質 問 に 対す る答 とし て,キ イボ ー ドか ら コン ピュ

　 一夕に 入力 され る。 入力 デー タを用 いて マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タは安 全運 転 パ ラ メ ー タ(た とえ

　 ば起 重機 の 回転 速 度)を 計算 す る。 この監 視 シス テム に は,そ の他,運 転者 の 指 示で 起 重機 炉壁

　や 電 柱 を よけ る,実 際 に釣 に かか った 積荷 を 目視 し ないで 安全 に 運転 が で きる な ど,独 特 な特 色

　 を特 って い る。

　 　 イー トン ・シス テム の特 色 は 安全性 の重視`こあ る。 た とえば,シ ステ ム全 体 の信 頼性 を テス ト

　す るプ ログ ラ ムが この シ ス テム に は 内蔵 され て お り,運 転者 が キー ・ボー ドに 打ち 込む 数字 が 正

　 しいか ど うか をチ ェッ クす るプ ロ グラ ムや,マ イク ロ ・コ ン ピュー タに よ る計 画の結 果 が正 しい

　 か ど うか を 再 チ ェックす る"自 己測定"(self-calibration)ル ー チ ンが,シ ス テムCc

組 み 込 まれ て い る。

　 　 この よ うな電子 器機 の 弱 点 は,元 来,起 重 機 の運 搬 や使 用 の際 の 手荒 な取 り扱い や 振動 に 弱 い

　 (狂 いや す い)と い うこ とに あ った が,マ イ ク ロ ・コ ンピ ュー タ をベ ース とす る コ ンソー ルの軽

　 量小 型 化 が可 能 と な った た め,コ ン ソ ール だけ は運 搬 の 際,取 り外 しが き く よ うにな り,別 途運

　 搬 され る よ っに な って いる 。

　 　 この シス テ ムの 導入 に対す る起 重機 の運 転者 の反 応は ど うか。 当初,起 重機 の熟 練運 転者 た ち

　 は,コ ンソ ー ルの キ イ ・ボ ー ドを通 じて の イ ンプ ッ トや 表示 器 に うつ る 各種 の指 示 が複 雑 で あ る

　 こ とに 対 し て か なり懐 疑 的 で あつ た が,彼 らが シス テ ムの扱 いに馴 れ る に従 って,こ め シス テ ム

　 の 安 全 性 や信 頼 性 が次 第に 明 らか に な っ た 。 また クー ス を重ね るにつ れ,各 種 の修 正 が 必要 とな

　 ったが,こ れ らの修正 はマ イク ロ ・コン ピ ュ ー タの 特徴 を 活か し,ハ ー ドウ ェア設 計 の 修正 とい

　 う よ りは む しろ ソフ トウ ェアの変 更 に よ って 行 なわ れ た。
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　 イー トン社.の起重 機 荷積 み コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム は,無 数 の マ イク ロ ・コ ン ピュー タ利 用 の

ほん の一 例 にす ぎ ない が,従 来 は 人間 の熟 練 と勘 に のみ 頼 ってい た作 業 過 程 を いか に マ イク ロ ・

コ ンピ ュー タが人 間 を補 完 し,作 業 の効 率,信 頼 性,安 全 性 を高 める か を示 す一 つ の好 例を われ 　 '

わ れ に提 供 して くれ る。

1.2.4　 成功 の 秘密

　 マ イ ク ロ ・コ ンピ ュー タの応 用範 囲 は極 めて広 いが,マ イク ロ ・コ ンピ ュー タを 既存 の製 品 に

組 み込み,新 製 品 として 市 場に 出す に は,そ れ な りの戦 略 上 の 配慮が 必 要で あ る。 この ような戦

略 は,マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タ の応 用 を拡 大 し てい く場合 に は常 に 必要 で あ る。 各 種 の成 功例 に

お け るMITの 政 策 選 択 セ ンタ ーの 分析 に よる と,マ イク ロ ・コン ピ ュー タの応 用に 成 功す る秘 ・

密 は,次 の よ うな戦 略 に よ る とこ ろが 多 い。

　 　(1)工 学的 開発 チー ムは 小 さ いほ ど よい。 普 通は2名 か ら3名,20名 を 越え る ことは ない。

　支 援 グ ループ の規 模も 小 さ くて よい。

　 　シ ンガ ー社 のAfhena　 2000型 ミシ ンへ の マイク ロ コン ピ ュー タ ・ア ブUケ ー シ ョンに お

　いて は,特 命 に よ って ご く小 人 数 の 工学的 開発 チ ームが 編成 され,ミ シ ン に対す るマ イ ク ロ ・コ

　 ン ピュ 一 夕 ・ア プ リケ ー シ ョン の研 究開 発に 専 心 した。 この チ ーム は 予算 的 に も他 の セク シ ョン

　か ら独 立 し てお り,同 社 の他 の セ ク シ ョンか らの干 渉や 介 入か ら騰 れ,こ と に社 内`こおけ る在 来

　型 の ミシンの 強 力 な 支持 者の 反 対 に よ って 足 を引 かれ る こと な く,作 業 を進 め る ことが で きた。

　 こ の戦 略 は,シ ス テ ム ・ハ ウス の 存 在理 由に 対 して積 極的 な 支 持 を 与 え るの みな らず,大 企業 に

　 お いて新 た に マ イ ク ロ ・コン ピュ ー タ ・アプ リケ ー シ ョ ンを計 画す る場 合 の戦略 選択 に 関 し・ 極

　 めて 示唆 に 富 ん で いる。

　 　{2}マ イ ク ロ ・コ ンピ ュー タを ペ ー ス とす る製 品 の開 発 に要 す る り一 ド・タイム は,他 の機 械

　 製 品 の場 合 よ りもは るか に 短 い 。 これ は チ ップ その他 の 部 品 のほ とん どが 既成 品だ か らであ る。

　 プ リン ト配線 板 な ど の製作 機 器 を製 作す る時 間 も,他 の 機械 の場 合 に 比べ て.は る加 こ短か くてす

　 む 。 いい か えれ ば,マ イク ロ ・コ ンピ ュー タ ・アプ リケ ー シ ョンの 成 功 は,　 "小 廻 りのき く"計

　 画 設計,資 本,人 材,生 産 工 程 な どに 依存す る とこ ろが 多い 。

　 　 {3}マ イク ロ ・コン ピ ュー タ ・アプ リケ ー シ ョンtC要 す る 投資 は小 さい。 これは,マ イク ロ ・

　 コン ピ ュー タ の利 用 が 既存 の製 品 に応 用 され る こ とが多 い た めで あ る。 マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タ

　 の アプ リケー シ ョン にょ って 製 品 の.パフ ォー マ ン ス は革命 的に変 わ るが,生 産 工 程 の変 化 は僅

　 かですむ 。

　 　 (4)マ イ ク ロ ・コ ンピ ュー タ ・ア プ リケー シ ョンに は,2種 類 の 人間 が 必 要で ある。 ひ とつ は

　 「設 計統 合者 」で あ る。 設 計統 合者 は,製 品その も の,お よびマ イ ク ロ ・.コン ピ ュータ を何 のた

　 め に使 うか を 熟知 してお り,技 術 者 として優秀 な 技働 と見識 を 持ち.エ レク トロニ クスや マイ ク

　 ロ ・コ ンピ ュー タの こ とも若干 は 分か るとい うよ うな 人物 で なけ れ ば な らな い。第 二 は 「創造 的

　 プ ログ ラマー 」であ る。創 造 的 プ ログ ラマー は,マ イ クロ ・コン ピュー タ ・プ ログ ラ ムの能 率,

　 融通 性,信 頼性 を高 める責 任 者 で ある。 これ ら2種 類 の人 間 の協 力が あ って初 めて,マ イ ク ロ ・
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コン ピ ュー タ ・ア プ リケー シ ョンの 成功 が あ る。

　 優れ た デ ザ イ ンは,製 品 の パ ー フ ォー マ ンスに 関す る十 分 な知 識 に依 存 す る と ころが 多 い。「設

計 統 合者 」 が必 要 と され る 由縁 で あ る。 ま た 実 際,ア メ リカの 多 くの企 業で は,新 た にマ イク

ロ ・コ ン ピュー タの 専 門 家 を導 入 し,彼 らに製 品の こ とや ユーザ のニ ーズ につ いて 教 育す るよ り

も,既 存 の技術 ス タ ッフ に エ レク トロニ クス,こ とに マ イク ロ ・コ ン ピ ュー タの 教育 を受 け させ

る ことを 好む傾 向が あ る。 いず れ にせ よ,「 設 計統 合 者」 と 「創 造的 プ ログ ラ マー 」 の 協力に よ

っ て初 め て,マ イ ク ロ ・コ ンピ ュー タ ・アプ リケ ーシ ョンに おけ る最 も困難 な 問題,す なわ ち,

マイ ク ロ ・コン ピ ュー タを機 械 部 分 の イ ン ター フ ェイス の解 決が 可 能 とな る ので あ る。

　 ⑤ 　 最後 に マイ ク ロ ・コン ピ ュー タを ベ ース とす る各 種製 品`こ対す る市場 戦 略 につ い て触れ て

お く。

　 マ イ クロ ・コ ン ピ ュー タを応 用 した 各種 製 品 は,パ ー フ ォー マン スの 拡 大お よびユ ー ザ ーに 対

す る価値 の 増 大 と い う点 か ら当然,tttop-of-the-line"製 品 とな る。 した が って,価 格

は一般 に高 く な り,需 要 を押 え る ことに な るが,長 期 的 には 大 量 普及 に よる 大 量生 産が始 ま り,

また競 争が 始 まれ ば,価 格 は 自然 に低 くな る。

　 一般 に,マ イク ロ ・コ ン ピ ュー タを ベ ース とす る製 品の 藩 命 は 短 い とい う予想 が 強い。 これ は

製 品 とし ての 耐久寿 命 が 短 い と い う こ とで は な く,技 術 革新 の テ ンポが 早 く.同 じ種 目あ るい は

ライ ンの製 品 が次 々に 市 場 に出 さ れ,旧 式 化 のテ ン ポが それ だ け 早 い こ とが 予 想 され るか らで あ

る。 この ことは,開 発 費 や 製作 器 機 コ ス トをか な り早 く回 収す る必 要 の あ る こ とを示唆 して い る。

ま た今 後 の問 題 とし て は,同 じ 製 品 の高 級 品 と普及 品 の区 別 を ど うや つ てつ け て い くか,と い う

よ うな こ とを市場 戦 略 の 一端 とし て考 え てい く必要 が あ ろ う。 た とえ ば,シ ン ガー社の ミシ ンの

よ うに,25の パ ター ン を選 択 で き る900ド ルの高 級 品 と,選 択範 囲が 狭 く価 格 も低 い 普及 品

との 間 に は,実 質的 な機 能 上 の 差 が な く な る。 一台 の ミシ ンで モ ジ ュー ル を 交換す るだ け で選 択

の 幅 を広 くした り狭 く した りす る こと がで き るので あ るか ら,同 じチ ップが 高 級 品に も普及 品 に

も使 わ れ る以 上,製 品 間 の差が 次 第 に 消滅 す る傾 向が ある 。 とい う こ と は,マ イ クロ ・コン ピュ

ー タ製 品の 場合 に は,高 級 品の 魅 力が そ れ だ け減 っ て しま うわ け で,高 級 品 の セー ルス ・ポイ ン

トが ほ とん ど な くな って しま うこ とを意 味 す る。

　 こ の よ うに,マ イク ロ ・コン ピュ ー タの アプ リケ ーシ ョンが新 し く提 起す る市場 戦略 上の 問題

は,ア プ リク ー シ ョンの範 囲が 広 が るに つれ て,ま す ます 多様 化 す る もの と予 想 され る。 今 後 は

業 種 ご とに,よ り体 系 的 な 考察 が 必要 とな るで あ ろう。

◆

●

1.5　 コ ン ピ ュー タ 制 御 と 人 間 疎 外

　 か って,コ ン ピ ュー タの数 が ご く少な か った 頃,コ ン ピ ュー タ は限 られ た数 の セ ン ター に収納 さ

れ て いた。 この 頃 コ ン ピュ ー タに 接 近 で きた 人た ち は,ほ とん どが コ ンピ ュー タの専 門家 で,製 作

者 として,あ るい は利 用者 として,コ ン ピ ュ ータの"主 人"で あ った。

　 そ の 後=〕ン ピ ュ一 夕が 生 産工程 に 進 出 し,工 場 の オー トメー シ ョン が 各所 で導 入 され るよ うに な
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●

■
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る頃 か ら,そ ろそ ろ人 間 と コン ピュー タ との間 で 主客 転倒 が起 り始 めた。 人 間 の 側 の"職 人 芸"が

不 要 とな り,"ボ タ ン押 し"や"計 器 監視人"に 格 下 げ され る よ うな 事態 が あち こち に生 ず るよ う

に な った 。 この段 階 で最、も影 響 を受 け たの は大 工場の ブル ー カ ラー階 層 の 人た ち で あ った。

　 マ イ ク ロ ・コン ビ,,一 夕の 出 現 は,こ う した 人間 一 コ ンピ ュー タ の"古 典 的"関 係 を一 挙 に社 会

全 体に 拡 め る役 割 り を果 しつつ あ る。 一 見 堂 々 とし た ジ ャン ボ ・ジ ェッ トのパ イロ ッ トも今 日で は

オ ー トメ化 した 工場 の制 御 室に お け る技 術者 と全 く同 じよ うに,コ ック ピ ゥトに お け る"ボ タン押

し"で あ る。 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンは ホ ワイ トカ ラー 階層 の90%以 上 を"ボ タン押 し"に

転 換 す る とい う予 想 も あ る。 また.家 庭の 主婦 も・目に 見え な い所 に 内蔵 され た マ イ ク ロ ・コ ンピ ュ

ー タを 各所 で 関 係 を持 つ よ うに な
った。 ミシ ン,自 動車,電 子 レンジ,銀 行 の キ ャ ッシ ュ ・デ イ'ス

ペ ンサ ー,切 符や 旅 館 の予約 など を通 じて,主 婦 の生 活や 仕事 も コン ピ
ュー タの影 響下 にお かれ る

よ うに な って きた 。

　 多 くの場 合,コ ン ピュ ー タは便利 な存 在 で あ る。わ れ われ が コ ン ピュー タを信頼 す るか ぎ り,コ

ン ピ ュ ータは われ わ れ の味 方 で あ る。 しか し,ひ とた び,何 か の き っか けで わ れ われ の 自尊心 が コ

ン ピ ュー タに よつ て傷 け られ ると,と たん に コンピ ュー タに 対 す る不信 や 敵意 が 生 ず る よ うに な る。

ロボ ッ トが その好 例 であ る。 ロボ ッ トの"知 能"は マ イ クo・ コン ピ ュー タで あ り,"筋 肉"は 機

械 的 に動 く部 分 で あ る。 こ うした ロボ ッ トは疲 労 も知 らず,労 働条 件 の よ し あ しで苦 情 を云 うこ と

も ない。 仕 事 はプ ログ ラム され た通 り,常 に 正確 で,た るみ や む らが ない。 そ して わが国 は 世 界最

大の ロ ボ ッ ト王 国で あ る。

　 人 間が ロ ボ ッ トを含む コ ン ピ ュー タ"知 能"の 主人 で あ り続 け るた め に は,次 の チ ェ ック リス ト

に お いて,人 間が あ く まで コ ン ピュ ータの よき監 督者 で あ り,よ き忠 言者 で あ るこ とを 自 ら確認 す

る ことが 重 要 で あ る。 今 後 の先 進 産業 社 会 は,遅 か れ早 か れ,人 間 とコ ンピ ュー タ,生 物 と機 械 の

2つ の異 種族 が 共存 す る社 会 とな るで あろ う。 この 共存 が,円 滑 に,し か も早 く達 成 され るほ ど,

そ の社 会 は発 展 を約束 され る こ とに な ろ う。他 方,入 間 が倣 慢 で 機械 との 共存 を あく まで拒 否す る

な らば,そ の ような社 会 は,共 存 の も とに 成 長 す る社 会 との競 争に と う てい勝 つ こ とが で きな くな

るで あ ろう。

　 それ で は,最 後 に チ ェック リス トを掲げ よう。 この チ ェ ック リス トは,ル ー チ ン的 な 作業 と哲 学

的 な 思 考の両 者 か らな って い る。

　{11コ ン ピュー タの た めに 仕 事 を 作 ってや る。

　② 　人 間 が 考え る正 し い目的 の た めに コン ピ ュー タ を教 育(プ ログ ラ ム)し,仕 事 を遂 行 させ る。

　(3}コ ンピュ ー タに よ る 自動的 な仕 事 の遂 行 を監視 し,仕 事 の 向 上の た めに,し ば しば新 しい調

　 　整 を行な う。

　④ 　 緊 急事 態 が発 生 し た場 合に は・す ぐに入 間 が 引 きつ ぐ。異 常 状 況 の診 断 や,異 常 状 況に対 す

　 　 る対 応 の 意 思 決定 は,最 終的 に は入間 の 経験 と勘 に 基づ いて な され ね ばな らな い。

　(5)コ ンピ ュー タを よく理 解 し・ 信 頼 して や る こ とが 重要 で あ る。 信 頼 が傷 け られ るよ うな 事態

　 　が 発生 した 場合 に は,コ ンピ ュー タの ハ ー ドウ ェアあ るい は ソ フ トウ ェア,あ る い はそ の双 方

　 　の再 設 計が 必要 で ある。

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 -9一



⑥ 　 正 義,美,生 きが いとい った最も人間 的 な 感情 が,人 間 に よ る コン ピ ュータ の利 用 を 支配 し なけ

　 れ ば な ら ない 。

(7)ブ ル ーカ ラー労 働者 の仕 事 場 に お け る疎 外 を 防 ぐた めに,ブ イ ー ドパ ック を制 度的 に 強化 し,

　 組織 にお け る意 思決 定 へ の創 造 的 参加 の機 会 を 増 す必 要 があ る。

{8}コ ン ピ ュー タの オペ レー ター な ど の職 業的 専 門家 に 対 して は,単 な る押 しボ タン 的ル ーチ ン ・

　 ワ ー ク を超越す る,よ り責 任 の あ る,よ り意 思 決定 に 関連 の深 い仕 事 を 与え るよ うに 努め なけれ

　 ば な らな い。

{9}教 育 の 分野 にお い て,未 来 の世 代 を コ ン ピュ ー タ社会 の積 極的 参 加者 として 育 て る よ うな 準備

　 が な され な くて は な らな い 。 いか な る時 代,あ るい は いか な る場 所 にお い て も,最 終 的 には コン

　 ビ ュ ータ の助 け を借 りた人 間が主 観 的 に 決定 と管理 の任 務 を果す とい う こ とが,改 めて 確認 され

　 ね ば な ら な い。
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第2章 　 マ イク ロ コ ン ピ ュ ー タ応 用市 場 の現 状 と将 来

2.1　 世 界 市 場 の現 状 と将 来

■

●

2.1.1　 世 界 市場 の動 向

　 　マ イ ク ロ コ ン ピュー タ産 業 は,こ れ らを構 成す る素 子 の機 能 が高度 化 す るに した が い,こ れ ま

で の コ ンピ ュー タ産業 に近 い 産業 構 造 を形 成 せざ る を得 な い状 況 にな りつ つ あ る。 そ の 上,マ イ

　ク ロコ ン ピュー タは一 つ の コ ン ポ ー ネ ン トと して利 用 す る場 合 が多 く,内 部 の構 造 まで エ ン ド

　ユ ーザ が熟 知 して いな い と利 用 しきれ ない とい うコ ン ピュー タ と違 った特 徴 を持 って い る。そ の

た め,こ の産 業構 造 は 図2-1の よ うな 形態 とな って いる。 この 項で は この よ うな構 造 の産業 の

な か で,そ の源で あ る マイ ク ロ コ ン ピュー タ関連 素子 その も の と,最 終の 応用 市 場に つ い て分 析

　し,LSIの 代 表 選 手で あ る マ イク ロ コン ピュー タが,マ イ ク ロエ レク トロニ クスの 社会 へ の イ

　 ンパ ク トに どの よ うな 影響 を もた らしつつ あ るか考 察す る 上 の一 助 とし た い。

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　 半導体企業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　 (1}マ イ ク ロコ ンピ ュ ー タ関連 素 子 の動 向

　 　LSIの 汎用 化 を 目的 とし て開 発 され た マ イ ク ロプ ロセ ッサ(以 下MPUと い う)は,半 導 体

製作技 術 の 発 達 とと もに　 語 長 で は4ピ ッ トか ら8ピ ッ トを経 て16ビ ッ ト型へ と発 展 し昨今 で

　は32ビ ッ ト型 につ いて 先 駆 メ ー カか ら種 々の情 報が 発表 され っっ ある。

　 　また,こ れ らの アー キテ ク チ ャも高 度 とな り,当 初 のMPUの 利 用 の 主 目的 で あ ったLSIの

　汎 用化 か ら,コ ン ピュー タの メ イ ンフ レームのLSI化 へ とその性 格は 大 き な転 換が図 られ よ う

　 とし てい る。MPUを 取 り巻 く関連 周 辺 素 子 も記憶 素子 の分野で は大 容 量化 が 進 み,　RAMで は

　 64Kビ ッ トを有す る素 子 が 市場 に 出 始め,　ROMで は マス ク型 は128K乃 至256Kビ ッ ト

　 まで 大型 化 し,EP-ROMは64Kピ ッ ト(8Kバ イ ト)の もの が発 表 され る段 階 に到 ってい

　 る。 そ の 上,こ れ ら の 周辺 素子 と して コ ン ピ ュー タシ ステ ム を構 成 す るた め に必要 な マン マシ

　 ン イ ン タフ ェー ス 用の各 種 周辺 機 器 の コン トロー ラや 汎 用的 な 入出 力用 イ ン タフ ェー ス回路 のL

　 SIが 各種 商 品化 され,高 度 な機 能 を持 った 電子 回路 がMPUを 中 心 と して殆 ん どLSIで 構 成

　 で き る ように な った 。(表2-1)

　 　一 方1チ ップ マイ ク ロコ ンピ ュ ー タ(以 下MCUと い う)は その 素 子 の性 格 上(低 機 能低 価格)

　 4ビ ッ ト型 が主 流 を 占め,耐 久消 費 財 に 大 量に使 用 され ていた が,8ピ ッ ト型 も4ピ ッ ト型 の機

　 能 で は不 満足 な分野 で 除 々に そ の 利 用度 に 増加 の傾 向が 見 られ つ つ あ る。 こ れ らは応 用対象 を意

　 識 して 開発 され る機 種 が 多 く,市 場に は それぞ れ 特徴 を持 った もの が出 廻 り,利 用 者 が それ ぞれ

　 の 分 野 で抵抗 な く これ ら を利 用 で ざ るほ ど までに な って きた。

　 　 表2-2に1978年 の ク リエ イ テ ィブ ・ス トラ テジ ーズ ・イン タナ シ ョナル のMPU・MC

　 Uの 市場 予 測 を示 す 。 この 予測 と表2-3の 日本 の これ らの生 産 高 とを比 較 す る と1980年 で

　 す で に 日本 の 生産 実 績 が同 社 の 予測 を 個数 で は 上廻 り,金 額で はほ ぼ 同 レベ ルに あ る ことが わ か

　 る。(図2-2参 照)世 界 市場 は この 日本の数 字に 主に 米 国 の生 産 高 を加 え た も の とみ れ ば,同

　 社 の予測 は大 巾 に狂 った とみ な され る。 これ は表2-4の 同 社 の機 種 別 予測 表 の なかで4ビ ソ ト

　 型`こ対 す る考 察 に 大 巾な狂 いが あ ったの で はな い か と推 察で き る。 す な わち,日 本国 内 の生産 量

　 の1980年 の4ビ ッ ト型 の生 産個 数 はMPU・MCU全 体 の80%以 上 を 占め てい ると いわ れ

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 表 　 2-1

(a)各 種 記 憶 素子 の 容量(1981年3月 現在)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (b)CPU周 辺LSIの 例

種　　　　　　　 類 実用の中心のもの 先 端的 な もの

N≡MO　 S 4Kビ ッ ト 32Kビ ッ ト

ス タティ ックRAM

　 　 　 　 　　 　 　 　 　C-MOS 4Kビ ッ ト 16Kビ ッ ト

ダ イ ナ ミ ックRAM 16Kビ ッ ト

　 　 　 !

64～k28Kビ ッ ト

EP-ROM 16Kピ ッ ト 64Kビ ッ ト

マス クROM 128Kピ ッ ト 256Kピ ッ ト

メモ リ管 理 用

パ ス　 イ ン タ フェース

1/Oイ ンタ フェース

周 辺機 器 コ ン トロー ラ

通 信制御

そ の他
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表2-2　 世 界 のMPU・MCUの 需 要 予 測(ク リエーテ ィブ ・ス トラテジース ・インタナシ ョナル よ り)

1978年 1979年 1980年 1981年 1982年 L983年

金額(百 万 ドル)
　 (前年比)%

97 123

(127)

153
(124)

181
(118)

224
(124)

293

(131)

個数(百 万 個)
　 (前 年比)%

22.5 29.3
(130)

40.7
(139)

56.7
(139)

76.8
(135)

104.2
(13q)

平 均 単価(ド ル)

　 (前 年 比)%

4.3 4.2
(98)

3.8

(90)

3.2
(84)

2.9
(91)

2.8
(97)

表2-3　 日本 のMPU・MCUの 生産推 移

1977年 1978年 1979年 1980年

金　 額(百 万円)
　 (前 年比)%

4,642 8,140
(175)

14,464
(178)

32,914
(228)

個　数(百 万個)
　 (前 年比)%

2.4 68
(286)

18.6

(274)

43.3
(231)

平 均単 価(円)
　 (前年比)%

1,953 1,199
(61)

778
(65)

760
(98)

表2-4　 世 界 の 語 長 別MPU・MCUの 需 要 予 測(ク リエーテ ィブ ・ス トラテジーズ ・インタナシ ョナル よ り)

1978年 1979年 1980年 1981年 ・ 1982年 1983年

4ビ ッ ト
　　 　11.9

(53)

　　　12.8

(44)(108)

　　　14.9

(37)(ll6)

　　　 15.5

(27)(104)

　　　16.8

(22)(108)

　　　 195

(19)(116)

8ビ ッ ト
　　　　99

(44)

　　　14.8

(51)(149)

　　　22.2

(55)(150)

　　　34.8

(61)(157)

　　　47.5

(62)(136)

　　　64.6

(62)(136)

16ビ ッ ト
　　　 0.4

(2)

　　　 1.1

(4)(275)

　　　2.6

(6)(236)

　　　5.0

(9)(192)

　　　10.0

(13)(200)

　　　16.3

(16)(163)

そ の 他
　　　 0.3

(1)

　　　0.6

(2)(200)

　　　 1.0

(2)(L67)

　　　 L4

(2)(140)

　　　 2.5

(3)(179)

　　　 4.0

(4)(160)

合　　計
22.5 293

(130)

40.7

(139)

56.7

(139)

76.8
(135)

104.2

　 (136)

単 位;百 万 個,()内 左 は同年 度 の シ ェア,右 は伸 び 率
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てお り,少 く とも3500万 個 は4ピ ッ ト型 が生 産 され た も の と推 測 で き る。 これ に対 してこ の

表 の1490万 個 は あま りに も小 さな評 価 数 字で あ った とい え よ う。 同社 はMCUが これ ほ ど ま

で に耐 久 消 費財 に 利 用 され る と予測 で き なか った の で あ ろ う。

　 LSIの コス トパ フ ォーマ ンス は大 量生 産 に よ って高 め られ る とい う論 理 を この事 実 か ら認識

し,今 後 の マイ ク ロ コ ンピ ュ ー タ関連 素 子 の動 向 を見 ま もる 必要 が あ ろ う。LSIの 発展 が大 量

市 場で あ る電 卓 と時 計 が基 盤 とな って推 進 さ れ て きた ことは表2-3で も明 らかで,耐 久 消費 財

へ の 応 用価 値 を最優 先 に考 慮 しな が ら,機 能 の高度 化 の追 求 に 努 め る こ とが 本来 の 姿 で ある こ と

が,こ の 予測 の 手違 い を通 じ て再認 識 す る こ とがで き よ う。

　 　　 　(百 万 個)

100

80

60

40

20

一 一が 一一 日 本 の 生 産 推 移

　　 　 ,77　　　　'78　　　　,79　　　　　'80　　　　'81　　　　　,82　　　　,83

図　 2-2　 世 界のMPU・MCU需 要 予測 と 日本の 生産 推 移

　 ② 　応 用 市場 の動 向

　 クリエ=テイブ・ス トラテジーズ ・インタナショナルの 分野 別 マイクロコンピュータ関連 応 用市場 についての1978

年の 実 績 と1983年 の予測 を図2-3に 示す。 この図によれば1983年 の 最大 の 応 用市 場 は コンピュー タシ

ステムの周 辺 機 器 と端 末 機器 で全 体の20%強 を 占 め,通 信関 連 分野 が1978年 からの最 高 の伸 び が

期 待 され 約4.5倍 とな ってい る。 た しか に,コ ン ピ ュー タシ ス テム の端 末 ・周辺機 器 は 一台 当 り

の マイ ク ロ コン ピュー タ関 連素 子 の使 用 個数 は多 く,市 場 とし ての需 要 金 額は 多 額に な る こと は

予想 され るが,台 数 規 模は 民 生機 器 と比較 に な らな い 程小 さい。 民生 機 器 は 一機 種 当 りの生 産 台

数 が 極 め て大 き く,応 用設 計 の効率 が 良 く,寧 ろ結 果的 には 市場 規模 は 最大 にな る とみた い。L

SIの 特 性 を生 かす 最 高 の市 場 で あ る こ とに疑 う余 地 は あ る まい。最 近,よ うや く本格 化 し始 め

た パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タも そ の底 辺 が この 市 場 とす れ ば なお さらの こ とで あ る。

　 まず,応 用市 場別 の予測 を 中 心 に マ イク ロ コ ン ピ ュー タの動 向 を観 察 し てみ た が,マ イ ク ロ コ

ンピ ュー タの 本質 か らみ て,応 用市 場 を区切 って,そ の動 向 を考 察 す る こ とは あ まり意 味 がな い

ことを知 る 必要が あ ろ う。 目下 の と ころマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タはLSIの 代表 選 手で あ り,LSI
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図　 2-3　 応 用 分野 別MPU・MCU関 連 素 子 の需 要 予 測(メ モ リ　 1/0周 辺素 子 を含 む)
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は マ イク ロエ レク トロニ ク スの 代表 選 手で あ る。 マイ ク ロエ レク トロニ クスの 技 術 は今 後 あ らゆ

る産 業 界 に滲 透 し,こ れ か らの 全 て の産業 界 の様 変 りの 立 役者 とみな され るか らで あ る。 過 去,

メ カニ ック スがそ の立 役 者 で あ ったの は,エ レ ク トロニク ス よ り約100年 早 い歴 史 を持 って い

た こ とに 由来 す る 。エ レク トロニ ク スの技 術が メカ ニ ックス の技 術に 匹 敵 で きな い時 代 は,本 来

な らば エ レク トロ ニ クスの 技 術 で処 理 しなけれ ばな らない 分野 の もの で も メカニ ック スに 頼 らざ

る を得 な か った ものが,LSIの 実用 化 に よ り,よ うや くエ レク トロニ ク ス とメ カニ ックス とは

そ の レベ ルが 肩 を並 べ る まで に 到 った と見 られ よ う。 メ カ ニ ソクスを構 成 す る中心要 素 とし て,

動力 源 で あ る モー タや エ ンジ ン,動 力 を伝 達 す る歯 車,結 合材 としての ビス ・ボル トな どは あ ら

ゆ る産業 界に 利 用 され てい る。 マイ ク ロエ レク トロニ ク スの代 表選 手で あ るLSIは マイ ク ロ コ

ンピ ュー タを核 と して あらゆ る産業 界 に利 用 され な けれ ば,メ カ ニ ック スの技 術 と比 肩し 得 る エ

レ ク トロニ ク スの 技術 とは言 い難 い。 こ こまで技 術 が 発達 す れ ば利 用分 野 を 問 わ ないの が そ の特

徴 で もあ り,今 後 の あ らゆ る産 業 界 の発展 の た めに マイ ク ロエ レク トロニ クスが貢献 す る こ とが

期 待 され る。

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 -17一



　 情 報関 連 の処 置 を エ レク トロニ ク スが 受 持 ち,得 られた情 報 を源 とし て動 力 を 中心 とした 処 置

を メ カニ ックスが担 当す る,い わゆ る メ カ トロニ クス の技 術 の発 展に よ り,全 て の 産業 界に 新 し

い 息 吹 きが 生 じ る こ とが 約 束 され よ う。 マ イク ロエ レク トロニ ク スの これ らの 分野 で の役割 は,

コス トパ フ ォーマ ンス の高 い(D情 報の 処 理,{ii)情 報 の伝 達,㈹ 情 報 の 記 憶で あ る こと は 当然 の

ことで は あ るが,こ こ で再 確 認 し てお き た い。

2.1.2　 世 界 の技 術動 向

　 　(1)VLSI時 代 のマ イ ク ロコ ン ピ ュー タ

　 　電 卓 を構 成す る素子 がICか らLSIに 置換 え られ た時 点で,LSIの 持つ コス トパ フ ォー マ

　 ン スを他 の産業 分 野 で 生 かす た め に工 夫 され 開 発 され た マイ ク ロ コン ピ ュー タは,そ の 目的 か ら

　 あ く まで もLSIの 汎 用化 の た め の も ので あ った 。 その 後集 積 回路 技 術 の発 展に 伴 い,一 つ の素

　 子 の 持つ 機能 はます ます 高 度化 され る こ とが期 待 で き る よ うに な る とマ イク ロ コ ンピ ュー タを構

　成 す る要 素 の 中心 とな る マ イ ク ロプ ロセ ッサ の アー キテ クチ ャは ミニ コ ン ピュ ータ ひい ては 中型

　 ・大型 コン ピ ュー タの それ に 近付 け よ うとす る試 み が な され,前 項 で も触 れ た よ うに16ピ ッ ト

　 型か ら32ビ ッ ト型 に まで エス カ レー トしつ つあ る。 この現 象 を端的 に 表 現す れ ば,　 「コ ン ピュ

　 ー タの メイ ン フ レー ムのLSI化 」 で あ り,当 初 の マ イク ロコン ピ ュー タとは 違 った次 元 の問 題

　 と し.て取 扱 う必要 が 生 じて き た もの と 見な けれ ばな らな い。 この発 展方 向 に 対 し て,こ れ まで 世

　 界 の マ イ ク ロコン ピュー タの リー ダ シ ップ を取 り続 け て きた イ ンテ ル社 は,機 能 別に 次の 五段 階

　 に 分 け て市場 の ニ ーズに 対 応 し て い く ことを 表明 してい る。(表2-5)

川

ω

㎝

輌

M

マ イ ク ロ コ ン トロ ー ラ

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

マ イ ク ロ ミデ ィ

マ イ ク ロ マ キ シ

マ イ ク ロ メ イ ン フ レ ー ム

　 この うち(i)は1チ ップ の マ イク ロ コン ピ ュ ータ(MCU),([Dは 現在 のMPUを 中心 とした マ

イ クロ コ ンピ ュ ー タを意 味す る とみ て よいが,G")～(V)は,　 VLSIに よる各 種 コン ピ ュー タの メイ

ン フ レー ムのLSI化 で あ る こ とは明 らかで あ る。 しか も,こ れ らは素 子 の構 造 を利 用者が 意識 、

しな くても よい よ うにOS(オ ペ レ ーテ ィ ング ・シ ステ ム)を 内蔵 した もの で あ る こ とに注 目 し

た い。 即 ち コン ピ ュー タ メー カ の担 当責 任で あ るソ フ トウ ェ アを,LSIの 中に 包含 したいわ ゆ

るフ ァー ム ウ ェア化 され た形 態 を とり,で きるだ け 利用 し易い 形で 市場 に滲 透 してし くよう考慮

され てい るよ うに 見え る。 しか しVLSIの 利 用 方 法は この よ うな方 向に発 展 し てい くことが 果

し て望 ま しい も のな ので あ ろ うか。

　 LSIは 集積 度 が 上れ ば 上る 程,そ の 設計 コス ト,生 産の た め の ツー ルの コス トな どイニ シ ャ

ル コス トは 如 及的 に 上昇す るこ と は 自明 の理 で あ る。VLSIの 一機 種 当 りの 生産 量 は更 に大 き

くな らな い と コス トパフ ォー マ ン ス は低 下す る。 一 方t個 のLSIを 利 用す るた めに 必要 なソ フ
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表2-5　 イ ン テ ル が 表 明 し たVLSIに よ る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

マ イ ク ロ マ キ シ

マ イ ク ロ ミデ ィ

マ イ ク ロ ミデ ィ

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー フ

大 型 多重 ユ ーザ デ ー タ処 理

中 央 デー タ処 理

大 型 電 子 交換

デ ー タ ベース コン ピュー タ

大 型 リア ルタイ ム処 理

小 型多 重 ユ ーザ デー タ処 理

共有 型 ソー ドプ ロセ ッサ

小型 電 子交換

群 管 理 シ ス テ ム

ォ フ ィス コ ン ピ ュ ー タ

パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュー タ

ワ ー ドプ ロ セ ッサ

イ ン テ リジ ェン ト端 末 機

小 型 シス テ ム コン トロー ラ

入出 力 用サ ブ システ ム

周 辺 機 器 コン トローラ

ラ ンダ ムロ ジ ック の置換

信圭)　 マ イ ク ロ メ イ ン フ レ ー ム

マ イ ク ロ マ キ シ

マ イ ク ロ ミ デ ィ

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ

32ビ ッ トCPUを 中 心 と して 周 辺 回 路 と全OS

を 統 合 し て フ ァ ー ム ウ ェ ア化 しlchip化 し た も

の

16～32ビ ッ トCPUに 周 辺 回 路 と フ ァー ム ウ

ェ ア化 さ れ た 基 本 とな るdsを1chip化 した もの

16ピ ッ トCPUに 周 辺 回 路 を 付 加 し1chip化

し た もの に一 部 基 本OSを 加 え る

8～16ビ ッ トの マ イ ク ロプ ロ セ ッ サ を 中 心 と し

た も の

4～8ビ ッ ト1chipマ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ
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トゥ ェァ工数 は,現 在の 論 理 機構 で は,そ の ア ー キテ ク チ ャが高 度 に なれ ば な る ほ ど,こ れ も ま

た 膨 大 な 量 を必 要 とす る。 現 在 の大 型 コ ン ピ ュー タの ソ フ トウェ ア工 数に っ い て観 察すれ ば この

ことは 明 らか で あ ろ う。1個 のVLSIを 活 用す るた めに それ だけ の プ ログ ラ マを 動 員 し てい く

ことは 産 業 界 に とって有 益で ある かど うか は疑 わ し い。 しか も このVLSIは 大量に 利 用 しな い

と意 味 が な い。VLSI製 作技 術の 発 達が,コ ン ピ ュー タの メイ ンフ レームのLSI化 の方 向 に

発 展 した とき,ソ フ トウ ェアの面 か らの障 害 が 生ず る ことが火 を見 る よ り明らかである。 このVL

SIの 技 術 の活 用 の 違 った 方 向へ の 転 回 が 必要 で あ ろう。

　② 　 ソ フ トウェ アの 危機

　 これ まで の コン ピ ュー タの ソ フ トウ ェア対 ハ ー ドウ ェアの コス ト比較 図 はBOEHMに よ っ て

発 表 され た も の(図2-4)が よ く知 られ てい る。 こ れは 大 型 ・中型 コ ンピ ュー タシス テ ムの 生

産 量の 少 い もので の 予測 図 で ある。 これ に 前項 で述 べ たVLSIを ベー ス とした コ ン ピ ュー タシ

ス テ ムが現 在 の パー ソナル コン ピュー タを 出発 点 とし て ミニ コン ピ ュー タ レベ ル を経 て大 型 コ ン ピ

ュー タまで発 展 した と き,ソ フ トウ ェアは 対応 し 得 ない混 乱 状態 に陥 い るこ とは予測 され る。 現

論理 体 系 下 で の言 語 の高 級化 へ の 方向 は,最 近 著 名 に な った ベ ル研 究所 で 開発 され た といわ れ る

C言 語 が あ るが,ま だ まだ 上記 の 問題 を全 面 的 に解 決す るだ けの も ので はな い。 多種 の アー キ テ

クチ ャの プ ロ セ ッサに 対応 で き,ど ん な用途 に も適 合で き る強 力なOSと ともに 今 後 の開発 に 負

う と ころ が大 きい。 さらに これらの コ ンパイ ラやOSがVLSIの 高 集積 度 を利 用 し て,フ ァー ム

ウ ェ ア化 され る 日が来 るこ とを期待 した い。

100%

全

コ

ス

ト

1955 1970 1985 (年)

図2-4　 Boehmの ハ ー ドウ ェア 対 ソ フ トウ ェ ア ・コ ス ト比
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2.1.5　 マ イ ク ロエ レ ク トロニ ク スの 今後 の 発 展 の た めの考 察

　 (1)LSIの 発達 過 程

　 　VLSI時 代 の マイ ク ロエ レク トロニ ク ス を全 産業 界が 有効 に 活用 す る た めに,今 後の 関連 技

術 の開 発 を 如何 な る方向 に 重 点 をお い て進 め てい くべ きか 考察 し てみ た い。 そ の 前 提 と して,こ

　の項 で はLSIが 登 場 して以来,こ れ まで の マ イク ロプ ロセ ッサ とその 関連素 子 の 発展 過程 と,

VLSIへ の発 展形 態を この路 線 をそ の まま 踏襲 して い った とした と きの 姿 を推 測 し てみ る こと

　とす る。 図2-5は そ れ を図 示 した も ので あ る。 電卓 用 専用 機能 型 とし て登 場 したLSIは コン

　ピ ュ一 夕機 能 を持 ったMPUと 不 揮発 性 メ モ リ(EP-ROM)の 開発 に よ り,汎 用 型LSIと

　して 一 般化 され,マ イク ロ コン ピ ュー タと し てLSIの 群 で構 成 され,そ れ らの 群 の 持つ 総合 の

　コス トパ フ ォー マン ス と信 頼性 は,以 前 のICに よ るも の と比 較 し て飛 躍 的 に向 上 し た。 しか し,

中量 生 産規模 の 耐久 消 費財 には コス トで 不適 なた め,こ れ らの ラ ンニ ン グコス トの低 減 を 目的 と

し て,専 用LSIほ ど イ ニ シ ャル コス トがか か らな い」 チ ップのMCUが 新 たに 開発 された 。 一

方 で は,専 用LSIの うち,普 遍 機 能 を持 った素 子 は,半 導体 メーカ の オ リジ ナル な 素子 として

一 般 市 場 で 販売 され
,電 卓 や 時計 な どは,回 路 技術 が それ ほ ど高度 な ものを持 っていな くて も生

産販売 で き る業 界を 形成 させ た。MPUの コ ス トパ フ ォー マ ンを さ らに有 効 に 活 用す るため に そ

の 周辺 回路 のLSI化 が 進 み,表2-1b)の よ うな機 能 を持 ったLSIが 各種 市 場 に出 廻 る よう

に な っ て現 在 に到 ってい る。

　 MPUはVLSIの 技 術 を パ ッ クに して更 に高 機能 の もの が企 画 され,16ビ ッ ト型 か ら32

ビ ッ ト型 へ とその語 長 も拡張 され,コ ン ピ ュー タのVLSI化 に向 って周辺 回路 ま で1つ の 素子

に統 合 され てい く気 配 が 伺わ れ る。 また ,こ れ らに関連 した ソフ トウ ェアも,当 初 は 原 始的 な機

械 語 レベ ルに よ るプ ログラ ミン グに よるも のか らス ター トしたが,除 々に 高度 化 さ れ,ア セ ンブ

ラ中 心 の展 開 に移 り,パ ー ソ ナル コ ンピ ュー タに はペ ー シ ソクで代 表 され る 対話型 の イン タプ リ

タ形 式 が 採 用 され る までに 発展 し てきた 。 オ フ ィス コン ピュー タ以 上の コン ピュー タシステ ムの

言 語 体 系に は コ ンパ イ ラ形 式 の も のが 利 用 され,ア プ リケー シ ョ ンプ ログ ラム の 作成 は,そ れ ほ

ど高 度 な専 門知識 を持 た な く ても よ い よ うにな った。

　 VLSIが 実 用化 され る と前記 の マイ ク ロ コン ピ ュー タ関連 素 子 群 が統 合 され たMPUに,上

記 の ソ フ トウ ェアが オペ レー テ ィ ン グシス テ ム と共 に ファー ム ウェ ア化 され,1つ の 素 子 に更 に

統 合 され,RAMの 大容量 化 と並行 して,数 個 のVLSI素 子 で現 在 の大 型 コン ピュ ー タに 匹敵

す る機 能 を 持 ったVLSIマ イ ク ロ コン ピュ ー タを構 築 で き る可能 性が 考 え られ る。 また,こ の

VLSIマ イク ロ コ ンピ ュー タの 能 力を 高 度 な専 用機 能に 固定 化し て,画 像 処理,パ タ ーン認 識

な どが,こ れ まで 考 え られ なか った低 コス トで 得 られ る ように な る こと が予測 され る。 現在 のL

SIの パ ター ンとVLSI時 代 のパ ター ン とを 別の観 点か ら見 て表 に 整理 した も のが 表2-6で

あ る。
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LSIか らVLSIま で の変遷
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図2-5　 LSIか らVLSIま で の変遷
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表2-6(a)LSIの 型

専　用　機　能　型 汎　用　機　能　型

ユ

ー

ザ

主

導

型

カス タムLSI

(電 卓 ・時 計 用な ど)
/　　　　　　 ＼　　　/

　普 偏 機能 の　 　 　 イニ シ ャル コス

　 企 画化 　 　 　 　 　 　低 　減
＼　　　　　　　/　 　　＼

　 　 マス クROM

　 　 1チ ップ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

こ
　 →

/

メ

ー

カ

主

導

型

　　　↓

RAM

P-ROM

CPU周 辺素子

音声合成用素子その他　　　　　　・+

　　　　　　　　　　　　↑

マイク・プ・セ,サ 　 　 「ラー

(8～16ピ,ト)　 　 三

　　　　　　　　　　　　;

〔不勝,の 補充〕　 ㌍
　　　　　　　　　　　㊥

表2-6{b)予 想 され るVLSI型

メ

ー

カ

主

導

型

大容量RAM

大容量P-ROM

汎用1/0制 御素子

高速演算素子

画像処理素子

パターン認識素子(文 字 ・音声)

。大 容 量 マ スクROM

。マス タス ライ ス型論 理 素子

。周辺 回路 を含 む1ヂ ップ

　 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ

。 マ イ ク ロ メ イ ン フ レ ー ム

。 マ イ ク ロ アナ ログ プ ロ セ ッサ
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　{2}VLSIを 有 効 に活 用 す るた め の 考察

　 前 項 まで は,コ ン ピ ュー タ の発 展 を支 え て きた現 論理 体 系 を軸 と した マ イ ク ロ コン ピ ュー タの

今 後 の 技術 開 発動 向 を述べ て きた が,VLSIの 持 つ超 高集積化 に よ る機 能 を最 大限 に 活用 す る

に は幾 つか の 大 き な問題 点が あ る。

　(D　 LSIは 一 機種 あた り大 量 に 生 産 しな い とコ ス トパ フ ォー マ ン スが 適 度 な もの とな らな い。

　Ui)大 量利 用に 対 応 で き る現 論 理 体 系 に沿 った ソ フ トウ ェ アの 能 力 を世 界 的 に 供給 で きる見通

　 　 し が な い。

　(ii)順 次 処理 を 基本 とした 現 論 理 体 系 の ままで あれ ば 高機 能化 を 満足 させ るだ け の処理 速度 が

　 　 得 られ るか ど うか疑 問 で あ る。

　 以 上 が その 主 な 問題 点で あ る が,

　 LSIは 前 に も述 べ た よ うに そ の開 発 コ ス トや 生 産 ツー ルな ど の イニ シ ャル コス トが 非常 に大

き い。 そ の ため に 大 量生 産 が 前 提 と な る。 これは 表2-7の 我 が 国 のMOS型 論 理LSIの 生産

実 績 をみ て も明 らかで あ る。 依 然 とし て電 卓 と時 計 のた め の素 子 が50%近 くを 占め て いる。 こ

れ は,ま た,耐 久 消費 財 を対 象 とした もので なけ れ ばLSIで は り一 ダ シ ップが とれ な い こ とを

意 味 し てい る。 この 傾 向 はVLSIに なれ ば余 計顕 著 にな る。 集積 度 が増 せ ば イニ シ ャルコス ト

は 益 々大 き くな るか らで あ る。

　 一方,今 日の大 型 コ ン ピュ ー タの メ イ ン フ レー ムをVLSI化 した もの を使 い こな すた めの ソ

フ トウ ェアに かか る負 荷 は非 常 に 大 きい 。VLSI化 され た コン ピ ュー タ ・メ イ ンフ レーム を多

量 に消 化 す るに は,膨 大な ソフ トウ ェア 工 数 を 必要 とす る。

●

■

表2-7(a)国 内MOS型 論 理LSIの 生.産実積

(単 位 　千 個)

品　　　　　　種 1979年 L980年(対 前年 比%)

M

O

S

型

論

理

L

S
I

マ イ　ク ロ　プ ロ　セ　ッ サ L8,581 43,277　 　　　　(233)

マ イ ク ロプ ロセ ッサ周 辺 素 子 7,380 17,780　 　　　　(24　 1)

電 卓　 ・　 時 計 用 素 子 132,953 211,4　 12　 　　　　(　159)

そ　　　　　の　　　　　他 17,734 37,651　 　　　　(2　 12)

小　　　　　　　計 176,648 3　10,120　 　　　　(　176)

M-
O記
S憶

型 素

　 子

R　 　 A　 　 M 68,316 11　9,590　 　　　　(175)

R　 　 O　 　　M 11,902 　 24.656　 　　　　(　20　7)
♂

小　　　　　　　計 80,218 144,246　 　　　　(　1　80)

MOS型 ・合 　 　 　 　 　計 256866 454β66　 　　　　(　177)

一24一



表2-7(b)国 内MOS型 論 理LSIの 品種 別 生産 シ
ェ ア

(%)

●

品　　　　　　　種 1979年 1980年

マ イ　ク　ロ プ ロ　セ　ッ　サ 7.2 9.5

マイ ク ロプ ロ セ ッサ 周辺 素 子
2.9 3.9

電 卓　・時 計 用　素 子 51.8 46.5

そ　の 他　の　論 理　素 子 6.9 8.3

R　　 A　 　 M 26.6 26.3

R　 　　O　 　 M 4.6 5.4

　 これ らの問題を解決するには詮 麟 界喉 勘 高戯 離 を・のVLSIの 持つ勧 を利用
して実 現す ることである・その ・例 としてマ・マシンインタフ

.一 ス 喧 点 を置い た 機 能 の醗 が あ る。

澗 と燗 との 煽 と同 じ ・べ ・レで 燗 と機械 の 端 を 完成 させ る ・ とがそ れで あ る
.と く、。入

間 か ら餓 へ の繍 入力 が これ まで の技 術 では 齪 な もの 喘 られ てい ない
。音声 認識 文字 認

識 をVLSIで 実 現 で きれ ば・ あ らゆ る 産業 界で 利 用価 働 ・あ り
,大 副 費・・つ なが る筈で あ る。

燗 の これ らの瀦 撒 は・ 並 列情報 処 理 す なわ ち … 一 ・情 報処 理 が 鉢 とな
。 て いる.粧

の縮 縫 で は11欧 処 理 方 式で あ るため
・ 処 理離 に 問題 が 出 て ・ よ うし,処 理 プ 。グ ラム は非

常 に複 雑 な も の とな る。

別 の 観 点か らみ る と この論 蹄 造 はこ のVLSIの 技 術 を背 景に して 考 案 され た もの で はな
い 。

最 早,VLSI時 代 に は不適 な論 理 体 系 と見 る ことがで きよ う
。

VLSIの 有 効 朋 の た め・・は・並 列処 理が 可能 嚇 し い編 体 系が 構 築 され な`ナれ ば な らな

い・ この鞭 峨 功す るこ と・こよ ・てVLSI時 代 の 幕が 開 かれ
,そ の ト,プ.・,タ として マ ン

マ シ ン イン タフ ェース の 問題 が 解 決 され る こ とを期 待す る
。VLSIは 決 し て現論 理 体 系 下の 大

型 コ ン ビ・ 一 夕の メ イ ・フ ・一 ム のLS化 の た めの もの で は な く
,大 型 コ ン ビ.一 。の メイ ン フ

‥ ムの 能 力 を持 ・て い る とい う瀦 の 上に立
・た 破 な専 繊 能 の 実現 のた め ・・あ る こと槻

き わ め てお く必要 が あろ う。

2.2　 日本市場の現状 と将 来

2.2.1　 日 本 の市 場動 向

　 毎 年1月(咄 され る糎Elec…nics誌 の暢 予測 ・・依れ ば,昧 の 。イ ク 。 。ンピ ユ
一 揃 場(CPU及 び周 辺

－T　SI含 む)は ・ 昭和54年51・ 翻
,鞠55年592億 円(対

前年 比116%)・ 昭和56年726劇(対 前年 比123%)で あ り
,こ れ、.対し米 国 の マ イ
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ク ロ コン ピュ 一夕市 場 は夫 々,772億 円,1154億 円(対 前年 比149%),1590億 円

,(対 前年 比138%)で あ る。 米 国市 場 の伸 び 率に 比 較 し て 日本市場 の伸 びが 小 さい こ と,ま た

日本 市場 対米 国市 場 の比 率 が 夫 々,66%,51%,46%と 年 々低 下 して い るの は,日 本 の マ

イ ク ロコ ン ピ ュー タ市 場 で は民 生用 途 向 け が多 く,従 っ て4ビ ッb型 の 占め る割 合 いが 多い た め

数 量 的 には大 きな 市 場 にも 拘 わ らず,金 額 的に は伸 び 率が 押 え られ る傾 向に あ るた め と思わ れ る。

　 日本市 場 の特徴 とし て は先 に も述べ た よ うに4ビ ッ ト型 が 多 く(昭 和54年 で76%一 金額 ベ

ー ス)
,エ7・ ンや 解 レン ジか ら電 卓や玩 具 ・・至 る民 生 用途 を 中 心に1眩 く使 われ て い る・ 中

で も こ こ1,2年 で 急成 長 を 遂 げつ つ あ るVTR用 の需 要 が活 発 で4ピ ッ ト型 の 大きな 市場 を構

成 し て い る。一 方VTRと と もに今 後 の成 長 が期待 され て い るVDP(ビ デオ　 デ ィス ク　 プ レ

イ ヤ ー)やPCM(パ ルス　 コ ー ド 変調)オ ー デ ィオ 等の 新製 品に は,8ビ ッ ト型 シ ング ル チ

ップ ・マイ ク ロ コ ンピ ュー タの使 用が検 討 され て お り,今 後 大 きな 市場 とな る こ とが 期待 され る。

　 8ビ ッ5型 の 市 場 は コ ン ピ ュー タ関連 機 器,通 信 機 器,産 業 機 器,医 用機 器,計 測 機 器等 非 常

に 広範 囲 な 分野 にわたってい るが,イ ンテ ル社 の80系 マ イ ク ロコ ン ピュー タを使 用 し てい る例 が

多 い。 と ころが 自動 車 の エ ン ジ ン コ ン トロ ー ルに,モ トロー ラ社 の68系 マ イク ロコ ンピ ュー タ

が使 用 され るよ うにな り,徐 々に68系 の 市場 も増 加 の傾 向 に ある。

　 オ フ ィス コン ピュー タや 産 業 用 ロボ ッ トの ように 高度 な処 理能 力 を要求 され る用途 にはr6ビ

ッ ト型 マ イ ク ロコ ン ピュー タの 要求 が 強 く,現 状 で は イ ンテ ル社 の8086が 市場 に先 行 した 事

で 多 く使 用 され てい る。 これ に 対 しモ トロー ラ社 の68000や ザ イ ログ社 のZ8000は まだ

サ ンプル 段 階で あ って市 場 で の 実績 は これか らであるが,今 後 の処 理 の複 雑化,演 算 の高速 化 の要

求 か らも16ピ ッ ト型 の市 場 は急 速に 拡 大す る と思 われ る。

2.2.2　 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 の動 向

　 　マ イク ロコ ンピ ュー タの応 用は,利 用技 術 の 蓄積 とLSI素 子 技術 の 進 歩に 依 り拡 大の 一途 を

　た ど り,最 近で は各 種端 末 装 置 か ら計測 器,家 電 品,更 に は重 電 機 器 の制 御に わた る極 め て巾 広

　い 分野 に展 開 され てお り,こ の傾 向は 今 後 とも続 くもの と期待 され る。

　 　 マ イ ク ロコ ン ピュ ー タの利 用 上の特 質 は,

　 　(1)　 コ ン ピ ュー タと し ての機 能

　 　(2}プ ログ ラマ ブルなLSIと し ての性 格

　 　{3}低 価 格性

　 に あ る と思 われ るが,各 種 装置 に 応用す る こ とに よ って

　 　 (1)高 機能 実現 の容 易 さ

　 　 {2}仕 様変 更,改 良 の 容 易 さ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・

　 　 (3}納 期,開 発 期間 の短 縮

　 　 (4}低 価 格

　 　 (5}小 形 化
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　{6)高 信 頼 性

　(7)保 全性 の 向 上

　{8)新 製 品 の可能 性

と い った よ うな利 用 上の 利 点 を もた らす もの と言え る。 これ らは 製 品 の 質的 転 換に つ なが る と と

もに,新 らしい製 品 を もた らす 可能性 を も って お り,極 め て魅 力に 富む といえ る。

　一 方 マ イ ク ロ コン ピ ュー タ 自体 の 動 向 とし ては年 々性 能 対 価 格比 が 向 上し てお り,16ビ ッ ト

型の 普及,32ビ ッ ト型 の 出現 周 辺LSIの 高性 能化,シ ン グル チ ップ ・マ イク ロコン ピ ュー

タの普 及に 伴 な い,今 後 とも この 傾 向 は続 く と思わ れ る。 こ のよ うな背 景 の も とに マ イク ロコ ン

ピ ュー タの 応用 は急 速に 発 展 しつ つ あ るが,つ ぎ の ような 応 用 上の動 向が 見 られ る。

　{1}産 業分 野で の機 器 制 御 装置 の 小型 化及 び機 能 向 上 と信 頼性 向 上を指 向 した 分散型 制 御 シ ス

テ ムの発 展

　 {2〕 計測 器,コ ン ピュ ー タ端 末 の 機 能向 上(イ ンテ リジ ェン ト化)

　 ③ 　個 別機械 へ の 組 込み に よ る機械 の性能 向上 と操作 性 の向 上

　ω 　家 電 品で の多 様 な新 らし い 機能 の付 加

　 〔5}保 守 性 向 上の た め の診 断機 能の付 加,充 実

総 じ て マイ ク ロ コ ンピ ュー タを応 用 した 結果,機 能 ・性 能 の 向 上,新 らし い 機能 の付 加,シ ス テ

ム 形態 の変 革 等 の効 果 が得 られて い る。

2.2.5　 マイ ク ロ コン ピ ュー タの応 用概 況

　 　マ イク ロコ ンピ ュ ータの 応 用範 囲 は非常 に広範 囲 に わ た ってお り,今 後 とも ます ます その応 用

　分野 が 拡大 す る こ とは今 まで述 べ てきた とこ ろで あ る。 以 下 に応 用 分野 と用途 につ い て列 挙 し て

　み る。

　 　{1)民 生 ・家 電 分野

　 　 　 　 　自動 車,家 電,電 卓,玩 具,教 育(個 人 的)

　 　② 　事 務 ・商業 分 野

　 　 　 　 事 務計算,販 売,在 庫 管 理,ワ ー ド処理,小 売 会 計,金 融 端 末,事 務 機

　 　(3)工 業分 野

　 　 　 　 生 産 機械 装 置,機 械 制 御,プ ロセ ス制 御;デ ー タ ・ロガ,生 産 管 理

　 　{41交 通 ・輸送 分 野

　 　 　 　 　信号 制御,運 行制 御,駅 務 自動 化,海 運 ・航 空

　 　(5}計 測試 験監 視 分 野

　 　 　 　 　測 定 器,分 析 器,試 験 ・検 査機,監 視,医 用 電子

　 　(6}通 信 分野

　 　 　 　 　有 線通 信,デ ー タ通 信,画 像通 信,放 送

　 　 {7}デ ー タ処 理 分野
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　 　　 　 汎 用 コン ピ ュ ー タ,周 辺 端 末機 器,科 学技 術 計算

　 (8)そ の他

　 　　 　 ビ ル管理,ホ テ ル シス テム,シ ス テ ム管理

　 いか に応 用範 囲 が 多 岐 に わ た ってい るかが わか る。

日本経 済新 聞社 の調 査 に よれ ば・ 昭和55年t月 か ら12月 の1年 間で マイク 凹 ン ピ
.一 夕

を 応用 した機 械や シ ス テ ム は主 要 な もの だ けで お よそ140種 類が 登 場 し てお り
,し か も これ ら

の 蹴'
.シス テ ムを 開発 した企 業 は・ エ ・ク ・・ニ ク・が 本 業の電 験 社 だ けで はな く,ガ 絵

社,電 線 メーカ ー,雑 貨 メ ーカ ー,建 設 ・住 宅 会社,家 具 メーカ ー ,繊 維 メ ーカ ーな どへ と広 が

ってお り,低 辺 の 拡大 が 急速 に 進行 中で ある こ とを物 語 っ てい る。

2.2.4　 マイ ク ロ コン ピ ュー タ応 用 機器 の 動 向

　 今 まで 述 べ て きた よ うに マ イ ク ロコ ン ピュ ー タの 応用分 野 は多岐 に わ た ってい るが,マ イ クロ

　コ ン ピュー タの 市 場規 模 と し て大 き な比 重 を 占め てい るの は電子 機 器分 野 と考 え られ る。 日本 電

子 機械 工業 会 の統 計 に よる と,民 生 用電 子 機器,産 業 用電 子 機 器,電 子 部品 を合わ せ た 電子工 業

全 体の 生 産額 は・ 昭和54年7兆502億 円で,対 前年 比110 ,5%の 伸 びを示 した。(民 生 用

電 子機 器 一2兆3056億 円(対 前年 比104%),産 業 用 電子 機 器 一2兆6740億 円(対 前

年 比115.5%),電 子部 品 一2兆706億 円(対 前 年比112 .1%))。 次に 夫 々の 機器 毎 に

動 向を 見 てみ る。

　 民 生 用 電子 機器(カ ラ ーテ レ ビ,白 黒 テ レビ,ラ ジ オ受 信機,テ ープ レコーダ,ス テ レオ セ ッ

　 ト,コ ンポ ーネ ン ト,VTR他)は 全 体 と し て 正04%の 伸 び を示 し てい るが,カ ラ ーテ レ ビに

つ づ く大 型 商 品 と して期 待 され てい るVTRは ,145%(金 額 ベ ース,数 量 ベニ スで は150

%)と 大 巾な伸 び を示 し,こ こ 当分 は 民生 機 器全体 の牽 引 力 とな り そ うで あ る。 こ のVTRを は

じめ 民生 用電 子機 器の 殆 ん どが マ イ クロ コン ピ ュー タの 応 用機 器で あ る と言 え るが 今 後 ビデ オ機

器 の多 様化(ビ デ オデ ィス ク,文 字 多 重 放送,キ ャプ テ ン シス テ ム等) ,オ ーデ ィオ機 器の デ ィ

ジ タ ル化 に伴 な っ て ます ます マ イク ロコ ン ピュー タの需 要 は旺 盛 に な るで あろ う
。民 生 機器 に使

用 され る マイ ク ロ コン ピ ュー タは 殆 ん どが4ビ ッ ト型 で あ るが,機 能 の 高度 化 ,多 様 化 に伴 な い

8ビ ッ ト型 シング ルチ ップ ・マ イ ク ロ コン ピュータの ニー ズが今 後 増 加 す るも の と思 われ る
。 い

ずれ に し て も 日本で の マ イ ク ロ コン ピ ュー タ需 要 の大 口は 民生 電子 機 器 分野 で あ り
,今 後 とも堅

調 に推 移す るで あ ろ う。

　 産業用電子機器(有 線通信機器,無 線通信機器,電 子応用装置,電 子計測器他)は 昭和53年

に 民生 用電 子 機 器 を逆 転 し て以 来 好調 に 推 移 し てお り,全 体 とし て115%の 高 成 長 を遂げ た 。

なか で も コ ン ピュー タ関 連,医 用(ME)機 器,　LSIテ ス ター,フ ァク シ ミル,電 子 交 換 機

等が120%ま た はそ れ 以 上 の伸 び を示 し てい る。 コ ンピ ュー タ関連 で は昨 今の オフ ィス オー ト

メ ー シ ョンへ の 動 きが 活 発 な こ と もあ って,オ フ ィスコ ン ピ ュー タ,ワ ー ドプ ロセ ッサ が大 きな

伸 び を示 し てお り・ これ に 伴 な って関 連 の端 末装 置 も大 き く伸 びて いる。 こ こに使 用 され る マイ
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ク ロ コン ピ ュ一 夕は,処 理能 力の 高速化 の要 求,漢 字 処理 の 必要 性 等 か ら,8ピ ッ ト型 か ら16

ビ ッF型 へ の移 行,さ らに は近 い将来 に は32ビ ッF型 の 利 用へ と発 展 す るで あ ろ う。

　 ME関 係 で はX線CT(コ ン ピ ュー タ ・ トモ グ ラ フ ィー)お よび超 音 波診 断装 置 が 好調 に推 移

して お り,使 用 され るマ イ ク ロコ ン ピ ュー タは8ビ ッ ト型 お よび16ビ ッ ト型 が主 体 と見 られ る。

計 測 器 関 係で は電 子 部品 部 門 の 活況 に支 え られ てLSIテ ス タ ー等半 導体 関連 の測 定 器 が大 きく

伸 び て い る。通 信 機 関係 で は,高 速 機が軌 道 に乗 り,さ らに将 来 ホ ーム フ ァク シ ミルの 実用化 も

ひか えた フ ァクシ ミルが対 前年 比138%と 大 き く伸 びて お り,今 後 も オ フ ィス オ ー トメー シ ョ

ン の進 行 と と もに この 傾向 は こ こ当分 の 間 続 くで あ ろ う。

　 次 に電 子機 器 の 部門に 包含 さ れ てい ない(日 本 電 子機械 工業会 の 統 計 に 含 まれ て いな い)が;

マ イク ロ コ ン ピュー タ応 用 市 場 として大 きな割 り合 い を 占め てい る機 器 とし て複 写機(対 前 年比

121%以 下同 じ),ECR(電 子式 キ ャ ッシ ュ ・レジス タ)(12890),自 動 販 売機(L.23

%),自 動 車(112%),NCI作 機(172%)等 が あげ られ,い ずれ も2桁 以 上の成 長率

を示 し てい る。 また省 エネ ル ギー化,省 力 化 の機運 に よ り,産 業用 ロボ ッ トが 大 き く伸 び る気配

が あ るが,こ れは高 度な 制 御機 能 お よび性 能が 要求 され る た め,16ビ ッb型 マイ ク ロ コン ピ ュ

ー タ市 場 の一 つ と して今 後 注 目され る 分野 と思わ れ る。

●

2.2.5　 今 後 の課 題

　 　前 に も 述べ た よ うにマ イ ク ロ コン ピ ュー タを 応 用す る こ とに よっ て,機 能 ・性 能 の 向上,新 ら

　し い機 能 の付 加,シ ス テ ム形 態 の変 革 その 他 の効 果が 期 待 され,こ れ らは マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ

　の コス ト ・パ フ ォー マ ン ス の 改 善 に よ っ て,さ らに増 大す ると予 想 され る。

　 　一 方 この よ うに マ イク ロ コン ピ ュー タの 応用 市 場 が拡 大 して くるに 伴 な って,次 の よ うな 問題

　点が 明 らか に な っ てき てい る。

　 　ω 　 ソフ トウ ェアの 生 産性 の 向 上

　 　② 　 セ ンサ の性 能 と信 頼 性 の 向 上お よび小形 化

　 　マ イ ク ロ コン ピ ュー タの 応 用 の 進展 に伴 って ソ フ トウ ェアの開発 量が 増 大の 一 途 を た どっ てい

　る が,そ れ を こなす ソ フ トウ ェア技 術者 の不 足が 深 刻 な問 題 にな っ て き てい る。 す な わ ち,八 一

　 ドウ ェァの 生 産性(性 能/価 格)は 年 率2倍 程 度 で 向 上 し てい るに もか かわ らず,ソ フ トウ ェア

　の生 産 性 は3%/年 しか 向 上 しな い と言わ れ てお り,こ の ま まで は ソ フ トウ ェア コス トが 上昇 す

　る こ とは 明 らか で あ り,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの発 展 を妨 げ る最大 の ネ ック とな る。 この問 題 に

　対 処す るた め には,使 い易 い開 発 サ ポ ー トシス テ ムの 完備,能 率 の良 い高級 言語 の 利 用,大 巾な

　 ソ フ トウ ェアの標 準化,ソ フ トウ ェア技術 者 の 育成 等 を 強 力に推 し進め る必 要が あ る。 特に ソ フ

　 トウ ェア技術 者の 育成 に 関 しては,産 業界 での 育成 努 力だ け では な く,教 育行 政 な ど を含め た 幅

　広 い対 応 が 不 可欠 と思わ れ る。

　 　次に セ ンサ ー の問題 で あ るが,言 わ ば 頭脳 に あた る マ イク ロ コン ピ ュー タの性 能 が急 激に 進歩

　 した今 日,五 感 にあ た るセ ンサ ー の立 ち遅 れ が 目立 つ よ うに な って きた 。 原 因は 種 々考 え られ る
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が,セ ンサ ーの 目的 とす る機 能 が 多種 多 様 なた め 技術 開 発 の アプ ロー チが バ ラ バ ラに な り・ マ イ

ク ロコ ン ピ ュー タの 目をみ は る進歩 に比 べ技 術 革 新 が 進ま なか った こ とが最 も大 き な原 因で あ ろ

う。 今 後 は マ イク ロコ ン ピ ュー タ の周 辺技 術 とし て のセ ンサ ー の技術 が脚 光 を浴 び 大 いに 進展 す

る こ とに期 待 した い。

●
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第3章 　 マイ クロコンピュータ産業参入企業 の現状

■





■

第3章 　マ イク ロ コ ン ピ ュータ 産 業参 入 企業 の現 状

5.1　 海 外 メー カ の動 向

3.1.1　 チ ップ メー カ とし ての 新規 参 入 減 少

　 海 外 の 半 導 体 チ ップ メ ーカ と言 えば何 と言 って も米 国 メーカ の 比重 が 大 きい。

　 　と りわ け,カ リフ ォルニ ア州 の通称 シ リコ ンバ レー と呼 んで い る地域 には,10年 前 ぐらい ま

で 半 導体 メー カ の新 設が 相 次 ぎ,活 況 を 呈 した が,そ れ らの メーカ は ベ ン チ ャー ビ ジネ ス的 な色

彩 がつ よ く,比 較 的小 規 模 な 企業 が多 か った の が特 徴で あ った。

　 　と こ ろが この数 年 間 と言 うも の,そ の よ うな ベン チ ャー ビジネ スに よる半導 体 チ ップ メーカ め

新 設 は 激 減 し て し まった。 そ れ ど ころか,ほ とん ど新 規参 入メー カが 影 を ひそ めて しま った と言

った 方が よい。

　 そ の理 由 は いろ い ろな ものが 考 え られ るが,お お よ そ次 の よ うな こ とを 挙げ る こと がで きる。

　 　IC,LSIの 集 積度 が 年 毎 に 大幅 に 向 上 して い る。 た とえば2～4倍/年 とも 言わ れ るほ ど

で あ る。

　 その 結 果 と して,製 造,設 計 に 必要な 条 件 が変 化 して 来 た。

　 す なわ ち 高集 積 度 のLSIの 設 計に は,集 積 度 の 向 上度 の 何倍か の 率で それ に必 要 な設 計 工数

が 増 加 し,シ ステ ム設 計 力 や ソ フ トウ ェア技術 が 不可 欠 な 要素に な って来 た。 これ に 対す る リソ

ース の制 約が 挙 げ られ る ので は ない か
。

　 次 に は製 造 設 備 な どの 点 で あ る。や は り集 積 度 の 向 上と と もにWafer径 の増 大,チ ップ 面積

の増 大,回 路 機 能 の高 度化 な ど のた めに従 来 の設 備 は 陳腐 化 して使 え な くな る こ とが あ る。

　 特 に 検 査設 備 な どは,ICを 測 定 して いた も の とLSIや 大容 量 の メ モ リチ ソプ の測 定 で は要

求 され る機 能 が 異 な るた め に,新 調 しな けれ ば な らな い。

　 またパ タ ンの 微細 化 が 進 行す る中 では,塵 埃 か らのProtectに 対 す る管 理 レベ ルが変 って

来 る ので,水 や 空気 な ど の浄化 レベ ル まで 上げ なけ れ ば な らな くな り,附 帯 設 備 の改 善 も必要 と

な る。

　 これ らの要 因によ り,半 導 体 工 場新 設 に 対す る必要 資 金 は,10年 前 には数 億 円 ～10億 円 あれ

ば 一 応 の能 力 を も った も のが で きた と言 われ るが,昨 今 で は200～300億 円 位 の費 用が 必要

で あ る と も言わ れ て い る。

　 これ で は新 設の ペ ース が鈍 るの が 当然 とも言 わ な けれ ば な らな い。

　 む し ろ最 近 の傾 向 とし て は,新 設 ど こ ろか かつ て の ベ ンチ ャー ビジ ネス が 大 手企 業 に 合 併,ま

た は 買収 された りす るケー ス も チラ ホラ あ り,こ の辺 の 事情 の厳 し さ を うか が わ せ るの で ある。

3.1.　2　 我 が国 と米 国 と の状 況 の相異

　 　い ろ い ろの 面 か ら,両 国 に お け る企業 を と りま く環境 の相 異 が論 じられ る。
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　 た とえ ば 企 業に必 要 な資 金 の調 達 につ い てで あ る 。

　 米 国 に お いて は,特 に ベ ン チ ャー ビジ ネ スに 対 して 投 資家 に よ る投 資 が盛 ん に な され ていた の

が,近 頃 で は 半 導体,チ ップ メー カ の 資 金 回収 ・再 生産期 間 はあ ま り短 くな い こ とな ど か ら,む

し ろ も っと有 利 な 条件 の企 業 に投 資 す る傾 向 とも言わ れ て い る。

　 た とえ ばIC,LSIの チ ップ を応 用 し た 製 品を 作 る機 器 メ ーカ など が その一 例 とも言 われ る。

こ ん な こと も,チ ップ メー カの 新規 出現 を抑制 す る要 因 と言 え よ う。

　 そ れ`こ対 して 我 が 国 の資 金調 達 は主 と銀 行 に 頼 って い るの は周知 の通 りで あり,政 府 関係 機 関

の 適 切 な 指導 も あ って,比 較的 長期 間 の 資 金 回 収で も貸 出 して も らえ ると言 う点 が あ り,さ らに

半 導 体 チ ップ メ ーカの ほ とんど は大 手 の総 合 電機 電子 メ ーカで あ る こ とも 相 ま って,米 国 とは異

な る状 況 に あ る と言 え る。

　 ま た 労働 者 の 訓練 などに 関 して も相違 が あ る。

　 これ もや は りLSIの 集 積 度 が 向 上 してゆ く ことに 関連 し てで あ るが,製 造 設 備 を操 作 す るに

も か な り高 度 な技術 ・技 能 が必 要 に な る し,ま たパ タ ンの微 細 化 に よ りほ こ り,ゴ ミに 対す る注

意,管 理 も 一 層徹底 し なけ れ ば な らぬの はす でに 述べ た 通 りで あ る が,実 際 に 実行 す るの は作業

に た ず さわ る ワーカ で あ る。

　 こ の ワー カの訓 練 に よ り,品 質や 歩ど ま りは大 幅 に 変 る こ とにな るが,こ れ に は ワ ーカの平 均

的 な レベ ルが 大 き く影 響す る と言 わ れ,平 均 就 学率 な どが そ の辺 の数 字 に 影響 す る こ とは当然 で

あ ろう。

　 また生 活慣 習の 差も よ く引合 いに 出 され る こ とで あ る。

　 た とえ ば無 塵 室に 入 る場 合の 更 衣な ど で も,日 本人 の場 合 は靴 を脱 いで 替 え るな ど は極 く当た

り前 の こ とで あ るの に,欧 米人 に して 見れ ば,靴 を脱 ぐの は ベ ッ ドに 入る時 だ け とい う慣 習で は,

靴 の履 き替 え を徹 底す るの も難 し い と言 う こ とに もな り,こ れに 対 して ど の様 に対 処 してゆ くか

も 問題 とな ろ う。　 　 　 　 　 　 　 　 ・

,

5.1.3　 マイ ク ロ コンピ ュー タ の応 用 製 品 メー カ

　 パ ーソ ナ ル コン ピュ ー タに 代 表 され る マ イ=〕ンの 応 用製 品 メーカ は 非常 に数 も多 い し,多 岐 に

わ た って い て一 般的 に論ず る の は難 し い。

　 　特 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピュ ー タメ ー カ1こつ い て は,面 白い ことに,大 手3社 と言 わ れ る と ころ は

い ず れ も いわ ゆ る昔 か らの コン ピ ュー タ メ ーカ で はな い と言 う点 で あ る。 それ ぞれ 生 いた ちが 異

　る と こ ろが 面 白 い。

　 　最 大 手 で あ る タ ンデ ィは,オ ー デ ィオや アマ チュ ア用の ハ ー ドウ ェア を供給 す る会社で あ った

　し,コ モ ドール は電 卓 な ど作 っ て いた メー カ で あ った 。 ア ップ ルは いわゆ る ベ ン チ ャー ビジネス

　で あ った。

　 　 この 分 野に 対 す る新規 参 入 メ ー カは 概 して大 手 に多い の も特 筆す べ きこ とで あ る。

　 　す なわ ち 上記3社 の業 種が 上 が って ゆ き,世 の 中が それ らの超小 型 コ ンピ ュー タを着 実 に受 け
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入 れて ゆ く と見 るや,参 入 を表 明 し始 めた ので あ る。

　 玩具 の大 手で は ア タ リ社,ま たTI社 も その例 で あ る。 これ か ら参 入 を うわ さ され て い る会 社

としてはGE,　 IBMな ど の巨 大 企業 が挙 げ られ てお り,も し参 入 が現 実 のも の となれ ば,マ ー

ケ ッ トに もか な りの 変化 が 起 る ので は な いか とも言われ て いる。

　 前 記の トップ3社 が明 確 に な る迄 はい ろい ろな会 社 間 の業 界 の歴 史 を作 って 来た。

　 パ ー ソ ナル コ ン ピ ュー タが 今 で は代表 的 な製 品 と言 え よ うが,パ ー ソ ナ ル コン ピュ ー タの 前身

は1975年 頃,マ イ コ ンキ ッ トが 世に 現 われ て,ア マ チ ュ ア,ホ ビ ィス トな ど に急 激 に普及 し

た。

　 この キ ッ トの メ ーカ と して 有 名で あった の は,掻 く小 さな規 模 の 会社 数社 であ った。IMSA

I社 やMITS社 やSWTP社 な どで あ る。 これ らの 会社 が,パ ー ソナ ル コン ピ ュー タの原型 の

ような マ イ コ ン キ ッ トや 完成 品 を作 り始め,一 躍 有 名に な ったの で あ る,

　 と ころが,そ の後現 在の ピ ック3が こ の分野 に参 入す る 頃に な って,こ れ また 急 に 影 をひ そめ

て行 った ので あ る。

　 この辺 の理 由 とし て考 え られ る ことは,そ れ まで の も のが 主 と して ア マ チ ュアなど一 部 の人 達

に 重 宝がられていたところへ,$600コ ン ピュー タと言 われ,そ れ まで の も の とは格段 に安価 な

コン ピュー タが 出 現 した こ とに よ る。

　 しか もそれ が一 部 の人 達 を 対 象 とした もの で な く,.広 く一 般 人 を も対 象 に した もの で あ った こ

と。 さ らにそれ 迄 の メー カは 小 規模 で は あ るが新 しい会社 で あり,特 定 の 分野 に 高 い技術 をもつ

.会 社 で,販 売 チ ャネ ル,ル ー トが限 られ てい たた め,メ イ ルオ ー ダな ど に よ り広 範 囲 をカバ ーす

るな ど して いた。

　 と ころが ビ ッグ3の 内,コ モ ドー ル,タ ンデ ィ社 はす で`こ以 前 より 自社 の販 売 ルー トを もって

い て,い っぺ ん に広範 囲 に マ ーケ ッ トを拡大 す る ことがで きた ので あ る。

　 さ らに これ らコン ピュ ー タは,当 然 の こと として ハー ドウ ェア のほ か`こソフ トウ ェ アが非 常 に

重要 で あ る。 また応用 の範 囲 を拡げ てゆ くには,周 辺装 置類 も また同 じ く らい 重要 で あ る。

　 応用 ソ フ トウ ェアや周 辺 装 置 に 関 して,パ ー ソナル コン ピ ュー タの普 及に よ りそれ まで の コ ン

ピ ュー タで の マ ーケ ッ トの 常識 は通 用 し な くな って,新 し い マー ケ ッ トの 特徴 が生 じ て 来た 。

　 と言 うの は,こ れ までの コ ン ピ ュー タで は周辺 装置 も,応 用 ソフ トウェ アも メ イ ンフ レームの

メー カが 作 るの は通 常 で あ った 。

　 と ころが パ ー ソナ ル コン ピ ュー タの マ ーク ッ トで は,応 用 ソフ トな ど はむ し ろハ ー ドウ ェアメ

ーカ が作
って 提 供す るの はむ し ろ一 部 だ け であ り,3RDP　 artyと 呼 ばれ る種 々の 会社が 有

名ブ ラ ン ド機種 の応 用 ソ フ トウ ェア を作 って,そ れを売 る こ とを ビジ ネス に して い くの であ る。

　 これ に よ りは じめ て,実 に 数 多 くの応 用 ソ フ トウェアパ ッケ ージが 市場 に 流通 す る こ とにな る。

周辺 装置 も似 た ような状 況が 見 られ る。

　 この よ うな マー ケ ッ トの 特 徴 か ら,人 気 の あ る機 種 は3RDPartyの 参 入 に よ ります ます 応

用 分野 が 広 が ってゆ き,数 も増 え て ゆ き,　 さ ら に3RDPartyの 活 躍 を促 が す と言 う循 環が 生
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ま れ る。

　 最 初 に この分 野 で 名を残 した 数社 は,別 の 見方 をすれ ば原 因は い ろい は と考 え られ るが,要 は

こ こで述べ た循 環 サ ーク ルを まわす と ころ まで わか らなか った と見 る こ とが で きる。 また,ビ ッ

グ3は この サイ ク ルを うま くま わす こ とが で きた の で あ る。

　 この あた りに,こ の 分野 の マー ケ ッ トの 新 しい動 向を 見 る こ とが で き る。 米 国の 企業 競争 の激

し さを十 分 に感 じ させ る もの が あ る。

　 初期 の頃 よ り現 在 まで,継 続 して この ビジネ ス を主 体 に して来 た 会社 も あ る。 た とえば,ク ロ

メ ン コ社 で あ る。同社 の場 合は,ア マ チ ュア向 け か らい ち早 く ビ ジネ ス向 け に方 向 を変 更 して 来

た のが よか った よ うに思 う。

　 この よ うな これ まで の 傾 向か ら今 後 を類推 す るこ とは 大変 難 しいが,あ え てす るな らば,や は

り 現在す で に そ の 傾向 が 表 われ て い るよ うに,新 規参 入会 社 は まだ まだ 続 く と思 われ る。

　 そ して,そ れ らは も う小 規 模 で ア イデ アを売 る よ うな ベン チ ャービ ジネ スや ガ レー ジ産 業 でな

く,か な り大 手が 中心 とな り そ うだ 。そ れ もこれ まで の よ うに,コ ンピ ュ ー タに 対す る経験 が ど

ち らか と言 う と乏 し か った よう な会 社で は な く,い わ ゆ る コン ピュー タ をこれ まで に も本業 とし

て来 た よ うな メ ー カ,ま た 半導 体 メーカ,ま た は事 務機 メ ーカ な どい ろ い ろな メーカ が参 入 の機

会 を伺 って い る と言わ れ てい る。

勺

5.2　 日本 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業構 造 の現 状

　 は じめ に

　 LSI技 術 の急 激な 進 歩 はめ ざ ま し く,そ の集積 度 の大 巾な 向上 と価 格 の低 減 化は それ こそ 日進

月 歩 の勢 いで あ る。 そ の 結 果 マ イ ク ロプ ロ セ ッサ,ROM　 RAMな ど の半導 体 メモ リ,周 辺 チ ッ

プ を豊 富 にそ ろえ る ことが で き,き わ めて 安価 に ユ ーザ ー に提 供で き る よ うに な った。 こ の よ うな

背 景 の中 で,今 日では ア マ チ ュアで もマ イ クロ コ ン ピュ ー タやそ の 応 用機 器 の 製作 が簡 単 にで き る

よ うにな っ て い る。 そ して,こ れ らの事 象 が,エ ンジニ ア の少 な い 小 規模 企業 で も,独 自の ブ ラ ン

ドで マ イク ロコ ン ピ ュー タや そ の応 用 製 品の開 発 が容 易 にで きる よ うに な って い る。

　 1970年 代初 めに 電 卓 用 チ ップ と して 開 発 された マイ ク ロ コン ピ ュー タが,第 二次産 業 革命 の

担 い手 とし て評 価 され る理 由 は,こ の技術 革 新の スピ ー ドが第 一 に あげ られ る 。

　 一 説に よれ ば マ イコ ンの応 用 分野 は25.000～30,000品 目(e及 ぶ といわれ てお り,こ れを どの

よ うに 自社 の経 営の 中 に と り入れ て,競 争 力 をつけ るかが,1980年 代 の企 業の関 心事 だ とい っ

て も過 言で はな い。

　 と くに,い か に も マ イ コ ンらし い影 響 としては,1970年 代 初 頭 か ら誕 生 してきた シ ステ ム ハ

ウスが あ る。

　 これ は,マ イ コ ンが ミニ コ ン ピ ュー タや 汎 用の コ ンピ ュー タ と異 り,CPU機 能,メ モ リ機 能,

入出 力制御 機能 な どがLSIチ ップの 形 で個 別に得 られ る こ とか ら,手 作 り の形 で コン ピュー タを

■
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製 造 す る こ とが で き る とい うこ とが,シ ス テ ム ハ ウス台 頭 の 大 きな 要因 だ とい え る。

　 そ して,今 や シ ステ ムハ ウス は,マ イ コ ン応用機 器産 業分 野 とい う一 つ の業 界 を形 成 しよ うと し

て い る。 と くに,1975年 ご ろか ら,雨 後 の 筍の よ うに誕 生 しは じめ た シス テ ムハ ウ スは
,専 業,

兼 業 も含 め て全 国 に200社 近 く存在 す る といわ れ て い る。 これ らシ ス テム ハ ウスの1981年 度

に お け る売 上規模 は1000億 円 とも推 定 され
,い かに もバ ラ色 の産業 と いわ れ てい る。 しか し,果

して そ うで あ ろ うか 。 この 点 を1980年 の動 きと その後 を 展望 しなが ら さ ぐ
ってみ た い。

■

●

5.2.1　 シス テム ハ ウ スの現 状

　 通 産 省 の 「期 待 され る シス テ ムハ ウス 」 に よ れば,シ ス テ ムハ ウス と は 「デバ イ スた るマ イグ

ロ コ ン ピュ 一 夕 と 自社 の有 す る ソ フ トウ
ェ7技 術,ノ ウハ ウ とを結合 させ,ユ ーザの 要 望に 応 じ'

て,マ イ ク ロ コ ンピ ュータ の機 能 を十 全 に 引 き出 した シ ス テ ムや シ ス テム製 品 を 開発す るマ イ ク

　ロコ ン ピ ュー タ応 用 機器 メー カーで あ る」 と規定 して い る。

　 昭 和55年3月 に発 表 され た通 産 省 に よ る シ ステ ムハ ウス の実態 調 査 に よれ ば,シ ス テムハ ウ

スの 実態 は つ ぎの とお りで あ る。

●

●

シス テ ムハ ウスの 企 業 規 模
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1tt(1

5トig人

2tt(3.'

LC～s3人

dtt(5 .2)

30～3∋ 人

2t(3.:)

'ぶ

'§

マ イ コ ン革 命 を支 え る半導 体 技 術

liO万E
Lr■s

う三万

驚
　 10タ

_

数 個

王)1

4Kメfり 一

お 　メモリ　弧詞
・

惹笥
d　t'　・Yト

マ イ コ ン

、
　 　 　 　 　 三9アO　　　　　　　l98C　　　　　　　1990

認m毒忽 呂ど芸烈烈緊鍼三・ζ記ジ
スタ1稽 当た りの優整は2年 で¥分 のテ ンポ で安 く

なってい る.た だ しこれから進 歩のスビ一 日二

やや鈍 るとの見方が宣い

　 資 本金 で は1500百 万円 未満 の もの が60%を 占め,シ ス テ ムハ ウス に中 小企 業 が 多 い こ とを

示 し てい る。 会社 設 立で は や は り昭和40年 以 降 に設 立 され た ものが殆 ん どで,マ イ ク ロコ ン ピ

ュー タの 発展 と軌 を一－tCし て い る。 また 役 員の 年 命は30～40才 台 と若 く,他 の 企 業 か らス ピ
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ン ア ゥ トした 技術 者が 多 い の も特 色 で あ る。 そ して,従 業 員50人 以下 が約70%を 占め てお り

規 模 は小 さ いのだ が,シ ス テム 製品 の 開発 に は高 度 な技 術 が 要求 され るた め,従 業 員 の学 歴構 成

は高 学 歴 者 が過 半数 を し め て い る。

　 受 注状 況 は,1件 あ た りの平 均 受 注 金 額は2000万 円未 満が ほ とん どで,受 注額 は小 額の も の

が 多 い。1社 あた り の期の 受注 残 高 は2億 円未満 が ほ とん ど だ とい う。

　 生 産 状況 は,単 品の み生 産す る形 態 と外 注 で量 産 す る形 態 と の2極 分 化 の傾 向 が う かが え る。

　 また,日 本経 済新 聞社が,昨 年 秋 に 実施 した 「シ ステ ムハ ウ ス ・ア ンケ ー ト調 査」 に よれ ば,

「集 計 企 業66社 の平 均 で 年間 売 上高4億7100万 円,従 業 員数36.3人 と企 業 規模 は 小 さいが,

年 間売 上高 の伸 び は,半 数 の企業 で 前 年比L5倍 以 上 と高 く,受 注量 を こな し切れ ない ほ ど仕 事

が あ る」 と い う。　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 、

　 と くに注 目す べ きは,54年 度 売 上高 の 前年 対比 で みる と実 に26%の システ ムハ ウスが,「2

倍 以 上」 を 記録 し て い る こ とで あ る。 この伸 び率 の高 さが,多 く の企 業か ら注 目 され て い ると こ

ろで あ る。

　 さ きに 通 産省 の 調査 が,53年 後 半 の デー タで あ る と考 えて み て も,こ の伸 び率 の 大 きさは,

シス テ ムノ・ウス とい う産業 分野が いか に パ ラ色 か がわ か る。 これ は,ハ ー ドウ ェ ア として の マイ

コ ンの発 達が急 速 で あ るに もかか わ らず,利 用技 術 が なか な か 進まず,ソ フ ト開 発 の需 要が きわ

めて 大 き い こと を反映 して い ると 日経 の 調査 は指 適 して い る。

　 一 方,こ の10年 間の シ ス テ ムハ ウ スの 状況 の変 化 は,こ こに 来 ては っき り とで きて い る。 そ

れ は シス テ ムハ ウ スの個 性 が 出 は じめて き て い る とい うこ とで ある。

　 　1つ は,マ イ コ ン応 用 シ ス テム を 自社 内で 量 産 化 しよ うとい う,い わ ゆ る メー カ ー指 向 の シス

テ ムハ ウ スで あ る。 これ は,現 在 のパ ー ソ ナル コ ン ピ ュー タ ・ブ ームに の って,自 社で 続 々 と新

製 品 を発 表,国 内 ばか りで な く海 外へ も 進出 し よ うとい う企 業 で ある 。

　 も う一 つ は,OEMメ ー カー な ど と結 びつ き,ア プ リケ ーシ ョ ンに 合せ た 専用POSや オ フコ

ンを 開発 す るク ー スで あ る 。

　 第 三の ク ース は,従 来 の 中小 の 電 機 メーカ ーが,自 社 の 営業 拡 大の 方針 か ら,シ ス テ ム ハ ウス

に 参 入す るク ー スで あ る。 この よ うなケ ー ス として は,ソ フ トウ ェアハ ウス,計 算 セン ター な ど

の情 報処 理 産業 か らの 参 入で あ る。

　 そ こで つ ぎに,シ ス テ ムハ ウ スへ の参 入 ケ ー ス を 個 々に ひ ろつ てみ よ う。

5.2.2　 情 報 処理 産 業 分野 か らの 参入

　　情 報処 理 産業 分 野 として は,ソ フ トウ ェア ハ ウ ス と計算 セ ンタ ーが あげ られ るが,こ の うち,

　計 算 セ ン タ ー業 か らの シス テ ム ハ ウス への参 入,あ るい は マ イ コ ン ・シ ョップ 経営 へ の参 入 が多

　く な る傾 向 が あ る。

　　 日本 マ イ ク ロコ ンピ ュー タシ ス テ ム 工業会(昭 和50年 設 立,会 員社40社,賛 助 会 員10社)

　tC加 入 して い る企 業 の中 で も 現在4社 を数 え るに 至 って い る。
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　 計 算 セ ン ター業 の場 合,昭 和50年 ご ろか らの オ フ ィス コ ンピ ュー タの飛 躍 的 な 普 及 の影響 を

受 け,業 績の 伸 びがに ぶ る傾 向 に あ る とい う背 景 が あ る。 この状 況 の変 化 に 対応 した 企業 活動 拡

大の一 環 として,マ イ ク ロプ ロ セ ッサ を応 用 した ア プ リケ ーシ ョン別の 専 用 機 の 開発(POSあ.

る いは 業務 専 用 オ フ コン開発etc)cc進 出 した り,自 社セ ン ター との オ ンラ イン化 に 関連 した機

器 の 販売 な どに進 出の傾 向 が 強 ま って きて い る。 と くに前 者 の場 合 の ケニ ス が これか ら多 くな る

とみ られ る。 また,現 在 注 目 され るパ ー ソナ ル ・コン ピ ュー タの開 発 と ソフ トウ ェ ア教 育を手 が

け,自 らの 事業 に マ イ コン ・シ ョ ップ的色 彩 を強 め よ うと い う動 き もで て きてい る。

　 これ らは,計 算 セ ン ター あ るい は ソ フ トウ ェアハ ウスの トップ マ ネ ジ メ ン トの 考 え 方 の転換 と

い うケ ー ス もあ るが,マ イ コ ンに 対 す る一 般 の評 価 が高 ま り,社 内か らの 要求 で 進 出す るケー ス

もか な り あ る よ うだ。

　 今 後 は,オ フ コンの普 及 と合 せ て,分 散処 理 シス テ ムの 普及 に よ り,ま す ます 情 報 処 理産 業 分.

野 か らの 進 出は 増え るもの と予 想 され る。

5.2.5　 メ イ ン フ レ ー ム ・メー カ の 進 出

　 　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タの ボ ビ ー分 野 で の 進 出 や パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ,ホ ー ム コ ン ビ ュ ー

　 タへ の 進 出 は 早 くか ら 手 が け て い た メ イ ン フ レ ー ム ・メ ー カ ー が,シ ス テ ム ハ ウ ス の 分 野 へ も 進

　 出 し よ う と し て い る 。

　 　米 国 で は,大 手 コ ンピ ュー タ ・メ ーカ ーが 殆 ん ど 手をつ けて いな い分 野 に,わ が 国 では 大 手 コ

　 ン ピュ一 夕 ・メー カ ーが 進出す る と い うわ け で あ る。 これ は,わ が 国の 産 業構 造が 米 国 とは太 き

　 く異 って い るこ とを示す 。

　 　わ が 国で は,ベ ンチ ャー ・ビジ ネ ス は存 在 し ても,ベ ン チ ャー ・キ ャ ピタ ルは存 在 し な い とい

　 った背 景が あ るが,そ れ ばか りで は な く大 手 メ ーカ ー=メ ンフ レーム か ら事務 機 器 まで を カバ ー

　す る とい う伝 統 的 なパ ター ンが あ るか らで あ る。

　 　 フ ァク シ ミ リー つ を例 に と って も,プ ロ トタ イプ で,マ イ コン付 加 の シ ス テム は開発 で きて も,

　 大 手 メ ーカ ーで なけ れ ば,資 金 的`こ大 量 生産,大 量 セー ルス は確立 で きな い とい うわ け であ る。

■

■

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン機 器生 産高 予測
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　 上の 表 は,日 本 開発銀 行 が この 一 月に 発表 したOA機 器の 生 産 高 予測 で あるが,こ れ らの機器

の基 本的 な設 計に つ い て は,シ ス テ ムハ ウスが貢 献 し て い る部 分 も多か った 。

　 し か し,今 後 は,大 手 メ ーカー が,自 社 あ る いは,関 連 会社 にそ の 応用技 術 の 開発 をや らせ る

ケー ス が出 て くる可 能性 が 強 い。

　 例 えば,日 本電 気 　日立の 両社 が 昨 年設 立 したLSI設 計 と マイ ク ロ コン ピ ュー タの ソフ トウ

ェア開 発 を 目的 とす る子 会社 は,そ の一つ の 傾向 だ と見 て よ いだ ろ う。

　 まず,日 本電 気 は 「日本 アイ シ ー ・マイ コン シス テ ム」(資 本 金5000万 円),日 立は 「日立

マ イク ロ コン ピュ ー タ ・エ ンジ ニ ア リン グ」(資 本金5000万 円)こ の2社 であ る。 両 社 の経 営

方針 をみ る と共 通 し て い るの は,「 マイ コン応 用が飛 躍 的 に 広が って きて お り これ か らのマ イ コ

ンはハ ー ドウ ェアが あ って も優 れ た ソ フ トウ ェアの 著 積 が な い と売 れ な い。」(日電)'こ とを強調
,

この分 野 の強 化 をはか る と してい る。 「マイ コ ン塔 載 の電子 機 器 の設 計」(日 立:い つれ も昨年

10月17日 日経の イ ン タ ビュー)と,い よ い よ メイ ン フ レー ム メ ーカ ーの 本格 進出 を示 してい

る。

　 この傾 向 は1980年 代 に相 当進展 して行 くと考 え られ る。 これ は,や は りマ イ コ ンそ のも の

の 可能性 が,十 分社 会 に認 知 され た ことを証明 す る とい って よいだ ろ う。 従来
,小 規 模研 究 開発

型 企 業 の独 壇 場 に近 か った シス テムハ ウス分野 が,こ こに きて い よい よ大 型資 本 の本 格参 入期 を

迎 えた とい うこ とに な る。

5.　2.4　 半 導 体 な ど電 子 部 品 販売 商社 の進 出

　 従 来 は,LSIチ ップ な ど の電子 部 品 の販売 を行 って い た商 社(米 国 メー カ ー の直 営 も含む)

で,マ イ コ ンの ソ フ トウ ェア開 発 を行お うとい う動 きが 昨年(55年 秋)ご ろか ら出 は じめ てい

　る。

　 これ は,部 品 供 給の み に 専 念 してい た 商社 が クラ イ アン トか らソ フ トウ ェアの 開 発 も依 頼 され

　る とい う こ とが 多 くな って来 た か らに他 な らな い。 日経 の シス テムハ ウス ア ンケ ー ト調 査 に もあ

　るよ うに,シ ス テムハ ウ ス業 は い まや 仕 事 量 の 増加 で,い まや その キ ャパ シ テ ィが 満 杯 の状 況 を

呈 し てお り,技 術 者 より も,仕 事 量 が多 い と い う状 況 を 呈し て い るか らで ある。

　 　また,一 方,商 社 自身 の 事業 拡 大 を はか る と い う方針 か ら,ソ フ トウェ ア開発 へ 参 入す 百こ と

にな るケー ス も あ る。 い つ れ に して もシス テ ムハ ウス業 の好 況が
,こ の よ うな動 きに 大 きな拍車

を かけ て い るこ と も事 実で あ る。

　 も う一 つ の背 景 は,パ ー ソ ナル ・コン ピュー タの 急伸 で あ る。従 来パ ーソ ナル コン ピュー タは,

その ハ ー ドウ ェア を売 れ ば,あ とは ユー ザ ーの思 い の ま ま一 い いか えれ ば,ハ ー ドウ ェアの 供

給 さえ しつか りし てお け ば こ と足 りた ので あ るが,売 上 の急伸 に よ り,ソ フ トウ ェ アの サ ービス

を望 む 声 が ユ ーザ ー の間 で 高 ま って 来 た とい うこ とだ ろ う。 もち ろん,そ の 裏に は,従 来 の よ う

にLSIチ ップ を売 るだ け で はな く,LSI技 術 の高 度 化 に よ りソフ トウェ アが らみ の販売 が 余

儀 な く され て いる こ とも事 実で ある 。

,
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5.2.5　 機 械 工業 か らの参 入

　 　メ カ トロニ ク ス,ロ ボ ッ トな ど機 械 工業 と マイ コンの 応 用技 術 の結 びつ き は,今 後 十 分に 活 発

に な る と予 想 され る。 こ の よ うな 中で,機 械 工業で の マ イ コン ・ブ ー ムは
,こ の80年 代 に伸 長

す る と考 え られ る。

　 と くに,ロ ボ ッ トへ の マ イ コ ン応用 は,近 年 非常 に活 発 化 してい るの は周知 の通 りで あ る。 同

様 にNC制 御 機 器へ の マ イ コ ン応 用 はそ の ス マー ト化 の要 請 ・着工 ネ ・省 力化 の 要請 に 対応 して

非常 に顕 著 にな ると考 え られ る。

■

5.2.6　 個性 化 を 求 め られ る シス テム ハ ウ ス

　 　以 上,シ ス テム ハ ウ ス分 野への 参 入の 現 況 をみ た わけ で あ るが,従 来 の シス テ ムハ ウスが どち

　らか と い うと大 手 メー カ ー の下請 開 発部 門 的色 彩 が 強か った のが,今 後 は 自社 の 独 自技術 に 特色

を もた せ る 必要 が で て く る と思 われ る。

　 少人 数 の ス ピ ンア ウ ト組 の技 術 者で 十 分 まか な いきれ た シス テ ムハ ウ スの ビジ ネ スが,今 後 は,

生 き抜 きの マ イコ ン応 用 技術 者 に よ って ささえ られ るこ とに な る と 予測 され る。

　 そ の時,シ ス テムハ ウス に求 め られ る のは,「 独 自の開 発 技術 」が,あ る いは 「自社 の看 板 技

術 の確 立 」 で あ ろ う。

　 最 近の 傾 向 とし て,安 易 な 形 で マ イ コン分野 へ 参 入す る中小 企業 も多 くな って い るが,し っか

　りした技 術に 裏 付 け られ た 経営 こそ,真 の システ ムハ ウス の あ り方 で あ る といえ よ う。

　 そ して,こ れ ら新規 参 入 企業 との 協力体 制 こそ,シ ステ ムハ ウスに 与 え られ た使 命で あ ると考

え るわ け であ る。 周 知の よ うに マ イ コ ン応 用技 術の 進 歩発 展 は,従 来の 産業 分 類 を 大 き く塗 りか

え よ うとして いる 。そ れ は,1つ に は,シ ス テムハ ウス 業 とい う新 しい産 業 分野 の形 成 と,そ れ

を核 と した異 産業 分野 との 複 合化 で あ る。 この 傾 向 は,ま す ます進 展 して行 く と考え られ るの で

あ る。

●

▼
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第4章 　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ産業 の課 題
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第4章 　マ イ ク ロ コ ン ピュー タ 産 業 の 課題

　 本 章 で は,マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ産 業 の 発展 の た めに 解 決 しな けれ ば な らな い様 々な 課題 の うち,

代 表 的 な も の と し て{i)マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タtlZ　SSけ る ソ フ トウ ェ ア の 課 題 ,(ii>crス テ ム ハ ウ ス の 課 題

に つ い て 述 べ る 。

■
4.1　 マ イ ク ロコ ン ピ ュータ にお け る ソフ トウ ェ アの 課題

　 　マ イク ロ コ ン ピュー タを利用 す るた めに は,ソ フ トウ ェア が必 要 な こ と は明 らか で あ る。 この ソ

　フ トウ ェアは,現 状 で は,設 計者,プ ログ ラマ とい った 値入 の頭の 中で 作成 され てい く点で,一 般

の 工業 製 品 の 製造 過 程 と本質 的 に異 な っ て いる。 そ のた め,作 り方,作 られ た ソ フ トウ ェアの信 頼'

性 や価 値 な ど の判 定 に 基準 とな る尺度 が な く様 々な 問題 が 生 じ対 応を 迫 られ てい る
。 さ らに,マ イ

ク ロコ ン ピュ ー タの ソ フ トウ ェア は大 型 計 算機 の ソフ トウ
ェア とは異 な り,製 品 の一 部 として組 込

まれ て利 用 され る こ とが 大 多 数で あ り,一 層 ソ フ トウ ェアの部 分 だ け の 切 出 しを 困難 に して い る。'

　 本 節 で は こ の マ イ ク ロ コ ン ビa－ 夕 にお け る ソ フ トウ ェア の 課 題 に 対 し て,(D現 状,(ii)問 題 点,

(iii)技術動 向,　M課 題 の点 か ら述べ るこ と とす る。

、

●

4.1.1　 現 　 　 状

　 　マ イク ロコ ン ピュ ー タの ソ フ トウ ェア をと りま く問題 点明 確化 へ の 足 がか り とす るた め,ま ず

現 状 を把 握す る。

　 　(1}マ イ ク ロ コン ピ ュー タの あいつ ぐ 出現

　 　マ イク ロ コ ン ピュー タ は,1971年 に 最 初 の製 品 が発 表 され て以来.1980年 末で約IOO

機 種が 世に 送 りだ され てい る 。 この間 の推 移 を図4.1に 示 す。

　 　ソフ トウ ェア作 成側 の立場 か らこれ を分析 し てみ る。 マ イ ク ロ コン ピ ュー タを利 用 す るた めに

は,マ イク ロコ ン ピュー タを 動作 させ る動 作 単位 に ほぼ 相 当す る機械 語 命令 の集合(以 下
,命 令

セ ッ トと称 す)を 理 解 し,こ の命 令 セ ッ トを組 合せ て,目 的 の 動作 を 行 う よ うプ ログ ラム し,予

め メモ リな どへ格 納 し てお く必要 が あ る。

　 　この 命令 セ ッ トは 基 本的 には,大 型 計 算機 の命 令 セ ッ トと同 じ く,(D演 算,(ii)実 行順 制 御,㈹

ハ ー ドウ ェア制御 な どの命 令 で 構成 され て は い るが
,マ イ ク ロ コン ピ ュ ータの使 用 目的 に よ って,

具 体的 な命 令 の機能 の大 き さ,メ モ リ中で の 機 能の ピ ッ ト表現 パ ター ンが異 な っ てい る。

　 　シ リーズ といわ れ るマ イ ク ロ コン ピュ ータで も,命 令 セ ッ トの完全 互 換 は 少 な く,4ビ ッ ト系

で は一 社 の一 つ の シ リーズ の 中で も,拡 張命 令な どに相 違 点 を もつ 場合 が あ り
,機 種数 とほぼ 同

数 の命令 セ ッ トが 世の 中に 存 在 し てい る状 況で ある。い い かえれ ば ,あ る マ イク ロ コン ピュー タ

を利 用す る に は・ それに あ った 命 令 セ ッ トを使 って ソフ トウ ェアを作 成 す る必 要 が あ る とい うこ

とで あ る。

　 一 方,LSI技 術 の進 歩 と マ イ クロ コ ンピ ュ ー タ産業 の 発展 とが,車 輪 の両 輪 と な って今 後 と
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も,従 来 とか わ らぬ新 し い マイ ク ロコ ン ピュ ー タの 出現 を もた らす こ とは確 実で あ り,命 令 セ ッ

トも,同 様,そ の種 類 が 増 加す る。

(2}利 用技 術 の高 度化

　 マ イク ロ コ ン ピ ュー タの 利 用 シ ス テム へ の 要求 は ます ます 高機 能,高 性 能 の 方向 に 進んで い る。

このた め,一 つ の マ イ ク ロコ ン ピ ュー タのた めのプ ログラ ム規 模 が徐 々に 大規模化 し た り,シ ス

テ ム を複 数の マイ ク ロ コン ピュー タで構成 し,そ れ ぞ れ を 別 々の プ ログ ラ ムの も と で動 作 させ る

こ とも行 わ れ る よ うに な っ て きた。

　 また,シ ス テ ムの信 頼 性,拡 張性 へ の 要 求 も高 く,プ ログ ラ ムに診 断 機能 を盛 込 んだ り,拡 張

に備 えた プ ログ ラ ム構 成 を もつ 場 合 も多 くな ってい る。

　 い ずれ にせ よ,利 用技 術 の高 度化 は,マ イク ロ コ ンピ ュー タ利 用シ ス テ ムの プ ログ ラ ム規 模 を

大 き くす る傾 向に あ る。

　 (3}シ ス テ ム開発 支援 シ ス テ ム の あいつ ぐ出現

　 マ イク ロコ ン ピュ ー タ利 用 シス テム を 開発 す る た めの 様 々な道 具 は 次 々に 出現 し てい る。 しか

し なが ら,特 定 マイ ク ロ コ ン ピ ュー タに のみ 有効 で あ った り,開 発 支援 の一部 にの み 有 効で あ っ

た りし て,決 定 的 な ものが な い 。

　 特 に ソ フ トウ ェア開 発の 重 要 な 道具 で あ る言 語 処理 プ ログ ラム(ア セ ンブ ラ,コ ンパイ ラな ど

と呼 ばれ る)は,様 々な言 語 体 系 をもつ もの が,マ イ ク ロコ ン ピュー タ対 応に,あ る いは,数 機

種 の マ イ ク ロ コ ンピ ュー タに 有 効 な 形 で,ま さに 氾 濫状 態 とな って い る。

4.1.2　 問 題 点

　 　マ イ クロ コン ピ ュー タソ フ トウ ェアの 開発 効率 向 上の ため に検 討 さ れ てい る各 種 の 技術 開発 の

　 必要性 を より明確 にす るた め,前 項 の 現状 か ら問 題点 を整 理す る と次 の2点 に集 約 で きる。

　 　{1}ソ フ トウ ェ アの 生 産 性 が 低い

　 　 マ イク ロ コ ンピ ュー タの ソ フ トウ ェアは システ ム毎 に 作成 され る ことが多 く,工 業 化 され て い

　 な い。 これ には,マ イク ロコ ン ピ ュー タ毎に 命 令 セ ッ トが 異 な る こと,多 くの 開 発支 援 システ ム

　 が あ る こ と,な どに よ り,設 計者,プ ログ ラマ の立.ヒりが 悪 い こ とも影響 してい る。

生 産性 向上 の鍵 は ソフ トウ ェア作 成 の 工 業化 で あ る。

　 　② 　技術 者 不 足

　 　 マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ産業 は若 い分 野 で あ り,か つ急成 長 を とげ て い るた めに,技 術者 が 不足

　 し てい る。 この こ とは,団 の 別の 表 現 とも言 え る がそれ だ けで はな い。 マ イク ロ コ ンピ ュー タを

　 利 用 した いの は 様 々な 分野 の 専門 家で あ り,そ の分野 につ い ては 良 く知 って い るが,利 用す るた

　 めの電 気 関係,計 算 機 関 係に 明 る い とは 限 らな い。 つ まり,専 門 分野 とマ イ クロ コ ン ピュー タ利

　 用技 術 と を良 く知 った技 術 者 が不 足 し てい る ので あ る。

　 　 この ギ ャップ を埋 め る のが,シ ス テ ムハ ウスで あ り,長 い 眼で みれ ば,教 育 で あ る。

㎡

■
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4.1.3　 技術 動 向　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 、　 :

　 　項4.1,2で 述 べ た い くつ か の問題 点 を解 決す る努 力 は続 け られ てい る。 そ の主 な も の を ソフ ト

　ウ ェア作成 の過 程に 沿 っ て説明 してい く。

　 　{1)設 計 支援 技 術

　 　マ イ ク ロコ ン ピ ュー タを利 用 す るた めに は,ま ず マ イ ク ロ コン ピュ ー タに何 を実行 させ るか を

　決 め てや る 必要が あ る。 こ の過 程を 基 本設計 とか,概 略設 計 とか呼 んで い るが,よ うす るに機 能

　の 決 定で あ る。 小 さな,簡 単 なマ イ ク ロコ ン ピュー タ の利 用 にお いては,一 人 の 設 計者の 頭 の 中

　で 機 能 の 決定 が 行 え る。 そ し て,機 能 の流れ 図 を書 い て,プ ログ ラ ミン グす るこ と も容 易で あ る。

　 　 しか し,一 人 の 手 にお え な い よ うな大 規 模 なソ フ トウ ェ アの開発 で は,機 能 を分担 し て決定 す

　 る必要 が ある 。 この 際,従 来 は 日本 語 を用 いて,文 書 の形 で 決定 され て い く。 とこ ろが,こ の 日・

　 本語 の文 章 の 形で は,情 報 の解釈 が一 通 りで ない 場合が あ り,そ の 箇所 が,他 の 人 との機 能分 担 ・

　 の接 点で あれ ば,誤 まった 機 能の 決定 が なされ る こ とにな る。

　 　 この よ う な 日本語 のも つ あ いま い さを排斥 す るた めに,設 計仕 様 の 形式的 記 述 を行 う言語 とそ

　 の 処 理 系 の研 究 開 発 が 進め られ てお り一 部成 功 し てい る。

　 　 こ の言語 で 機 能 を 決定 して いけ ば,解 釈 は一通 りと な り,機 能分担 をし て も問題 は な くな る。

　 　 現 在,こ の設 計 ドキュ メ ン トか らプ ログ ラ ムや 用 意す べ き試験 用 デ ー タ まで 一環 して 自動 生 成

　 しよ うとす る方 向 へ研究 が進 んで い る。

　 　 (2)高 位 言語

　 　 マ イク ロ コン ピ ュー タの ソ フ トウ ェ ア作成 に 用 い る言語 処理 プ ロ グ ラム は,(Dプ ロ グラ ムロ ジ

　 ック の記述,舶 入出力,割 込 みな どハ ー ドウ ェアの制 御 機 能 の記述 の2種 類の 記述 機 能 が必 要で

　 あ る 。

　 　 特 に{IDの記 述 を ソフ トウ ェア作成者 が 直 接 的 に行 わ なけ れば な らな い 点が 大 型計 算機 ソフ トウ

　 ェア作 成 に な い特 徴 点で,ソ フ トウ ェア作成 に あた っ ては アセ ンブラ と呼 ばれ る・ 機械 語 と1対

　 1に 対 応 した 命 令セ ン トを用 い る こ とが多 い。 しか し,こ の命令 セ ツbで ソ フ トウ ェアを作成 す

　 る限 り,動 作 単 位 が小 さい た め記 述す る命 令 列 が 長 くな り,か つ,マ イ ク ロ コ ンピ ュー タを変 更

　 す る都度,新 し い命 令 セ ッ トを修得 し なけれ ば な らな い。

　 　 ソ フ トウ ェアの 生 産性 を 高め るた め に は,機 能 の 表 現 を高 い レベルに 設 定 し て極 力 マ イク ロコ

　 ン ピ ュー タ差 をな く した言 語,い わ ゆ る高 位 言語 が必 要 で あ る。高 位 言語 で ソ フ トウ ェアを作 成

　 す る主 た る効 果 点は次 の とお りで あ る。

　 　 ① 書 き易 く,読 み 易 いた め ソフ トウ ェア作成 期 間 が 短 縮で き る。

　 　 ② デ パ グ時 に 主作 成 者 以 外の人 が 応 援で き る。

　 　 ③ プ ログ ラムが ル ープにお ち こむ よ うな パグ は殆 ん ど生 じない(言 語 で 制 約 され る)た め,

　 　　 デ バ グが 容 易 で あ る。

　 　　 　 一方,高 位 言語 の 問題 点は次 の とお りで あ る。

　 　 ④ プ ログ ラ ムサ イ ズ,プ ログラ ム 実行 速 度の 冗 長 率 が 大 きい。(ア セ ンブ ラで プ ログ ラ ムを

　 　　 作 成 した 場 合の それ ぞ れ約2倍,　 1/2倍 程 度)
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　 ⑤ き め細 かい ハ ー ドウ ェア制 御 を行 う機 能が 不 足 し てい る場 合が あ る。

⑥ 語 雛 の レベルが 各 論 魑 プ ・グ ラム で 異 なる他調 一語 といわ れ るも ので も
,マ

　　 　イク ロ コ ンピ ュー タで 言語 機 能 が 異 な る ことが あ る。

　 以上のよう醐 題点を鰍 するため・各企業で高位語 の醗 を鋤 ているが,高 位語 の種
類 は ま だ し ばら く増加 し そ うな傾 向に あ る。

　 {3}OS

　 マ イク ロ コ ンビ ㌻ タの利 用 シ・ テ ムの ソ フ トウ 。 ア搬 断的 に眺 め る と,い くつ か の 共通 部

分 が 浮 か びあが る・例 え ば・ 入 出力装 置 を もつ シス テ ムで の
,そ の 入 出 力装 置制 御 機 能 は 越 的

な 要 素が 多 い。

　 当 初・ 入出 力 フ ・イ ・レ難 の管 醗 能 を主体 とし たプ ・グラ ム醗 用osが 注 目 され た.代 表

的 な マ イク ・コ ン ビ・一 夕用 プ ・グ ラム 醗 用 シス テム に一 まぽ標 鞠 とも いえ るプ
。グラム 開

発 用OSが 装 備 され逐 時 改 良が 加 え られ てい る。

　 現 在,プ ログ ラム開発 用OSは,あ る程度 完成 の域 に達 し て きた といえ る。 今 後 は,そ の シ ス

テ ムの適 用 可 能 マ イク ロ コ ンピ ュー タ機 種 の 増加が 利用 者側 か らみ た要 求で あ る
。

　 一 方,プ ログラ ムの実 行時 に 必要 な,か つ あ る範 囲 の機 能 を 予 め標 準的 に 用 意 した も のをプ ロ

グ ラ ム実 行用OSと 呼 ぶ 。利 用 者 の動 向に よれ ば
,4Kバ イ ト程度 の大 き さを もつOSを,9割

以 上 の システ ムで 使 用中 また は必 要 を 感 じ てい る状 態 で あ る
。 そ して,OS化 す るこ との効果 は

開 発 期間 が,ハ ー ドウ ェア との イ ンタ フ ェース を とる 部分 の ソフ トウ
ェア作成 負担が 軽 減 され る

こ とに より,従 来の1/2程 度 にな る こ とを 挙げ てい る
。 その他 の 効果 と して,ソ フ トウェアの

融 通 性 ・ 将来 の拡 張性 を 期待 して い る・ この結 果 か らみる と
,現 在,い くつか の機 種 に 臆 され

てい る 実行用OSが,利 用者 の要 求 を あ る 程度 満 た し てい る よ うで あ る
。

　 しか し な が ら,大 型計 算 機 のOSと 異 な って,マ イク ロ コン ピュー タの ハ ー ドウェ ア的制約 か

ら,OS機 能 モジ ュール を独 立 させ て 用 い る場合 の留 意す べ き 点が存 在 す る
。 以 下 それ に つ い て

示 す 。

① ・SとAあ 齢 瑠 意 す る こ と

　　 　 OSとAPの 命 令実 行 レベ ルが 同 一で あ る点,特 権 命令,ソ フ トウ ェア割込 機 能 が 不十分

　　 な点か ら,AP側 でOS機 能 に じ ょう乱 を与 え る こ とが あ る。

　　 　 した が って,OS機 能 を利 用 し た り,自 分 で 作 成す る場 合 には,お 互 いの 独立 性 を うまく

　　 保つ よ うに し て プログ ラ ミン グす る 必要 が あ る。

　　 　 こ の根 本的 な解 決 に は,ハ ー ドウ ェア の 進展 を 待つ 必 要が あ る。

　② 　 OS機 能の範 囲を十 分検討 す る こ と。

　　 　幾 分① とも関係す るが・OSは 作 成す る以 上,複 数 の入,複 数 の シ ステ ム で利 用 しなけ れ

　　 ば意 味 が な い。 したが って その マ イク ロ コン ピ ュー タで の最 大構 成,将 来 で の使 用形 態 まで

　　 考 慮 し て,OS化 の範 囲 を 決定 し な い と,結 局,シ ステ ム毎 のOS作 成 と い う事 態に なる。

米AP:Aplication　 Program　 マ イク ロ コンビ ュ ー一　]利 用 シス テ ム の 応用 面に 近 い ソ
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　 　 　 　 フ5ウ ェアの 意味 で,OSと い うハ ー ドウ ェア面に 近 いソ フ トウ ェ アと対 比 させ るた め

　 　 　 　 に 使 用 した 。

　 この よ うな留 意 す べ き点 は存 在す るがOS機 能 を切 り 出す 努力 に よ って,

　 (i)APの ハ ー ドウ ェア独 立性 が 高 ま り,ソ フ トウ ェアの 部i化,流 通 を促 進 す るこ とが 可能

　 　 と な る。

　 (ii)ハ ー ドウ ェ アに 近 い所(フ ァイル 入出 力 ソ フ トウ ェア他)が 作成 済 とな るた め,ソ フ トウ

　 　 ェア作成 期 間 が短縮 され,信 頼性 が 向 上す る。

　 とい った 大 きな効 果 が あ る。

　 メモ リ構 成,入 出 力機 器構 成 な どの 環 境 に柔 軟 に 対処で き るOSの 構 成 枝 術 の 発展 が 期待 され

る と こ ろで あ る。

　 ④ 開 発支援 シス テ ム

　 マ イ ク ロ コン ピュ ー タ利 用 シス テム を作 成 す るた め に は,ソ フ トウェ アの作 成 とハ ー ドウ ェア

の 作 成 が 並行 して行わ れ,最 終的 に両 者 を統 合 して試 験をす る形 態 が多 い。 マ イク ロコ ンピ
ュー

タの 利 用が,電 気 を専 門 と しな い層 に も広 ま ってい くこ と もあわ せ て考 える と,今 後急 速 に,様

々な レベ ルで の開 発支 援 シス テ ム の出 現 が予想 され る。(欧 米で は1980年 代 後半 で 大幅 に 開

発 支 援 シス テ ム市 場が 拡 大 す る との 予測 結 果が ある。)　 　 '

　 開発 支援 シ ステ ムは大 き く分 類 す る と次 の3つ の タイプ にわ かれ る。

　 　 　 　 　ソ フ トウ ェア作成

ハ ー ドウ ェ アテス 可 否

実時間で可 タ イ プ 　 　1< ‖

〃　 不 可

‡

皿

　 当 初 は タイ プll,皿 の シス テ ム が多 か った が,徐 々に タイプ1の シス テ ム も増加 し てい る。

　 また,対 象 マ イク ロコ ン ピ ュー タも1機 種 に 限 定 した 簡易 型 か ら,ボ ー ド交 換等 に よ り多機 種

に 適 応で きる もの まで,各 タ イプ で さ らに わ か れ て い る。

　 そ れぞ れ の タイプ の開 発 支 援 シ ステ ムが 独 自の思 想 を持 ち 市場 に参 入 し てい る 状 況で あ り,横

断 的 に眺 め て,自 社 の将 来 形に ふ さわ しい開 発 支援 システ ム を選 択 す る しか,明 確 な選 択 基準 は

存 在 しない。

　た だ現 在開 発 シ ス テムで 欠 け て い るの は,高 位 言語 と うまく組 合せ られ た システ ムが ない とい

う点で あ る。 大 す じ↓}τ高 位 言語 の ソー ヌ プ ログ ラム レベ ルで デ パグし,必 要 な 時 機械語 レベ ルで

デパ グに は い る とい った よ うな切 換 え を容 易 に 行 え る と開 発 効率 は飛 躍 的 に向 上す るで あ ろ う。

　 また複 数の マイク ロ コン ピ ュー タ利 用シス テ ムの デパ グも今 後要 求 が 顕 在化 す るで あ ろ う。
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4.1.4　 課 　 　題

　 　マ イク ロ コ ンピ ュー タの ソ フ トウ ェア を とり ま く問 題 点 は多 く,そ れ に対 応す る 努 力 もな され

　て は い る。 し か しなが ら,利 用 が 急激 に広 ま った こ とな ど に よ り,様 々な 課題 をか か えた ままで

　あ る こ と も事 実で あ る。 以下 に 今 後の 課 題 を述 べ る。

　 　(1)ソ フ トウ ェアの生 産 性 向上 の 努力

　 　ソ フ トウ ェ ア要 員 は急 激 に 増 え る もので は な い。 したが って,一 層現 要 員で の生 産性 向上 の努

　力 を は ら うべ きで あ る。 高 位 言語化 の促 進,ソ フ トウ ェア 部品 化 努力,ド キ ュメ ン ト作成 の標 準

　化,ソ フ トウ ェア部 品 の 流通 市場 の 形成 な どを図 って い く必要 が あ る。特 に 設計 技 術の 開発 が 急

　が れ る。

　 　② 標 準 化,基 準 化 の 努 力

　 　 マイ ク ロコ ン ピ ュー タ自身 は,プ ログ ラム可 能 な電 子部 品 だ とわ り きれ ば,各 社が 各 様 の仕 様

　の製 品 を 出す の は 当然で あ る。 しか し なが ら,そ れ を利 用 して シ ステ ムを作成 す るた めの 道具 に

　対 し ては,あ る程度 の標 準 化,基 準化 が必 要で あ る。 言語,開 発 シ ス テムな どに明確 な基 準が な

　 いた め,利 用 を ち ゅ うち ょした り,う ま く活 用で き な い ま まの言語,シ ス テム も多 いと思わ れ る。

　 　ソ フ トウ ェ アの 部品化,流 通 を図 る 意味で も,こ の あた りは 努 力す べ き項 目で ある。

　 　{3)教 育,普 及 活動

　 　マ イク ロコ ン ピ ュー タ産 業 は 我 が国 に適 した産 業の1つ で あ る。

　 　現在,即 戦 力 とな る ソフ トウェア要 員の 各 種養 成 機 関は存 在 す るが,ソ フ トウェ ア産業 を盛 り

　た て るに は,そ の 支援 を す る活動 も活発 化 しな け れ ば な らない 。 基礎 的 な ことを行 う システ ムハ

ウ スの 助 成策 な ども 必要 と考 え る。

　 　 また,我 が国 で欠如 してい る,ソ フ トウ ェアに対 す る価値 感 の低 さにつ いて も,改 め る努 力 を図

　 る必要 が あ る。確 か に ソ フ トウ ェアは コ ピーすれ ば,き わ め て 安価 に 同 じ情 報 を得 る こ とが で き

　 て し ま う。 それ で も良 し とす るの は,国 際的 に は 通 用す る まい。 また,ソ フ トウェ ア提 供側 の 努

　 力 と して は,悪 意 の コ ピ ーを 防止 す るた めの暗 号 化 フ ァイ ルの作 成 な どの 方法 を検 討す る必要 が

　 あ ろ う。

　 　い ずれ に せ よ,ソ フ トウ ェアの 作成 は人の 頭 脳 で大 半 行わ れ る こ とは事 実で ある。 ソ フ トゥ ェ

　 ア 作成 の た め の 関連 技 術 の開 発 努力 も 必 要な こ とで は ある が,同 様 に,入 の養 成 を 行 う努 力が 必

　 要 と思 わ れ る。 そし て,そ れ らを如 何 に行 うか が 今 後の 大 きな課 題で あ る と考 え る。
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4.2　 シス テム ハ ウ ス の課 題

　 　本節 で は,マ イ ク ロ コ ンピ ュ ー タ産業 の中 ℃ 　チ ップ メ ーカ と応用製 造 業 者 の 間 にあ って応 用製

品 開発 の 支 援業 務 を主 た る業 務 とす る シス テ ム・・ウス嚥 点 を当 て て
,マ イク ・コ ン ビ 。一 穂 業

の 振興 を図 る立場 か ら,現 状 の 課題 につ いて 分析 す る
。

4.2.1　 マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ 産 業 に おけ るシ ス テ ムハウ ス

　 (1}シ ス テム ハ ウス の 業務 内容

　　シ ス テ ムハ ウス の現 状の業 務 内 容は,基 本 的 に 次の4項 目に 集 約 で き る。

　 ① 　 支援 業 務

　　 　 　OEM又 は 支援 と し ての 応 用 商 品及 び応用 シ ステ ムの 開発 ・生 産 ・メン テ ナ ンス

　 ② メ ー カ とし ての業 務

　　 　 応 用商 品,応 用 シス テ ムの 開 発 ・生産 ・メ ンテ ナ ンス

　 ③ 　支 援 機 器 及 び シス テ ムの 開発 ・生 産 ・販 売

　 ④ 関連機 器及 び シ ス テ ムハ ウス の 開 発 ・生産 ・販売

　 個 々の シ ス テム ハ ウ スは,こ れ らの 全 てを行 ってい るわけ で は な く,い ずれ の項 目に 重 点を 置

くか に よ って,そ の 個性 が 出 て くる。 よ り具 体 的 示 す と
,各 々の シス テムハ ウ スは 次 の分 類の い

ずれ か に重 点を 置 い て経 営 を行 っていえ る。

　 ① 　 開発,設 計,生 産 　メ ンテ ナン ス

　 ② 　支 援,OEM,自 社 ブ ラ ン ド

　 ③ 単体 商品,シ ス テ ム部 品,シ ス テ ム,関 唖 機 器

　 ④ 専 門 業種 別

　　 　 　(工 作 機ME機 器,事 務機,自 販機 等)

　　 　 　(生 産 シ ステ ム,監 視 シス テ ム,伝 送 シス テム 等)

　 ② 　 システ ムハ ウス の 位 置 付け

　 マ イ ク ロコ ンピ ュー タ産 業 と い う大 き な業 界 の 中で,シ ス テ ム ハウ ス 業 を機 能 的観 点か ら概 括

的 に位 置づ け ると図4-2の ように と らえ る こ とが で き る。

　 マ イク ロ コ ン ピュ ー タ応用 専 門 企業 と し ての シ ス テ ムハ ウスは チップ メ ーカ と応 用製 造業 の 間

に あ って応 用 支援 業 務 を行 い,OEM商 品 を開 発生 産 す ると 共に 自社ブ ラン ドの 商品 の開 発,生

産 を行 って い る。

　 (3}シ ス テム ハ ウ スが 必 要 とす る技術

　 シス テム ハ ウ スは,図4-2に お け る,A,　 Bの 企業 群 とD,　 E,　 Fの 企業 群 との 間に あ って

機能する企業集団であるため次のような技術を必要とする。

　 ① マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タに つ いての ソフ トウェ ア,ハ ー ドウ ェア の技術

　 ② 　図4-2の 関連 機 器お よ び部品 　　 　 B群 つ い ての 知識 と技 術

　 ③ 応用 商 品 ・応 用 シス テ ムを利 用 す る場の 知識 ・技 術

■

,

●

一52一



④ シ ス テ ム分析 ・設 計 等シ ス テ ムエ ンジニ ヤ リン グにつ いての 知識 ・技術

A:半 導 体 メー カ

　　　1二㌶;㌫ 竺_品 認 〕

B:関 連 機 器 ・部 品 メ ーカ
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図4-2　 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関連 企 業 群
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　(4)シ ス テムハ ウス に期 待 され る役 割

　 現 代 の技 術 革 新 は主 として 大企 業 中心 に 展開 され て来 た。 基礎 技術,基 礎 産 業,巨 大 シス テ ム

産業,大 量需 要 産業 は大企 業 の努 力 に まつ もの が大 で あ ろ う。 しか しなが ら,高 度化 社 会 の多 様

化 す るニ ーズ に 対応 し よ うとす る時,大 企業 組 識 はたち まち 困惑 して し ま う場合 が 多 い。

　 大 量 需 要産 業 の ギ ャ ップ に 存在 す る無数 の少 量 需要 産 業,巨 大 産業 と巨 大産 業 の 間 に存 在す る

多 数 の業 際技 術産 業 や 複合 技術 産 業,学 会 の科 学技 術 を イ ンダス トリに 転移 す る領域 に於 け る産

学 協 同 領域 の産業 等 の 中に は,大 企 業 メ リ ッ トに 適合 しない もの が 多数 あ る。

　 マ イク ロ コ ンピ ュー タ産 業に 於 い ても以 上 の事情 は例 外で は な く,そ れ らの 仕 事 は小 さいか ら

こそ出 来 る中小 企業 と りわ け シス テ ムハ ウス に適 合す る仕 事 で あ ろ う。 シ ステ ムハ ウス は大 企業

に 比 し て優 る とも 劣 らな い技 術応 用 力 を蓄積 駆 使 し応用 商品 の 開発に 強 い 個性 を発 揮 し,知 識 技

術 集約 型 中小 企 業 とし ての役 割 を 果 し て行 か な けれ ばな らな い。

　 以 下 現 代 の産 業 と技 術 開発 の 流れ の 中 に 於け るシ ス テ ム ハ ウスの 役割`こつ いて述 べ る。

　 ① 中 堅 中小 企 業 とシ ステ ムハ ウ ス

　 　　 表4-1に 示 され る如 く中小 企 業 の 業種 は多 岐 に のぼ り,日 本 の就 業 入口 の85%,附 加

　 　 価値 の60%は 中小 企業 が 占め て い る。 ま さに 中小 企業 は 日本 産 業の 底 辺 を強 く支 え てい る。

　 　 しか し なが ら産 業 先 進 国 と して ます ます 発展 し てゆ く事 を考 え る時,そ の近 代 化,高 附 加価

　 　 値 化 が 急務 で あり,そ のた め の技 術 開 発 が 至 上命令 で あ り,こ の面 で の マイ ク ロ エ レク トロ

　 　 ニ ク スの寄 与は特 筆す ぺ く大 きい も のが あ る 。

　 　　 マ イク ロエ レク トロニ クス は広 くあ らゆ る業 種 に 応用 利 用 され浸 透 し てゆ く宿 命 を もち 今

　 　 迄 の 電化 産業 に於 け るモ ー タ機械 産 業 に 於 け るネ ジに例 え られ ま さに 産業 に於 け る米 と よ ば

　 　 れ て い る。

　 ② 異 業 種 交流 と シス テ ムハ ウス

　 　　 多 数 の単一 業 種 別産 業 は社 会的 分業 を司 りつ つ 生長 発展 し て来 た,又 単一業 種 別 産業 の 地

　 　 道 な 進歩 の 過 程に於 い て夫 々の技 術 開 発 が な され て来 た。 しか しなが ら社 会 の高度化 に伴 い

　 　 夫 々の 単一 業種 別 産業 の干 渉,複 合化,結 合 化 の 流れ は,当 然 の 現 象 とし て進ん で いる。 こ

　 　 の現 象は 高度 化 社会 の 辿 る ぺき 当然 の方 向で あ ろ う。異 業 種 技術 の 交換 交流 結合 に よ って産

　 　 業 は綜合 的 に合理 化 され 効率 化 され 高 附 加価値 化 され るで あろ う。特 に 後 ・中 進 国 の発展 と

　 　 産 業 の 国際 的 水平的 分 業 化 の方 向 を慮 る 時,先 進 国産 業 は異 業種 交流 に よる知識 産 業 や シ ス

　 　 テム 産 業の 方 向 に向 う必 要が あ ろ う。

　 　　 異 業 交流 に よる開発 商 品や 開発 シス テム の創 出`こは小 回 りの き くシ ステ ムハ ウス が果す べ

　 　 き役 割 は 大 きい 。

　 ③ 　業 際 技 術開 発 と シ ステ ムハ ウス

　 　　 単 一 業種 技術 と他 の単一 業種 技術 の結 合 を しよ うとす る 時 その ギ ャ ップ に介 在 す る 技術 の

　 　 開発 が 必要 で あ る,特 に シ ステ ムハ ウス はエ レク トロニ クス の技術 と他 の 業種 技 術 との結 合

　 　 の 場 こ於け る仕 事 即 ちマ イ ク ロエ レク トロニ クス を中 核 とす る業 際技 術の 開発 に かsわ る チ
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表4-1　 業種別 一覧
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製　造　業

　　食 料 品 工 業:缶 詰製造業　清涼飲料製造業　冷凍水産物製造業　水産練製品製造業　食用精製油脂製造業　味噌製造業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めん類製造業　　　　　　　　　　 醤油製造業　酒類製造業　精麦業　製茶業　菓子 ・パン製造業　製始業　つけ物製造業

　　　　　　　　　　 製粉製造業　 ソース製造業　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

　　繊 維 工 業:製 糸業 撚糸業 毛紡績業 製綿業 綿スフ織物製造業 網人繊織物製造業 合成繊維織物製造業

　　　　　　　　　　 毛織物製造業　毛布製造業　タオル製造業　メリヤス製造業　被服製造業　繊維製 ロープ製造業

　　　　　　　　　　 漁網製造業　繊維製衛生材料製造業　染色工業

　　製材 ・木製品工業　製材業　合板製造業　木箱製造業　スキー製造業

　　家 具 ・建具工 業　家 具製造業　木製建具製造業　木製キャビネット製造業

　　紙 ・紙加工品工業　機械漉和紙製造業　ダンボール原紙製造業　紙器製造業　紙製衛生材料製造業　紙製品製造業(ノ ー ト・

　　　　　　　　　　 封筒)

印 刷 ・製 本 業

化　 学　 工　 業
ゴ ム製品製造業

皮 革製品製造業

窯

非 鉄 金 属 工 業:ア ル ミニ ウム合金製造業

鋳 鍛 造 品 工 業:鍛 工品工業

金 属 製 品 工 業:み がき棒綱製造業

機 械器具製造業:金 属工作機械製造業

電気機械器具製造業:産 業用電気機械器具製造業

輸 送機械製造業:自 動車部品製造業

精 密機械 器具製造業:計 量器 ・測定器 ・試験機製造業

そ の 他 製 造 業:プ ラスチ ック成型工業

　　印刷業　写真製版業　製本業

　　染料製造業　石鹸製造業　塗料製造業　医薬品製造業　工業薬品製造業　接着剤製造業

　　ケ ミカル履物製造業

　　機械靴製造業　鞄 ・袋物製造業

業:建 材製品製造業　陶磁器製造業　ガラス製品製造業　ろう石 ・クレー製造業　石灰製造業　研削砥石製造業

　　研磨布紙製造業　砕石製造業　磁邸鉄器製造業 、

　　　　　　　　　　　　　 軽金属圧延業　軽金属製品製造業(ア ルミ製ナペ、ケットル等)　 伸銅工業

　　電線製造業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　　　　　　鋳物工業

　　　　　　　　　　　作業工具製造業　鉄骨 ・製缶工業　プレス工業　ねじ製造業　ばね製造業

　　鋼 製建具製造業　金属洋食器製造業　銅製家具製造業　ブリキ缶製造業　建築金物製造業　メッキ工業

　　熱処理加工業　 ドラム缶再成 ・修理業

　　　　　　　　　　　　金属加工機械製造業　産業機械製造業　歯車製造業　金型製造業

　 ,バルブコック製造業　 ミシン部品製造業　内燃機関部品製造業　機械器具加工業

　　　　　　　　　　　　　　　 電球 ・照明器具製造業'通 信機器 ・同部品製造業

　　　　　　　　　　　自動車車体製造業　鉄道車輌部品製造業'自 転車製造業　船舶製造・修理業

　　産業用運搬車輔製造業

　　　　　　　　　　　　　　　　　 写真機 ・同部品製造業　時計 ・同部品製造業　医療用機械器具製造業

　　　　　　　　　　　　　マワチ製造業　眼鏡製造業(わ くを含む)　 楽器製造業

●

卸　売　業

　　繊 維 卸 売 業:織 物卸売業　繊維製品卸売業　繊維雑品卸売業

　　食 料 品 卸 売 業:砂 糖 ・食料品卸売業　生鮮食料品卸売業　酒類卸売業　缶詰 ・びん詰卸売業　菓子卸売業 ・

　　そ の 他 卸 売 業:靴 卸売業　ゴム履物卸売業　鞄 ・袋物卸売業　 日用品雑貨卸売業　医薬品卸売業　金物卸売業

　　　　　　　　　　 紙 ・紙加工品卸売業　石油製品卸売業　『文房具卸売業　 自転車卸売業　電気器具卸売業　化粧品卸売業

　　　　　　　　　　 陶磁器 ・ガラス器卸売業　家具卸売業

一"55;　 '一



小.売 業

　 繊 維製品小売業:呉 服小売業　紳士服小売業　婦人 ・子供服小売業　洋品小売業　洋品雑貨小売業　衣料品(総 合)小 売業
　　　　　　 　　　 寝具小売業

　 食 料 品 小 売 業1食 料品(総 合)小 売業　酒類小売業　精肉小売業　鮮漁小売業　青果物小売業　パン・菓子小売業
　　　　　　 　　　 穀類小売業　茶小売業

　 身の回り品小売業　靴小売業　履物小売業　鞄 ・袋物小売業　医薬品小売業　化粧品 ・小間物小売業
　 燃料 ・石油小売業　石油製品小売業　燃料小売業

　 家庭耐久品小売業　家具小売業　金物 ・荒物小売業　陶磁器小売業　電気器具小売業

　 文 化 品 小 売 業　書籍小売業　文房具小売業　スポーツ用品小売業　時計 ・メガネ小売業　 自転車小売業

　　　　　　 　　　 カメラ・写真材料小売業　玩具小売業　楽器 ・レコー ド小売業

,

その他販売業

　 スーパ ーマーケッ ト

　 コンビニエンスス トア

　 食 鳥 肉 販 売 業

　 氷 雪 販 売 業

　 塗 料 販 売 業

　 木 材 販 売 業

　 建 築 材料 販 売 業

　 農 機 具 販 売 業

　 機 械器 具 販 売 業

　 機 械 工具 販 売 業

　 肥料 ・飼料販売業

　 自 動 車 販 売 業
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　 ヤン スが多 く,叉 これ な く しては 真の 応 用発 展 は 期 し難 い,シ ス テム ハ ウス は複 合捗 術化,

　知識 産業化 時 代 で の新 しい業 種 とし て発 展 す る に有利 な立 場 に立 っ て い る。

④ フ ァイ ン テ クノ ロジイ とシス テ ムハ ウス

　 　国 際 社会 に於 け る工 業 先進 国 と して の 日本 に と って フ ァイ ンテ ク ノ ロジイの 期 待 は大 き い,

　 日本的 シス テ ム ハ ウス業 界の 発展 と繁栄 は こ の方 向 に 大 きく寄 与 す るもの と思 う。

4.2.2　 シ ステ ムハ ウス 業 界 振興 の ため の課 題

　 　マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産業 の 振 興 を図 るた めに は,次 の 基本方 策 が期 待 され る。

　 ① 技 術 開発 の 促進

　 ② 普 及 啓蒙 の 推 進

　 ③ 　 人材 の養 成

　 ④ 応 用援 助 体 制 の 整備(シ ス テム ハ ウス等)

　 　こ こで は,特 に システ ムハ ウス と直接 関係 の ある④ に つ いて,シ ヌ テム ハ ウス業 の立 場 か ら望

　し い方策 につ い て述 べ る。

　 {1)業 種 別 ニ ーズの 分析 と把 握

　 表4-1に 示 した あ らゆ る業 界,業 種 に於 いて マ イク ロエ レク トロニ クスの 応用利 用 が要望 さ

れ てい るが ど こか ら手 をつ け て よいか 多 くの方 々が 迷 って い るのが現 状で あ る。 そ こで業種 毎 に

その業 態業 務 の 実状 を分 析 し,合 理 化,効 率 化,高 附 加 価値 化の 手段 方法 にっ いて,叉 そ のた め

の シス テ ム 改善,シ ス テム開 発,商 品 開発,設 備 開 発 等に つ い て の方 向 を明 らか に す る事 がの ぞ

　ましい。

　 そ の 上で マ イ ク ロ エ レク トロニ クス の導 入応用 技 術 の開 発 等につ い て 対話す るの が のぞ ま し い。

　 ② 　 シス テ ム ハ ウス の人材 投 資へ の 支援

　 各方 面 か らの 応用 ニ ーズ に 答 え るた めに,シ ス テ ムハ ウ スの技 術者 の質 的 向上 と共に量 的 拡大

が 急務 で あ る。 ほ とん ど の シ ステ ムハ ウスは仕 事 に忙 殺 され て いる のが 現 状で あ る。

　 し か し なが ら思い き った 技術 者 の増 員 には経費 投 資 を伴 い 経営 基盤 の 弱 い シス テ ムハ ウスに と

っての 頭 の痛 い 問題で あ る。 戦 後産業 の復興 と発展 の た め 生産設 備等 の 導 入に つ いて は種 々の 支

援が 法的 に 与 え られ て来 た 。 今 正に シス テム ハウ スに と って も知 識産 業 に とっ ても人 的 資源 こそ

は知 識 産 業生 産 の 財(設 備 とは いわ ぬが)で あり,マ イ ク ロエ レク トロニ クスの全 産 業 に与 え る

効 果が 今や 各 界に認 識 され て い る時,何 らか の支 援 策 を講ず る事が 急 務で はなか ろ うか?

　 {3}産 学協 同

　 マ イ ク ロエ レク トロニ ク ス の 応用 産業 は研究 者,技 術者 の アイ デ ィアや知 識 労働 が主 と な る産

業 で あ る。 また 設 備産 業 に 比 して 資本 投 資 の軽 い,知 識 集約 産 業 で比 較 的 に小 回 りが 効 く産業 で

あ る。 シス テ ム ハ ウスが 知識 集 約型 技 術 集団 で あ るな らば大 学研 究所 は,知 識 集 約 型 研 究 技 術

集 団で あ り,そ の意 味 に於 い て極 め て似た 条 件 を もつ て い る。 しか し な が ら,シ ス テム ハ ウス の

経 営 基盤 は弱小 で あ り,研 究 へ の 長期 投資 が 出来 に くいの み な らず,し ば しば 日進月 歩 の技術 に
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っ い てゆけ ない場 合 が あ る,そ の反 面 商 品 の 開発生 産へ の 実技tこ 長じ てい る。 従 って大 学研 究所

と シス テムハ ウス は相 補 的 で あ り,産 学 協 同 は極 め て効 果 を発 揮す ると思われ る。(・例:近 畿 シス

テ ムハ ウス 協会 と 自動 制御 学 会 と の協 力 関係が 推 進 され てい る。)

　 (4}マ イ クロエ レク トロニ クス,コ ミュ ニ ケー シ ョン プ ラザ の設立

　 マ イ クロエ レク トロニ クス応 用 の 有 効 な促 進iをはか る ため,産 学 官 協同 の コ ミュニ ケー シ ョ ン

プ ラザ が設 立 され る事 が望 ま しい。

β

■

●
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第5章 　 マ イ ク ロコ ン ピュ ー タ産 業育 成 の 視 点

5.1　 シ ス テ ム ハ ウ ス 育成 の ため の経 済的視 点

■

　 は じめ に

　 集積 回 路技 術 発 展 過 程 の途 上 で,1971年 にLSIの 一 種 と しての マイ ク ロコ ン ピュー タが 商

品化 され て以 来,僅 か10年 の 間に そ の応 用分 野 は急 速 に拡 大 し,そ の 人 類社 会 に及 ぼす 影響 力 の

大 き さは,"第2次 産 業革 命"と も言 わ れ る程 に 至 って いる。 それ に伴 って,そ の 特 異 な技 術的 特

性 か ら,従 来 の メイ ン フ レーム 中心 の 「コ ン ピュー タ産業 」 とは 別 に,　 「マ イク ロ コン ピ ュー タ産 ・

業 」 と呼 ばれ る 独立 の 産業 活 動 分 野が 形成 され よ うと して い る。

　 そ の実 態は 未 だ活 動 的で あ り,統 計的 把握 も殆ん どな され 得 な い状 態 にあ る が,こ の 活動 分野 が

今 後 の産業 社 会`こ占め るで あ ろ う位 置,更 に はそれ が も た らす で あ ろ う社会 経 済的 インパ ク トの 大

き さを 考 え る とき,そ の健 全 な 発 展 を図 る こ とは,将 来 の 国民 経 済の発 展 と国 民福 祉 の 向 上 にと っ

て 極 めて重 要 な 課題 の一 つ とな る で あ ろ う。

　 そ の よ うな政 策 的 課 題 の検 討に 際 して は,そ の前 提 と し て,当 該産業 の 範 囲や 活 動内 容につ いて

の 概 念 を 明確 に す る こ と,他 の諸 産業 か ら区 別 され る経 済的 特 性 を明 らか に す るこ と,更 に産 業 と

して の具 体 的 な ピヘ ィピア を実 証的 に 把握 す る こと,な ど の作業 が 不可 欠 とな る。

　 本稿 は,今 後,こ の よ うな作 業が進 め られ る一 つ の 足 掛 り と して,マ イ クロ コ ン ピ ュー タ産 業 の

概念 規定 に 伴 う経済 的 特性 の 検討 と産 業 政策 上 の問 題 点 を議 論 す る際 の枠組 み を考 えよ うとす る も

の で あ る。

5.1.1　 マ イ ク ロコン ピ ュー タ産 業 の 範 囲

　 {1)マ イ ク ロ コン ピ ュー タ

　 　まず,言 葉 の定 義 か ら 入ろ う。 今 日,マ イク ロ コン ピ ュー タは"マ イ コン"と 略称 され てお り,

　こ の"マ イ"が"micro-"の 他ce,"my"の 語 感 を持 つ と ころか ら,そ の 定 義 は益 々混乱

　 を増 して い る状況 に あ る。 こ こで は一応,次 の よ うに規 定 して,以 下 の分析 の 前提 とし て の概 念

■

を 明 らかに して お く。 LSI技 術 を用 い て シ リコ ン単 片 上に コン ピ ュー タと して の中 央演 算

処 理機 能 を持 つ よ うに作 られた も のが 「マ イク ロプ ロセ ッサ ー」 であ り,こ れ を 中心 として メ モ

リー,1/0イ ン ターーーーフ ェー スの 各 機 能 をも 含 む よ うに 作 られた もの が 「マ イク ロコ ンピ ュー タ」

で あ る。 この他 に も,異 った 定 義が 行な われ て い る場 合 もあ り,例 え ば,こ こで 定義 した マイ ク

ロ コ ン ピュ ー タは マ イ ク ロプ ロセ ッサー と呼 ばれ る こ ともあ る。

　 この マ イク.ロコ ン ピュ ー タの1/Oイ ン ター フ ェース を介 して各種 の 機器 が接 続 され る こ とに

よ り,多 様 な マ イク ロコ ンピ ュー タ応 用 製品 が作 られ るわ けで あり,例 え ば,CRT(ブ ラウ ン

管)や キ ーボ ー ドな どの情 報 入出力 装 置 が接 合 され て単体 製 品 とな った もの が俗 に パ ーソ ナル コ

ン ピ ュー タ と呼 ばれ て い るも ので あ る。 従 って,こ の 単 体製 品 を"マ イ(MY?)コ ン"と 呼 ぶ
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な らば,そ れ は 本稿 で定 義す る"マ イ(MY-)コ ン"に は属 さ ない。

　 ② 　マ イク ロ コン ピュー タ産 業

　 この よ うなマ イク ロ コ ンピ ュー タ は,集 積 回路技 術 が1/4イ ン チ角 の シ リコ ン単 片 中に数 千

個 の デバ イス を 埋 め込 む まで に 高度 の発 展 を遂 げ る こ とに よ って 実現 され た もので あ るが,今 や

数 十 万 個か ら百 万個 に も及 ぶ 集積 度 を持 ったVLSIの 時 代 に 入 ろ う とし てい る。

　 これほ ど まで に発 展 したLSI,VLSIを 製 造 し得 るた め に は,膨 大 な設 備 投 資 を賄 い得 る

資 本 力 と総 合 的な 技術 力 と を備 え る こ とが不 可 欠で あ り,更 に収 益力 を維 持 し得 るだけ の 製品 販

路 を保 持す る こ とが 必 要 とな る。従 って,今 日,LSIの 一種 と して の マ イク ロ コ ン ピ ュー タの

製 造 企 業 は,わ が国で はす べ て総 合 電 機 メー カ ー と呼 ばれ る大 企 業で あ り,こ れ ら は俗 に"チ ッ

プ ・メー カ ー"と 呼 ばれ て い る。

　 マ イク ロコ ン ピュー タ産 業 を 形成 す る主 要な一 翼 は これ らのLSIチ ップ ・メー カ ーで あ るが,

こ の企 業 グ ルー プ を マイ ク ロコ ン ピ ュー タ応用 機 器 メ ーカ ー に技術 的 に接 合 す る役 割 を果す もの

と して,新 たに 「シス テ ム ハ ウス」 と呼 ばれ る企業 集 団 が 形成 され て きて い る。 これ は,マ イク

ロコ ンピ ュー タを各種 の 支 援機 器 と結 合す る ことに より,一 般 に特 定 分野 に限 定 され ない広 汎 な

マ イク ロコ ンピ ュー タ応 用製 品 を設 計 ・開発 し,生 産,販 売,客 先で の メ イ ンテ ナ ス等 を行 う こ

と を主要 業 務 とす る もの で あ る。 そ こで は,ハ ー ドウ ェ ア と して の応 用製 品 の開発 だけ で な く,

客 先 の 具体 的 ニ ーズに 側 し た利 用技 術,す なわ ち ソ フ トウ ェアの製 作 も主 要 な業 務 とな る こ とは

言 うまで もな い。

　 これ らの 二つ の主 要 な 生産 活 動分 野 に,CRT,キ ーボ ー ドな どの コ ン ポーネ ン ト,更 に,表

示素 子駆動 回路,プ リン タ駆 動 回路　 A-D,D-Aコ ンバー ター,オ ペ レーシ ョ ン ・アンプ な

どの周 辺機 器 を 製 造 供給 す る企 業 グ ル ー プ を も含 め て,マ イク ロコン ピュ ー タ産 業 は次 の よ うに

構 成 され る と考 え られ よ う。

　 A.{a)マ イ ク ロコ ン ビ"一 夕製 造 企業(チ ップ ・メー カ ー)

　 　 　 {b)応 用 支援 機 器製 造企 業

　 B.　 　 マ イク ロ コン ピュー タ応 用専 門企 業(シ ス テ ムハ ウス)

　 こ こで 注 意 しなけ れ ば な ら ない こ とは,同 じく マ イ ク ロ コン ピ ュー タ産 業 を構 成 す る もの と規

定 され なが ら,AとBと はそ の 生 産活 動 の性 格 が全 く異 って い る点 で あ る。 前者 の グル ープ は電

子 応 用装置 ある い は電 子機 器 用部 分 品 製 造業 とし て製 造 一般 と何 ら異 っ た産 業 特性 を持 つ もので

は な いが,後 者 の企 業集 団 は開 発 活 動 を主要 業務 とす る もので あ り,利 用 技 術 の 製作 を も含 めて,

そ の生産 活 動の対 象 は,い わ ば 電電情 報 財"に あ る と言 うこ とが で きる。 この 点 は,マ イ ク ロコン

ピ ュー タ産 業育 成 の 政策的 論議 の上で も極め て重 要 な 経済 的 合意 を持 つ も ので あ り,こ れに つ い

て は章 を改 め て 検討 す る こ とに し よ う。

5.1.2　 システ ムハ ウ スの経 済 的特 性

　 (1}開 発企 業集 団 とし ての 性 格
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　 前述 の よ うに,シ ス テ ムハ ウスの 産業 界の 役 割 は,い わ ば汎 用部 品 と して大 量 生 産 され るマ イ

ク ロ コン ピ ュー タ を用い て,そ の機 能 を新た な 分 野に 適 用す る製品 を開発
,設 計 し,利 用 技術 を

付加 す る こ とに よ って 広 汎 な分 野 の ユ ー ザーの ニ ー ズ を満 足 させ るこ とに あ る。 そ して
,ハ ー ド'

ウ ェア と して客 先 に納 入す る製品 その も の は外 注 によ って生 産す るの が 普通 で あ る
。

　 一般 の製 造業 にお いて も,新 製品 開発 活動 は 日常行 って い ると こ ろで あ り,技 術 集 約的 産 業 に

お け る程,そ の 活動 の パ ー フ ォー マ ンス は収 益性 と成長 性 を左右 す る最大 の 要因 の一 つ とな
って

い る。 そ して,そ こに お いて は,新 技術 開 発 に対 する報 酬 は ,一 般 に二 様の 選択 的 方 法に よ って

得 る こ とが で き る。 一つ は,そ の新技 術 を特 許化 し て 公 開し,独 占的 に 技術使 用 料 を設 定 す る こ

とに よ り その使 用 料 を得 て他 企 業 に も使 用 させ る ことで あ り,も う一 つは,自 社 の開 発 した そ の

新技 術 を 自社内 に 専有 して 製 品生 産 に使 用 し,そ の 製品 市場 にお い て独 占的 地 位 を獲 得 す る とい'

う方 法 で あ る。 前者 の場 合 に は,新 技 術 を購 入 した 企業 が 製 品市 場 での 競争 企業 とな り
,開 発 企

業 に と って その市 場 での利 潤 は減少 す る一 方,新 た に技術 使 用料 が収 益 に加 わ り,後 者の 場 合 に

は.製 品市 場 に お い て開 発企 業 として の独 占利 潤 を 獲得 す る ことにな る。 す なわ ち
,一 般の 製造

業 に お い ては,こ の よ うな いず れか の方 法に よ って新技 術開 発 の ため の投下 資 金 の 回収 とい わ ゆ

るtt創 業 者 利潤"の 獲得 とが 図 られ るわ けで あ る。

　 と こ ろが,シ ス テ ムハ ウ スの場 合 に は その主 要 業 務 は マ イ クロ コン ピュー タ応 用 製 品の 開発,

設 計に あ り,一 般に は,そ れ に 基づ い て特定 製 品 の 量産 活動 は行 な わな い。(そ れ を 行 うに 至
っ

た企 業 は,既 に シス テ ムハ ウス とし て の企 業 集団 か らは 離脱 し,一 般の 製造 業 へ移 行 す る。)そ

れ のみ で な く,シ ス テ ムハ ウスに よる新 製 品開 発 の成 果は,そ の 技術 的性 格 上,一 般 に 特許 の 対

象 とは な ら ない。 ま た,た と え特許 の 対象 と され た として も,技 術 的 変 革 の激 し く進 展 す る この

分 野 に おい て は.特 許制 度 の利 用 その もの が 現 状 に おい て は無 意味 なもの とな る
。

　 この よ うに 考 え ると,シ ス テ ムハ ウスに よ る具 体 的 な生 産物 はマ イク ロコ ン ピ ュー タ応用 製品

に 関す る設 計図 で あ り,そ れ に 基づ い て組 立 て られ た 製品 を客 先の ニー ズ1こ適 合す る ように動 か

す た め の ソ フ トウェ アで あ り,ま た 客先 に お い て製 品 の納 入に 伴 って 提供 され る技術 的 サ ポ ー ト

で あ る。 そ して,こ れ らは す べて 需 要 面で の不 可専 有 性 を持 った情 報財 であ る こ とが 判 る
。 従 っ

て,そ れ は 公共財 的性 格 を 強 く持つ 財で あ る と ころ か ら,特 別の制 度的 あ る いは 政策 的 配慮 な く

し ては,自 由市場 にお い て この種の 生 産活 動 を私企 業体 制 の下に 維 持す るこ とは
,理 論 的に は 困

難 で あ る と言わ な けれ ばな らな い。 新製 品の 開 発に よ って あ る企業 が 市 場で優 位 を維 持 し得 る の

は,他 企 業 に よる 模倣 が 行 なわ れ る まで の僅 か な期 間の みで あ り
,そ の 短期 間 にお いて 開発 の コ

ス トを 回収 しなけれ ば な らず,い ずれ に し ても,他 の事情 を考 慮 し ない 限 り,シ ス テ ムハ ウス に

と って経 営 基盤 の確 立 を図 る こ とは容 易で はな い と い う本 質的 な問題 が 存 在す ると言え よ う
。

　 ② 　情 報 財生 産 活動

　 前 項 で,シ ス テ ムハ ウス の生 産 活動 の本 質 はマ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 製品 の 開 発 と い う,い

わ ば ひ情 報財"生 産 活 動 に あ る こ とを 見た。 す な わ ち,シ ス テ ムハ ウ スは この点に お い て
,物 的

な 財を生 産活 動 の 対象 とす る一 般 の製 造業 とは 本 質的 に異 った特徴 を持つ も ので あ り,こ の こ と

か らシス テム ハ ウス独 特の 産 業構 造 が 形成 され,そ れ 特有 の市 場行動 も現 出さ れ る こ とに な る。
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また,産 業 政 策の 面 に お いて も,こ の特性 を踏 まえた 配慮 が必 要 と され よ う。 こ の よ うに,シ ス

テ ムハ ウ スの 情報 財生 産 企 業 として の特 性 は 極 めて 重要 な視 点 とな るた め,以 下で は その 内容 を

も う少 し深 く分析 してお く こ とにす る。

　 まず,ひ 情 報"と い う概 念 に つ いて,そ の哲 学 的詮 索 は別 に して,経 済的 分析 に 必要 な限 りで

考 え る と,そ の 内容 は次 の よ うに規 定 され て よいで あ ろ う。 一 般的 な意 味 と して は,情 報 とは「人

間 の内 心 に生 ず る認 識現 象で あ って,そ れ に よ って 選 択行動 の範 囲が 縮少 され る もの 」 であ る。

そ して,経 済 分 析 上,明 確 に してお か ね ばな らな い 点 として,第 一 に,こ こで い う 「情 報 とは,

他 人 に伝達 可 能 な形 をと った も の のみ を指す こと にな る とい う ことが 指摘 され る。 何 故 な らば,

われ わ れ の規 定 か ら,情 報 とは 「受 け 手」 の選 択行 動 の 資料 とな るも ので あ るか ら,必 然 的に 伝

達 され る こ とが 予定 され て い るか らで あ る。 シ ス テム ハ ウス の場 合 に 実 際に 客先 に 納 入 され る も

の は マ イク ロ コ ン ピ ュー タ応 用機 器 とい う有 体物 とし ての 製品で はあ るが,先 に も述べ た よ うに,

そ の製 作 自体 は一般 に シス テ ムハ ウ ス外 で 為 され るので あ り,シ ス テ ムハ ウ ス とし ての 「生 産」

活 動 は そ の製 作 を具 体的`ご指 示す る設 計 を考 案 し,そ れ を伝達 可能 な形 に図 面化 す る こ とで あ り,

客先 に 対 す る製 品の使 用書 を 作 成す る こ とで あ る 。 そ して,後 者`こは広 義 では プ ログ ラム などの

ソフ トウ ェア製 品 も含 まれ る と考え て よいで あ ろ う。

　 第 二 に,わ れ われ の い う 「情 報 」 とは,人 間 が 選択 行 動 を とるに当 って その意 思決 定 の材料 と

な る も ので あ る。 目的達 成 の た めに とる べ き行動 が 確定 して い る場 合 に は,何 らの情 報 も不要で

あ るが,日 常 の意 思 決定 に 際 して は,ど の よ うな 状 態が 発生 す るか に ついての見通 しが不 確 実であ

るのが 一般 的 状 況 とい って よ い。 この よ うな 状況 の 中で,意 思決定 の 材 料 とな るも のが 「情 報 」

で あ り,つ まり,そ れ は 目的 達成 に奉 仕 す る手段 と して 役立 て られ る。 この情 報 の提 供によ って,

実 際 に生 ず る状態が 完 全 に確 定 され る とは 限 らず,一 般に は,不 確 実性 の程度 は 減 って も完 全 に

は 確定 しな いの が 普通 で あ る。 この 点 は,シ ステ ムハ ウスの情 報生 産活 動 を,い わゆ る"シ ンク

タ ンク"な ど に よ る社 会経 済 的予測 情 報 の 生 産 活動 と区 別 す る上 に重 要な視 点 とな る。

　 「情 報 」 の証 明 の際 に,そ の概 念 の 中心 に は 「受 け 手」 が あ り,し か も 「伝 達 」 と い う行為 が

密 着 してい る こと を述べ た が,一 般 的 に情 報 の生 産活 動 とは,「 送 り 手」 の側 の認 識 行 為か ら 「受

け 手」 に 「伝達 」 され る まで の一連 の プ ロセスか ら成 り立 って い る と考え られ る。 そ して,こ の

プ ロセ スの な か にお け る生 産活 動 の重 点の 相違 に よ って,情 報 の生 産 活動 を二つ に 大 別す る こと

が で き る。 一 つ は,「 送 り 手」 の認 識 行為 に 生 産活 動 の 重点 が 置 か れ てい る もの で,狭 い意 味 の

情 報生 産 で あ り,こ れ を 「第1種 の情 報生 産 活動 」 と呼 ぶ こ とに し ょう。 シ ス テムハ ウス の活動

は この 範疇 に 入 り,そ の他 に一般 の 研 究開 発 活 動,コ ン ピ ュー タ ・ソフ トウ ェアの 作 成,社 会 経

済 的調 査活 動(予 測 情報 の作 成 も含 まれ る)な どが あげ られ よう。

　 第 二 の情 報 活動 は,そ の重 点が 「伝 達 」活 動 に 置か れ るもの で あ り,こ れ をわ れわ れ は 「第2

種 の情 報生 産 活動 」 と名 付け る こ とにす る。 これ に属 す るも の と し ては,電 信 ・電 話,デ ー タ通

信 な どの 文字 通 り 「伝達 」の み を業 務 とす る活 動 の他 に,　 「情 報 」 を 加 工 し伝 達す る教育,マ ス

コ ミ,出 版,広 告 な ど を含 め る こ とが で き よ う。
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　 (3)　 「情 報」 の 特性 と シス テ ムハ ウス の位 置付 け

　 これ まで 規定 して きた 「情 報 」 と い う新 しい 財に は,従 来 の 経済 理論 の 対 象 と され ていた 「財

貨 ・サ ー ビス」 と は異 った幾 つ かの 特 性 がみ られ る。 それ らめ 中で,こ こで は シス テ ムハ ウスの

経 済的 特性 を明 らか にす る た め に 必要 と考 え られ る二つ の 性 質の みに 注 目す る ことに し ょう。

　 そ の第 一 は,　 「情 報 」 に は一 般に 「不確 実性 」 が付随 す る とい うこ とで あ る。 そ の不 確実性 は,

「情 報 」の生 産 プ ロ セス に お い て と,生 産 された 「情 報財 」 その ものの 内 容 につい て との両 面 に

存 在す る。 つ ま り,情 報 の 生産 活 動 に おい て は,テ レビ とか 自動車 の生 産 プ ロセ ス にお ける とは

違 い,一 定 量 の人 員 と資材 と生 産 設 備の 投 入 に よ って,あ る一 定 量の 生産 物 が 確実 に得 られ る と

い う保 障 は な い。 この こ とは,特 に基 礎 的 な研 究開 発 活動 な どにつ いて 考 えれ ば容 易 に了解 され

よ う。 シ ス テムハ ウス に お いて も,過 去 に蓄 積 され た ノ ウハ ウの利 用で きない よ うな漸新 な プ ロ

ジ ェク ト程,生 産 の 不 確実 性 は大 で あ ろ う。 この点,開 発 ・試 作 段階(こ れ は 「情 報 の生産 活動 」

で あ る)を 経 て,量 産 過程 に あ る物的 生 産 活動 におい て は,こ の よ うな 不確 実性 は殆 ん ど存在 し

な い と言 って よい(品 質 管 理 技 術 の高 度 に進 ん で い るわ が国 で は 旬 更で あ る)。

　 また,生 産 さ れ た 「情 報 」 が はた して ど の程度 の効 用 を需 要者 側 に もた らす か も一般 に は不確

実 であ る。(こ の こ とは,不 確 実な 状 況 の下 で は じめ て情 報 が 意味 をもつ とい うこととは別 の こ と

で あ り,情 報 そ れ 自体 の 不 確 実 性で あ る。)従 来 の財 貨 ・サ ー ビスの 取 引に 際 して は,そ の 内容

に 不確 実性 が あ る こ と は許 され な いが,今 日,経 済機 構 に組 み 入れ られ てい る情 報 とい う財に 関

して は,そ の内 容に 不 確 実 性 の伴 うこ とが しば しば暗 黙 の うち に認 め られ た 上で 取 引の 対 象 と さ

れ て いる。 上述 の 「情 報 の 生 産」 活 動 の分 類に つ い て言 えば,こ の よ うな 不確 実性 は 「第1種 」

の情 報生 産 に つ い て 高 い と言 え よう。　 「第2種 」 の情 報生 産 活 動 は　 情 報 伝 達の 正 確性 と迅速 性

を 目的 とす る もので あ るか ら,そ の 生 産物(=正 確 ・迅 速 な情 報 伝 達 とい う用役)に は,そ の取

引 過程 に お いて 不 確 実性 の存 在が 黙 認 され て い る とは 言 えな い。 す な わち,こ の 点`こ関す る限 り,

「第2種 」 の 情 報生 産 活動 は一 般の サ ー ビス生 産活 動 とな ん ら異 な ると ころ はな い。

　 この よ うに 「第1種 」 の情 報生 産 は 不確 実性 の 高 い も ので あ るが,そ の生 産形 態 の 特徴 に よ っ

て さ らに2種 類 に分 け る こ とが で きる　 一 つ は,生 産 され る情 報財 の内 容が その 性 質 上,実 験 可

能 な もの で あ るた め,一 般 に 十分 な テ ス トを 経 て生 産 され る もので あ る 。 これ は 自然 科学 的情 報

で あ り,研 究 開 発 活動 の 成 果,建 築 設 計,コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラム な どが この 種の情 報 財 に 属

す る。 これに 対 し て,も う一 方 は,そ の性 質 上,実 験不 可能 な もので ある と ころ か ら,生 産 過程

で 十 分 なテ ス トが 行 な われ な い まま市 場 に送 り出 され る情 報 で あ る　 社 会 科学 的 情報 はす べて こ

れ に 属 し,社 会 科 学 の 基礎 研 究,社 会 経 済的 予測,経 営 コ ン サ ルテ ィング な どが その 具 体例 で あ

る。

　 と こ ろで,〉 ステ ム ハ ウス の活 動 につ いてみ る と,そ れ は性 質 上,実 験 可 能な も ので あ るか ら,

当然,　 「第1種 」の情 報 生 産 中 の 前 者に 属す る こ とに な ろう。 そ し て,そ の製 品 は客 先 の要 求 を

満 すべ く,相 当の テ ス トを経 て 納 入 され るに相 異 な い。 しか し,そ の 過 程 を経 て も,な お,客 先

の 要 求 を完全 に 満 し得 な い こ とも生 じ,そ の際 に は,そ の 要求 基準 を満 たす べ く,再 度,製 品 の
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改 良が 要請 され る こ とも少 な くな い で あ ろ う。 この よ うに,シ ス テ ムハ ウスに お いては,そ の 生

産す る情 報 財が 実験 可能 な性 質 を も つが 故 に,市 場で の 取 引にお いて,製 品 として の不 確 実性 を

可 能 な 限 り除去 す る ことが 要 求 され る とい う厳 し さが つ き まと うこ とに な る。 これ に対 して,同

じ 「第1種 」 の情 報生 産 活 動 で あ って も,い わゆるシンクタンクの製 品 は,そ の性 質 上,実 験 不 可

能で あるた めに,取 引 に際 して,そ の内 容に 不確 実性 の伴 う こ とは暗 黙の うち に 当事者 間 が了 解

され てい る と言 え る。

　 以 上の不 確 実性 とい う こ とと共に,　 「情 報 」 の もつ 第二 の特性 は,そ の 公 共財 的 性質 であ る。

この 内容 は,マ ス グ レー プの いわゆ る 「非競 合 的性 格 」(nOn-riValneSS)を 「情 報 」 と

い う財 が も って い る とい う ことで あ って,特CC「 第1種 」 の情報,た と えば 研究 開 発,コ ン ピュ

ー タ ・プ ログ ラム
,自 然 ・社 会 科学 の 基礎 研 究 な どに顕 著 に認め られ る性 質 で あ る。す なわ ち,

これ らの情 報 財 は,同 時 に複 数 人が 用 い る こ とが で き,ま た,同 時 に 複 数 人 に 供給 され る こ とが

で きる とい う性 質 をも ってい るの で あ る。 シス テ ムハ ウ スの 製 品 も 同 じ性 質 をもっ こ とに 気 付 か

れ よ う。 「第2種 」 の情 報 に 属す る電信 ・電 話,教 育,マ ス コ ミな ど も,電 力,ガ スな どの典 型

的 な 公 共事 業に よ って 供 給 され る準 公 共財 と 類似 の性 格 を もつ もので あ る。

　 以 上,情 報財 の 生産活 動 と い う側 面 か ら分析 した とこ ろか ら シス テ ム ハ ウ スを 位 置づ け る と次

の ように整 理す るこ とが で き るで あ ろ う。 そ し て,こ の視 点 は,シ ス テ ム ハ ウス の もつ 経済 的 特

質 を明確 に す る と 共に,進 んで マ イク ロコン ピ ュ ー タ産業全 体 の 産業 組織 分 析 を行 う際 の枠組 を

提 供 す る こ とに な るで あ ろ う と共に,産 業政 策 を論 ず る際 の一 つ の理 論的 な背 景 ともな り得 る も

の と考 え る。

　 　 情 報 財の 生産 活動

{D　 「第1種 」 の情 報 生 産(「 送 り 手」の認 識 活 動 に重 点あ り)

　 (a)実 験 可能 な も の(自 然 科学 的情 報 財)

　 　(α)特 許 の対 象 とな る もの

　 　 ψ)許 許 の 対象 とな ら な い もの

シ ステ ム ハ ウス

　㈲　実験不可能なもの(社 会科学的情報財)

　　　　　　シンクタンク

qi)　 「第2種 」の情報生産(「 伝達」活動に重点あり)

`

}

5.1.5　 育 成策 の 視点

　 (1)マ イク ロエ レク トロニ ク ス普 及 の 仲介者

　　 これ まで に 見て きた よ うに,マ イク ロ コン ピュー タ産 業 とし て考 え られ る企業 集 団 は,そ の生

産活 動の 経済 的 特性 とい う観 点か ら,LSIを 量 産 す るい わゆ るチ ップ ・メー カ ーお よび マ イク

　ロ コ ン ピュ ータ応 用 支援 デバ イ ス の 供給 企業 の集 団,こ れ らのLSIお よ び 支援 機器 を 用 いて客

　先 のニ ーズ を 満た す マ イ ク ロコン ピ ュー タ応 用 製 品 を開発,設 計 す るこ とを主 た る業 務 とす るい
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`

わ ゆ るシス テ ムハ ウス の 集団,と い う二 つ の企 業 集団 に 大別 され る。 そ し て,前 者 は 応用電 子機

器製 造 業 とし て一般 の 製造 業 と,そ の生 産 形態 上,な ん ら異 った とこ ろは な く,高 度先 端的 技術

産 業 として の特 質 はあ る もの の,従 来の 産業 政 策 と大 き く異 った視 点 は存 在 し な い。

　 これtc対 して,後 者 のシ ス テ ムハ ウ ス は前 章 でやN.詳 しく検討 した通 り,そ の 生 産す る財が 本

質 的 に不 確 実性 と公 共財 的 性格 を有す る情 報 財 であって,し か もそれ が 実 験 可能 な 性 質 を もつ 故 に,

製 品 内容の 不 確 実性を 極 力 除去 す る こ とが 要 請 さ れ る一 方,通 常 の 工学 的研 究開 発活 動 と違 って

そ の 製品 を 特許 の対象 とす る こ とが で きない。 とい う企業 として 多 くの 困難 な 条 件 を抱 え てい る。

し か も,急 速 に高度 化 す る マイ ク ロエ レク トロニ クス を各 種 の応 用製 品 の 開 発活 動 を通 じて 一般

産 業 界 へ伝 播す る とい う重 大 な使命 を担 うに 至 って い る。

　 した が っ て,マ イク ロ コ ンピ ュー タ産業 全体 に 対 す る産 業 政 策 とは別 に,こ の産 業 内部 で の成'

果 の 再配 分 とい う視点 か らの シス テ ムハ ウス 育成 策 が検討 され る余地 が あ るで あ ろ う。それ につ

い て は,シ ステ ムハ ウ ス と しての 活動 を いわ ば アク テ ィビテ ィ ・ベ ースで と らえ るだ けで な く(活

動 ベー スで み るな らば,独 立 シ ステ ムハ ウス だ けで な く,大 企 業 チ ップ ・メ ーカ ー内に お い て も,

応 用 機 器 メー カ ーにお い て も同様 の 業務 は行 なわ れ てい る)。 いか な る企業 ベー スで,い か な る

目的 で その 活動 が行な わ れ て い るか に よ って,そ の政策 的 対応 は異 った もの とな うね ばな らない

で あ ろ う。

　 ② 　情 報 財 生産 企業 に対す る制度 的配 慮 の 必要 性

　 マイ ク ロ コン ピュ ー タ産 業 のな か で シ ステ ム ハ ウスは,マ イ ク ロ コン ピュー タ応 用製 品 の開 発,

設 計 を継 続 的な 業 務 とす る もの で あ り,情 報 財生産 企業 とし ての特質 を もつ も の であ る。 した が

って,そ の生産 資 源 は,開 発要 員た る技 術者 とノウ ハ ウの蓄積 のみ で あ る と言 って よい。 一般 の

製 造業 におけ る よ うな 工場 や 土地,機 械 設備 とい う有形 固定 資 産は 一 般 に殆 ん ど 保 有 し ない し,

生 産形 態 の 上か らは その 必 要 も ない。

　 そ の一 方 で,前 章 で 述 べ た如 く,そ の生 産過 程に は絶 えず大 きな 不 確 実性 が伴 うと こ ろか ら,

余 裕 を も った安 定 的な 資 金供 給 が 必 要 と され る。

　 と ころが,有 形固定 資産 の欠 如,生 産 内 容の 不 安定 性 とい うこれ ら の二つ は,特 に 我 が国 の金

融 機 構 の下 で は,企 業 の資 金導 入 に 際 して最 大 の不利 な要素 とな る。 ま して,斬 新 な アイ デアが

製 品化 され ても特 許の 対 象 とはな らず,技 術 革新 の急 速 な 中に あ って は,開 発へ の投 下資金 を 回

収 し得 る期 間 は,他 企 業 に よる模 倣 が行 な わ れ る まで の僅 かに しか 過 ぎず,十 分 な内 部 資金 の確

保 は,現 状 で は殆 ん ど期 待 し得 な い と言 え よ う。 特に ノ ウハ ウの 蓄積 の乏 しい企 業 に あ っては,

企 業 の存 立 を 維持 し得 る条 件 は殆 ん ど存在 しな い と言っ て過言 で は な いで あ ろう。

　 こ の こ とは,生 の市 場 機構 の 中で,不 確 実 性 と公共 財的 性格 を もっ た財 の 生産 活 動 をす る企 業

に とっ て,い わ ば必然 的 な 帰結 とも言 い得 る。 した が って,特 に国 民 経済的 見地 か ら産 業社 会全

体 の パ フ ォーマ ンス を考 え る とき,シ ス テム ハ ウ スに 前項 の よ うな 役割 を担 うこ と を期 待す る と

す る な らば,特 に 資金 供給 面に つ い て,制 度的 配 慮が 必要 とな るで あ ろ う。

　 ③ 　開 発 企業 と しての 配慮
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　 しか し,特 定産 業 の保護 政策 は,保 護 の時 点 に お い て は常`こ国 民 の 負担 の 上に 行 なわ れ るもの
'
で あ る こ とを忘 れ る ことは で きな い。 した が って,何 らか の保 護 ・育 成策 は,当 該 産業 が 見通 し

得 る将来 の うち`こ,国 民 の 負 担に な る保 護の コス トを 回収 し,更 に それ を上 廻 る便 益 を国 民に も

た らす も の で なけ れ ば な らな い こ とは言 う まで もな い。

　 その た めに は,シ ス テ ムハ ウス につい ては 開発 企業 と して の 特性 を考 慮 した 育成 策が 検討 され

てよいで あ ろ う。 すな わ ち,そ の生 産 プ ロセス は,性 質 上,不 確実性 を伴 う と共に,創 造性 に 対

す る イ ン セ ンテ ィブ を 維持す る ことが 必要で あ るか ら,た とえ ば,融 資に 対 す る一定 期 間 の成 果

を踏 まえ て 次 期 の融 資 を 決定 す る とか,低 利 融 資の コス トを成 功報 酬 と して 回収 す るとか の方 法

など を組 み 合せ て適 用す る こ とも考 え られ て よい で あ ろ う。

　 また,一 般 の市 場 メ カ ニズ ムの 下 で は,高 度 な創造 性 を達成 す る開 発 活動 ほ ど開発 企 業 に と っ

て報わ れ る と ころは 少 な くな りが ちで あ る。 これ は特 許 制度 で保 護 され て もそ うで あ る。 そ の理

由は,開 発活 動 の 成 功 に よ って 開発企 業に よ って新 た に生 み 出 され た 社会 的便益 は,革 新 性 の高

い成 果に お け る程,そ の一 部 が消 費 者余 剰 の 一部 とし て企業 外に 流 出す るか らで ある。 したが っ

て,シ ステ ムハ ウ スの活 動 に 革新 力 を維持す る た めに は,高 度 の革 新 性 を狙 う企 業 活動 に対 して

は,更 に特 別 の政 策的 配 慮が 必要 とな ろ う。

ら

5.2　 シ ステ ムハ ウス 育成 の ため の 法 律的 視 点

5.2.1　 マ イ ク ロコ ン ピ ュー ダ業界 にお ける シス テ ム ハ ウ スの 現 状の 当否

　 〔1}　シス テムハ ウス の現状 の概 要

　 　シ ス テ ムハ ウスに つ いて は,こ れ を定 義づ け る入 の 間で 若干 の 差異 は ある が,要 はマ イク ロ コ

　ン ピ ュ一 夕ー と 自らの 開発 力 ・技 術 力 を結 合 させ る 企業 で あ り,そ の意 味 では 一種 のOEMに 属

す るが,コ ン ピ ュー ター業界 に あ って は,通 常 言わ れ るOEMに 比 し,研 究開 発 力 を有 し,新 規

　の 応用製 品 を 創造 の規 模 が小 さい企業 と い うこ とに な ろ う。従 って コン ピュー ター業 界 に あ って

　は,チ ップ メ ーカ ー と,応 用 製造 業 乃 至 エ ン ドユ ーザ ーの 間 に あ って,利 用 者,(中 間 的 ユ ーザ

　ー で あ る応 用製 造業 者 も,エ ン ドユ ー ザ ー も含 め て)の ニー ズ に応 じ,マ イク ロ コ ン ピュー ター

の応 用製 品 を創造 す る技術 力 を有 す る一 方,そ の 製造 の規 模 が 小 さい企 業 とい う ことに な ろ う。

従 って コン ピ ュー ター業 界 に あ って は,チ ップ メー カ ー と,応 用製 造業 乃 至 エ ン ドユー ザ ーの 間

　にあ って,利 用者,(中 間的 ユ ーザー で あ る応 用 製造 業 者 も,エ ン ドユ ーザー も含 めて)の ニー

ズ に応 じ,マ イ ク ロ コン ピ ュー ターの 応 用 を技 術 的 に 支援 す る こと を主 た る業 務 とす る企業 で あ

　る。 ま た この 業界 に お け る地 位 か ら,そ の 開発 分 野 も特定 の狭 い範 囲 に止 らず,多 方 面 に亘 った

開発 力,企 画 力が 要請 され る こと ～な る。

　一ズ に応 じて,マ イ ク ロコ ンピ ュー タ ーに 自ら の技術 力,開 発 力に よる付 加 価値 を与 え て製 造す

　る とい う こ とは,そ れ が 大 量生 産 品に 化 し て行 け ば,い わ ゆ るOEMと な って しま い,シ ス テム

　ハ ウス と い う概念 を有す る企業 か らは逸脱 して 行 く。 シス テムハ ウ スが シス テ ムハ ウ スで あ るた

■
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め には,開 発 し,製 造 す る製 品 が少 量の生 産に止 らざ る を得な い。 これ は,マ イ クロ コ ンピ ュ ー

ター 業界 にお いて,OEMに 対す るの とは 異 ったユ ーザ ー側 の ニー ズが あ るか らで あ ろ う。 即 ち,,

一 個 の ニ ー ズに おい て は,他 と異 った 創意 の開発 が要 請 され るが,そ の 結 果 として の製 品 の必 要

量 は さ程 多 くな い と い う場 合 と言 え よ う。 また,却 って 企業 規模 が小 さ いが 故に,かSる 要請`こ

応 え られ る とも云 え る もので,大 規模 企業 にあ っ ては,一 般 の業 界 に通 じ て云え る ように,少 量

生 産 は却 って 不適 当で あり,ま た 顧客 の 要請 に充 分応 え切れ な い とい う面 が あ るこ とは よ く知 ら

れ て い る ことで あ り,かyる 大 規模 企業 で賄 い切れ な い面 を補 完す る効 用 を 有 して い るとも云 っ

て よ い。

　 しか も,シ ス テムハ ウス は ソ フ トウ ェアハ ウス と異 り　 ソフ ト面,シ ス テム 面で の研 究開発 と,.

製 造 とが 一体 化 してい る と ころに 特色 が あ るが,こ の こ とは,本 質的 に 小 規模 企業 た る シス テ ム ・

ハ ウスに とって は製造 の リスク を 回避 す る ことが 大規 模 企 業に 比 し,よ り 切実 な問 題 の筈 で あ り,

従 って,顧 客 の 要 請 に よ る研 究 開発 とい っても,顧 客 の 潜在 的要 請 を 先取 り し,自 主的 開発 を 先

行 させ,需 要 を喚 起 す るとい う事 業遂 行方 法 は著 る しい企 業存 立 上の危 険 を伴 うた め,宿 命的 に,

顧客 の注 文 に よ って研究 開 発 を行 い,そ の 結 果 を製 品 化 し て顧客 の注 文 の要 請 に応 えて 行 く とい

う方 向 に進 ま ざ る を得 な い こ とは充 分 予 想 され ると こ ろで あ る。 しか し なが ら,シ ス テムハ ウス

の 特 質の 一 つ は,そ の開 発 力 で あ り,こ の 開発 力が,顧 客 の具 体的 注 文に 対 しての み発揮 し得,

先 取的 な 開発が 企 業 的`こみ て,決 して 容 易で は ない とい う こと は,シ ス テ ムハ ウス の有す る大 き

な 問 題 点で あ ろ う。

　 また シス テ ム ハ ウス はそ の 業態 か ら,い きお い 多 品種少 量生産 の形 態 を とら ざる を得 ない で あ

ろ うが,こ の こと は,単 に シス テ ムハ ウ ス`こ限 らず,宿 命的 に 多品種 少 量生 産 を強 い られ るす べ

ての 企 業 に 共通の 問題 点も シス テ ムハ ウスが抱 え て いるで あ ろ うこ とを予 測 させ るも ので あ る。

　 (3}マ イ ク ロ コ ンピ ュー ター 業 界の 発 展 とい う見地 か らの シ ステム ハ ウス の 地位

　 以 上述 べ た シス テ ムハ ウスが,マ イ ク ロ コ ンピ ュー ター業 界全般 に お い て,そ の 発展 の ため 少

か らざ る役割 を 果 して い るこ とは 否 めな い。

　 即 ち,既 製 商品 的 な性 格で な く,注 文 に応 じて研究 開発 を自 らの 手 で 行 い,し か もそ れ を 自ら

製 品 化す る とい う業 態 が存 す る こ とは,マ イク ロ コン ピュ ー ターの利 用 の方 向 を 固定 化せず マ イ

ク ロコ ン ピュ ー ターの 多用 化 を図 る上で 極 めて 貢 献度 が 大 きい と云わ ざ るを 得 な い。

　 マ イ ク ロ コン ピ ュー タ ー とい う高 度 に進化 した技 術 分 野に あ って は,そ の 利 用者 は 必ず しも専

門 知 識 を充 分 保 有 して い る もの で はな く,そ の 利 用`こ対す る要 求 はあ って も,既 存 製品 に よるい

わ ば与 え られ た 効 用 を利 用 す るので は な く,自 ら求 め る要求 を満す ため に,自 らの技術 力で は解

決 し得 ない で い る と い う需 要が 存 す る こ とは 当然で,こ れ ら需要 を コ ン ピュー ター業 界 にお い て

顕在 化 させ,マ イク ロ コン ピュー ターの ユ ーザ ー と化 して 行 く こ とが シス テ ム ハ ウスの役 割 とも

云 え るもの で あ ろ う。 そ し て,場 合 に よれ ば,そ の 開発 の 結 果 は,単 にその 注文 主 のみならず,広

く利用 化 され る こ と もあ り得 るで あ ろ うが,こ の場 合 は,そ の生 産そ の もの はいわ ゆ る シス テ ム

ハ ウスの行 う生 産 の 範 囲 を越 え て行 くで あ ろ うが,マ イク ロ コン ピュー ター業 界 の 発展 に貢 献す
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る一 面で あ る ことは明 らかで あ る。

　 し か しな が ら,シ ステ ムハ ウス本 来 の 役割 と業 界へ の 貢 献 は,先 に述 べ た,マ イ ク ロ コン ピュ

ー ターの利 用 の 多 様化 にあ る こ とは勿 論 で あ り
,か 、る顧客 の ニ ーズ に 対 す る充足 並に需 要の 喚

起が,マ イク ロコン ピ ュー タ ー業 界全 般 に とって 重要 で あ る こ とは多 言 を要 しな い と ころで あ る。

この 点を 強調 して考 え れば,顧 客 に一 定 の要請 が生 じてか ら,こ れ に 自 らの 技術 力 ,開 発力 をも

って 応 じて行 くこ とも 重要 で あ るが,更`こ システ ムハ ウ スに 望む と こ ろは,積 極 的 な先 取 り的開

発 に よ り顧 客 の ニー ズ を醸 成 し,需 要 を積 極 的に喚 起 して行 く とい う ことで ある が,単 に開発 力

を利 用 した,ソ フ トや シ ス テ ムのプ ラ ンニ ングに止 らず,当 該 開 発 商 品 の 生産 ま で行 うシス テ ム

ハ ウスが,そ の リス ク に耐 え難 い こ とか ら,かsる 業 界全 般 か らの要 請 に充 分 応 えて 行 け るか 否

か の 点が,コ ン ピ ュー ター業 界にお け る シス テムハ ウス の抱え る大 き な問 題 点 で あ ろ う。

　 (4Vマ イク ロコン ピ ュー ター業 界 にお け る シ ステムハ ウスの 置かれ た立 場

　 シ ステ ムハ ウスの特 性 か らみ た場 合,そ の 企業 規模 が小 規 模 で あ る こ と,さ らに,そ の特性 を

最 も特 色 づけ るの が開発 力で あ る と い うこ とは,マ イク ロ コン ピュー タ業 界に おけ る システ ムハ

ウス の立 場を 微 妙 な もの として い る こ とは 否 めな い。 シス テム ハ ウス に 対す る理念 的 な存在 価値

は と も角 と して,現 実の 企業 とし てみ た とき,シ ス テ ムハ ウス の 前述 の特性 は 企業 力 の弱 さと し

て現われ て 来 る危 険が 大 きい。 そ の 資 産性 か ら考 えれ ば,本 来 最 も シ ステ ムハ ウス に と って重 要

な 開発 力 も,そ れ のみで は資 産価 値 は 少 く,殊 にそ の開 発 力 の淵 源 は 企業 に所 属す る人 々の属 人

的 な もので あ り,企 業 の資産 として 計測 し,あ る いは把 握 しが た い もの で ある。 この こ とは結 局,

そ の業務 の 内容 に比 し,資 金 調 達 力の 脆 弱 さ を生み 企 業 の活 動 力 を減殺 す る結 果 とな ろう。 そ し

て,そ の シス テ ムハ ウ スの 開 発 力に 着 目し ての顧 客 か らの注 文 に よ る事 業 活動 が 中 心 とい うこ と

に なれ ば,我 国 の 企 業構 造 か ら云 って強 者 に 吸収 され,あ るい は系 列 化 され る とい う可能性 を常

に 有 してい る とい って も よい。 他 の 企 業,そ れ が ユ ー ザ ー側 で あ るか,チ ップ メ ーカー の 側で あ

るか を問わ ず,吸 収 され 或 は 系列 化 され る と きは,特 定分 野 に偏 重 しない 。 コ ンピ ュー ター利 用

の 多 様化 に そ の存 在価値 を有 す るシ ス テ ムハ ウス と して は,本 来 の存 在 価値 を失 い,あ るいは著

る し く減少 させ てし まう こ とに な る。 現 状 にお い て 多数 の シス テ ムハ ウス が競 争 社 会 を構 成 し て

い る こ とか ら,一 つ の シス テ ムハ ウス が有 す る開発 力,ノ ウハ ウ等 を,企 業の 吸収 乃 至系 列 化に

よ って,他 企 業 が 取得 し,そ の シス テ ムハ ウス が シス テ ムハ ウ スの意 義 を失 って も,シ ステム ハ

ウスの存 在の 必 要性 は,他 に シス テム ハ ウス が多 数存 在 して い るこ とに よ り充 分充 足 され るも の

で あって,個 々 の シス テ ムハ ウスの存 続 につ いて の顧 慮 は それ 程期待 し う る もので はな い。 殊 に

前述 の よ うに シ ス テ ムハ ウスの 業 界 の 動 向が,自 主的 開発 よ り,顧 客 の 具 体的 注 文に 応 じた開 発

・製 造に 傾 斜 し て行 く とす れ ば
,一 層 こ の危 険 は大 とな って行 く。

　(5)シ ステ ムハ ウ ス業 界 の 育成 の 可 否

　 以 上述 べ た システ ムハ ウス の現 状 は,マ イ クロ コ ン ピ ュー ター 業界 に お け る貢 献 度 と,個 別 的

に は シス テムハ ウ ス とし て の存在 価 値 が失 わ れて 行 く危険 度 が 表 裏 を な してお り,・一 方,シ ス テ

ム ハ ウスに 期待 され るマ イ ク ロ コ ンピ ュー ター業 界に 対す る貢 献 が,充 分 果 され ない と い う危 険
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性 も有 して い る。

　 し か し なが ら第 一 には,そ の業 界が,そ の属す る業 界全 般 に 対し て有 意 義 な貢 献 をな すた め に

は,当 該 業界 に お け る適 正 な競 争 を背 景 とし た 自立的 な 活 発 な活 動 をな す こ とが 必 要で あ る こ と

は云 うまで もな く,前 述 の シ ス テ ムハ ウス業 界 の 有 す る危 険 は,マ イ ク ロ コ ン ピェ一 夕ー業 界全

般 に対 す る貢 献度 を大 き く減 殺 させ る ものに他 な らな い。 この こと は マ イク ロ コ ンピ ュー ター業

界 に とって の損 失 で ある詐 りで な く,マ イク ロ コン ピュ ー ターの 多様 的 な利 用 が不 可避な 我 国 産

業 界,経 済 界ひ いて は我 国全 般 に と って の損 失 につ な が る もので あ り,し か も,こ の 危険 の淵 源

が・ 個 々の シ ステ ム ハ ウ スが 個別 に 有 す る もので な く,シ ステ ム ハ ウス な る企 業 が構 造 的 に有 す

る こ とで あ る こ とか ら考 えれ ば,こSに 何 らか の 政策 的 ,立 法的 な保 護 育 成策 が 考 え られ なけ れ

ば な らな い。

◆

5.2.2　 シス テ ム ハ ウ スの保 護 ・育成 の対 策 と問 題点

　 　(1)シ ステ ムハ ウ スを保 護 ・育成す べ き問題 点

　 　シス テ ムハ ウ スの 現状 の問 題 点 は 上述 の とお りで あるが,シ ス テム ハ ウス の 保護 ・育成 とい う

面か ら,こ の 問題 点 の所 在 を 要 約す れ ば,シ ス テ ムハ ウ スの 特性 が マ イ ク ロ コ ンピ ュー ターに 関

す る応 用 力 ・開 発 力を武 器 と した小 規 模 企業 で あ る こ とか ら生 じた企 業力 の 脆 弱 さに 帰す る と云

　って よい。 従 って・ この企 業 力の脆 弱 さ をカバ ーし,マ イ ク ロ コン ピ ュー ターに 関す る応 用力 ・

開発 力を 充分発 揮 せ しめ る こ と,こ のた めの 障害 とな る 要 因を除 去 し,あ る いは 発生 を予防 す る

　ことが,シ ス テ ムハ ウス の保 護 ・育成 策 の要 とな る こ とは 云 うまで も ない。

　 (2}シ ステ ム ハ ウス保 護 ・育成 に 関す る行 政的 対策

　 　シス テ ムハ ウ ス の 企業 力 の 弱 さの 大 きな 原因が 資 金調 達 力 の欠 如 に あ るこ とは前述 し た とお り

で あ る。 この 原 因 は,多 くの シス テ ムハ ウ スが,企 業 創 立 の 由来 か ら云 って も主 として技 術 者 集

団 で あ って,通 常の 企 業 に 比 し一 般管 理 能 力が 充 分 と云え な い とい う こ とも あるが,何 と云 って

も担保 カ ー与信 能 カ ーの 弱 少 さに あ る と云え よ う。 この 点 は,我 国産 業 界全 般 の 立場 か らす れ ば,

一特 定 業 種 の問 題 で あ るた め
,そ の金 融 問題,会 社組 織 上 の問 題 を立 法的 あ るい は法 律的 に 解 決

す る ことは,現 行の 法秩 序 体 系か ら云 っても 困難 な こ とで あ り,あ る分 野 の産 業 の保 護 育成 と い

　う産 業 政策 上 の見 地 か ら行 政 的 に解 決す る他 は ない 。勿 論,行 政 的 体 策 とい って も,単 純 に補 助

金 とい うよ うな 形で の対 応は種 々困 難 で あ ろ うが,公 的 金 融 機 関 に よ る融資 方 法の検 討 等が 必要

とな ろ う。 こ の よ うな方 法 を講 ず る こ とは反 面,行 政 監 督 の 必要 が 生 じよ うが,却 っ て 行政 に よ

る指 導 監 督 は,後 述 の 法的 対 策 とも 関連 して来 るが,会 社 の組 織 的安定 の確 立,業 界 形式 に よ る

相互保 証,互 助 組織 の導 入 等 に 力を 貸す こ と ともな ろ う。 かSる 行 政 の 指導 監督 が,シ ス テ ムハ

ウ スの生 命 と も い うぺ き,創 意 に係 る開 発 力や 応用 力 を減 殺す るもの であ っ てはな ら な い こと は

勿 論 で あ るが,コ ン ピュ ー タ ー業 界全 般 の 中で の弱 小 企 業 た る シス テ ムハ ウスの 重要 度 を考 え る

とき,我 国 の産 業 界全 般 の一 般 的 傾向 か ら云 って も,あ る種 の 行政 の介 入 は不 可 避 の こ とで あ ろ

う。 も っと も この よ うな措 置 を講ず る ために は,シ ス テ ムハ ウスが 個 々に 何 らの 関連 もな く無 秩
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序 に 乱 立 して い る状 況で あ っ ては な らず,行 政 の介 入を 円 滑に受 け 入れ,か つ行 政 の 指導 監 督 を

正 当に 意義 あ らしめ るた め,シ ス テ ム ハ ウス の秩 序 ある集団,即 ち実 効性 のあ る業 界 の 形式が な

され なけ れ ば な らな いで あ ろ う。

　 (3}シ ステ ムハ ウス保 護 育成 に関す る法 的対 策

　 シ ステム ハ ウ スの保 護 育成 につ いて,法 的 立場 か らみ てもい くつ か の問題 点が 存す る。 そ の中,

特 に 重 要で あ ろう と思われ る 点 を二 三指 摘 す る。

　 ㈹ システムハウスの 存在 意義 については種 々前述 したが,シ ステムハウスの生 命線 とも云 うべ き,企 業 の

　 重 点 は,マ イクロコンピューターに関す る応 用 力 ・開発 力であると云 って差 し支 えない。従 ってシステムハ

　 ウスとい う企業 にとって,そ の行 う事 業 の中,自 らが 研 究 ・開 発して得た成 果が極め て 重 要 なものであ

　 ることは明 らかである。 このため,研 究 開発 の成 果,い わば そのシステムハウスの創意と云 うべきものは,

　 そ の シ ステ ムハ ウスの 重要 な資 産 で あ る筈 で あ るが,こ れ に対 す る 法 的 な 保護 は極 めて 薄 い

　 と云 わ ざ る を得 ない。 一 般 に 我 国実 定 法 に お い て,創 意 工夫 の保 護 は 無 体財 産 権,工 業所 有 権

　 とし て権利 の確 立 をみ て い る部分 も ある が,概 し て我 国にお い ては技 術 上 の創 意 工夫 を含 め,

　 知 的 所 産に つ い て保 護 の薄 い こ とは 多 く説 かれ て い る とこ ろで あ る。 近 時 の知 的 所 産 の一部 と

　 し て概 念 が 我国 に導 入され た いわゆ るノ ウハ ウに して も,法 的 保 護 は無 いに 等 しい状 況で,契

　 約 行 為,物 理 的 ・人的管理 保 全 措 置 に よって,当 事 者が その 事実 上 の保 護 に努 力 し てい るのが

　 現 実で ある。 シス テムハ ウス の知 的 所 産 で あ る研 究 開発 の成 果 に し ても,現 在 の 実 定法 の 上か

　 らは,充 分 適合す る保護 規 定は な く,む しろ ノウ ハ ウに近 い と云わ なけれ ば な らな い。 この よ

　 うに,そ の重 要 な資産 で あ る研究 開発 の 成果 に,充 分 な法的保 護 の存 しな い と い う こ とは,シ

　 ス テ ムハ ウス の企業 力を 一 層 弱め て い る もので あ り,こ れ に対 す る保 護 の制 度 を 立 法化 す る こ

　 とが 急務 で あ ろ う。特 許 権 の如 く,確 立 され た 権利 となれ ば,こ の 権利 自身 が 担 保 力を有す る

　 こと 、な り,資 金調 達 力 の 面で も有 用で あ ろ うし,ま た 後述 の取 引関 係 に おい て も,あ る程度

　 の優 位 性 を保証 し うる こ とyな ろ う。

　 (B)次 に シス テ ムハ ウス は企業 が 小 規 模 で あ る こ とか ら,取 引 上にお い て も 問題 が 生ず るが そ

　 の以 前 に,技 術 者 集団 の 性 格か ら,契 約 行 為 に対す る認識 に不 確 実 な と こ ろが ある こ とが充 分

　 予測 され る。 殊 に受 注 の契 約 等 にお い ては,行 為 の内容 だけ に,単 純 な物 の売 買,製 造 の 委託

　 等 と異 り,明 確 に 契約 内 容 を文 書 化す る こ とが 困難 な こ とは理解 し うるが,契 約 上 の暖 昧 さが

　 後 日の トラブ ルを招 来 す る危 険が 大 き い。 従 って特 定 部分 の 表現 は別 と し て,一 般 条項 に つ い

　 て は,業 界にお い て約 款 的 な 契約 形 式 を検 討 す ぺ きで あ ろ う。 契約 の 暖昧 さの 不利 益 は,取 引

　 の流 れ の 中にお け るシ ス テ ムハ ウ スの 地 位,力 関係 等 に よ って,結 局 シス テ ムハ ウス に帰 せ ら

　 れ る危 険が 大 きい こ とSな ろ う。

　 〔(⊃　 取 引の 流れ に お い て,そ の 当事者 の 力 関係 は,取 引 の形 態,内 容 に 大 きな影 響 をもた らす

　 　こと は単に マ イク ロコ ン ピュー ター業 界に 限 った こ とで は な いが,シ ス テ ムハ ウ スが ユ ーザ ー

　 の注 文 に 多 く を依 存 し,ま た そ の傾 向 が益 々大 とな る状 況で は,取 引に おけ る力 関 係 が極め て

　 大 きな問題 と なろ う。殊 に シス テム ハ ウ ス側 の武 器 が開 発 力で あ って,そ の成 果が 前述 の よ う
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　 に 法的 保護 が 薄 い とい うこ と は,こ の傾 向 に一 層拍 車 をか け る結 果 とな ろ う。 これ が 極端 に な

　れ ば,　 「私 的 独 占 の禁 示及 び 公 正 取 引の確 保 に 関 する 法律(い わゆ る独 占禁 止 法)」 に 云 う不　 '

　 公正取 引とし て シス テ ムハ ウ スに保 護が 与 え られ る場 合 も あろ うが,こ の ような段 階 に至 らな

　 くとも,取 引 におけ る強 弱 の関 係 か らの 何 らか の 立 法措 置が講 ぜ られ る必要 が あ るか も しれ な

　い 。た だ この 点は取 引の 実 情 を 充分 把握 し,解 明 した 上で なけ れ ば な らな い こ とは云 うまで も

　 な い。(取 引の 強弱 関係 か ら した 保 護 立 法 と して は下請 代 金 支払遅 延 等防 止 法 等幾 つか の例が

　 あ る)

　　 また 取 引 上 の優 位 を利 用 し,シ ス テ ムハ ウスの 開 発 力吸収 の た め の企 業 の 吸収 乃 至系 列化 の

　動 きが著 るし い もの と なれ ば,あ る いは その お それが 強 い とき は,現 行 の 独 占禁 止 法 に も二 三 哨

　 の例 が あ るよ うに,株 式 保 有 制限,役 員派 遣の 制 限 等 も考 慮す る必 要 があ るか もし れ ない。

　　 ただ,本 節 の立 法措 置は,一 方 で は取 引 自由 原則 を制 限す るもの で,み だ り`こ立 法化 すべ き

　 こ とで はな く,あ くまで,シ ス テ ムハ ウス の取 引 上に お け る立 場の 実態 を充 分把 握 し検 討 し て

　か らで なけ れ ば な らない こ とは 云 うまで も な く,我 国法体 系 の 上か らは軽 々に結 論 を出す べ き

　性 質 の ことで はな い。

D)近 時,コ ン ピ ュー ター の作 動 が 誤 り,あ る い は作 動 しない 事故 が 発生 し,種 々の混乱 を来

　た し てい る。 現在 の コ ンピ ュ ー ター の利 用度 か ら考 え る と き,コ ン ピュ ー ターの 事 故に より生

　ず る事 態は 非常 に 深刻 で あ り,今 後 もよ り一 層 重大 な事 態 に 至 る可 能性 もあ る。 この場 合 の損

　害 額は,コ ン ピ ュー ターの 本 来的 効 用 ・利 用 実態 か らみ て,極 めて甚 大 なも の とな る可 能性 が

　 あ る。 万一,シ ス テムハ ウス の 責に 帰 すべ き事 由か ら,かX・ る事態 が生 じた と きは,当 該 シ ス

　 テ ムハ ウス が 当然 その 損害 を賠償 し なけれ ば ならな い。 しか し なが ら今 日の システ ムハ ウス の

　現 状か らみ て,こ の よ うな事 態 に対 処 し,賠 償 能 力を有 す るシス テ ムハ ウス は恐 ら く数 社 を数

　 え るだ け で あ ろ う。 しか し,こ の よ うな 事故 を 発生 せ し めな い こ とが第 一で あ る こ とは云 うま

　で もな いカ～ 万 一不 幸 に し て生 じた とき,損 害 の賠償 を 含 めた 事 故処 理 の 円 滑な遂 行 が マ イ ク

　 ロ コ ン ピ ュ一 夕 ーにつ い て の 社会 的 信 頼 を 保持 す る唯一 とい って よい 方法 で あ るが,企 業 力か

　 らみて,こ れ を負担 しきれ な い とき は,種 々の混 乱 を生 ず る詐 りで な く,単 に シス テ ムハ ウ ス

　 の みな らず,マ イ ク ロコ ン ピュ ー ター全般 につ い ての信 用 不 安 を生 ぜ しめ る可能 性 があ る。 従

　 っ て,こ の よ うな 対処 の方 策 とし ては,保 険 制度 を導 入す る他 ない で あ ろ うが,各 シ ス テム ハ

　 ウスが個 別に 契約す る保 険で は,賠 償 に 対処 しきれ な いか,あ るい は平 常 の保 険料 負担 が著 る

　 し く不 経済 な もの とな るか の いず れ かで あ ろ う。

　　 この 点の 打 開策 とし ては保 証 保 険 制 度や 損害保 障 制度 を立 法化す る必要 が ある一方 業 界 形成

　に よ り,業 界全体 で これ を受 入れ 対 処す るため,相 互 保 証や,業 界 全体 に よる保 険 加 入 の方 法

　を 講 じ,立 法措 置`こよ る制 度 を受 入れ る体 制 を 確立 してお く必 要が あ ろう。

　(3}シ ステ ムハ ウ ス保 護 育 成 対策 の 要 点

　以 上述べ た よ うに,シ ス テ ムハ ウス の保護 育成 が 重 要で あ り,そ の た め,行 政 上 ある いは法 律

上の 問 題 点を い くつ か例 示 した が,そ の解 決策 の 基本 とし て存す るの は,シ ス テムハ ウス業界 の
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形式 で あ り,脆 弱企業 で あ って も,集 団 化 し,業 界 を形 成す るこ とに よ り,脆 弱性 が 稀 薄化 し,

い くつ か の問 題 点 が克 服 し うる ことsな ろ う。 そ し て最 大の 弱 点で あ る資金 調達 力 に しても 必要

に 応 じ立 法措 置 を講 じ な が ら互 助組 織 として の相互保 証 等 の方 法 を導 入 して 改善 して行 く こ とが

で き るで あ ろ う。 なお,業 界 を 形成 す るにつ い て,如 何 な る性 質 の,如 何 な る目的 の業界 を 形成

す べ きか が問題 と な ろ うが,業 界 を形成 す る以 上,シ ステム ハ ウ ス に と って有 益 な諸 々の 目的 を

掲げることはとも角 としても,そ の最 大の 眼 目を,相 互保 証 の 目的 に お く ことが重 要 で あ ろ う。

5.5　 マ イ ク ロ コン ピ ュー タ産業 育 成の ための 組 織 的 考 察

5.5.1　 創造 的 知 識集 約化 の 担 い手 一 マイ ク ロコンピ ュー タ産 業 一

　 　『80年 代 の通 商 産業 政策 ビジ ョン 』は,80年 代 の 望 ましい 産業 構 造 の方向 とし て,「 高 次

　の 技術 と創 造性 豊か な 労 働 力 が 結集 され た 『創 造的 知識 集約 化 』を あげ てい る。 この方 向に 沿 っ

て 『80年 代 の 産業構 造 の 展 望 と課 題 』は,80年 代 の 産業 構 造 を(11エネル ギー,(2肢 術,{3〕設

備 投 資,{4雇 用 に 関連 させ て分析 して い る。 その なか で 本報 告 とと くに 密接 に 関係 す るの は(2肢

術 と産業構 造で ある が,要 約 してつ ぎの よ うにい っ て い る。 「1980年 代 に おけ る産業構 造 の

　創造 的知識 集約 化 を推 進す る原動 力 とな るの は技術 革 新 で ある。 これ まで の我 が国経 済の発 展 過

程 に お いて も技 術革 新 の果 た して きた 役割 に は大 きい も のが あ ったが,1980年 代に お い ては,

我 が 国 は 「技 術 立 国 の理 念 を掲 げ,自 主 的,創 造的 な技 術 革 新 に よ っ て産 業 構 造 の創造 的知 識 集

約化 を強 力 に 推 し進 め て いか な くて は な らな い。 」 この主 張 は,そ の まま マ イク ロコ ンピ ュー タ

産 業 育成 の視 点に つ なが る。 と い うの は,産 業 の創 造 的知 識 集 約化 を実 現 す るに は,労 働,資 本,

エ ネ ル ギー とい った生 査要 素 に 加 え,い まや 「情 報 」 とい う新 た な生 産 要 素 を有 効に活 用 して い

　か なけ れ ばな らない か らで あ る。

　 　い ま労働 をL,資 本 をK,エ ネル ギ ー をE,.情 報 を1と し,通 常 の生 産 関数 の かた ちで表わ せ

　ぱ,産 業 は一 般的 に その 生産 物OをO=F(K,L,　 E,1)に よ っ て生 産す る こ とに なる。 こ

　 こで情 報 の重要 性 を認識 す るた めに,数 次に わた る石 油 価 格の 高 騰 に 対 し,わ が国 製造業 が ど の

　 ように 対応 したか を 思い 起 そ う。 石油価 格 の高騰 は,労 働 や 資 本に 対 す るエ ネ ルギ ーの相対 価 格

　 を著 し く上昇 させ た か ら,企 業 は省 エ ネ投資 を行 な い。 生 産 物1単 位 当 りのエ ネル ギー投 入比 率

　 を 引下 げ る こ とに よっ て競 争 力 を維 持,向 上 させ た ので あ る。 また,賃 金の 持 続的 上 昇に ともな

　 い,資 本 に 対す る労 働の 相 対価 格 も上昇 した か ら,企 業 は合 理 化,省 力 化投 資 を実施 し,コ ス ト

　 上昇 を軽減 す る努 力 を重 ね た ので あ る。 これ と同 様 の論 理 を情 報 とい う生 産 要素 に あ ては めれ ば,

　他 の生 産要 素価 格 を所 与 とす る とき情 報 の相 対価格 が 安 くなれ ばな る ほ ど,生 産物1単 位 当 りの

　 コ ス トは 低 下す る こと にな る。

　 　情 報 の相対 価 格 を安 くすることは,情 報 を タダにすることではない。情 報化 の 推 進を通 じて,コ ンピュ

　一 夕のハードウェア技術,ソ フトウェア技 術,通 信 関連 技術の発 展によって可 能 になるのである。 ハー ドウェア

　技 術は,計 算 送 度,価 格,規 模 など コンピュータの基本 的 性能 を規 定す るものであるが,そ 柑ま半 導体 素子
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に代 表 され る素 子 技 術 とそ れ ら素子 を コン ピ ュー タと して組 合わ せ る 構造 技術 か ら成 る。 いわ ゆ

るチ ップ メー カー の 技術 水 準 が もの をい う分野 で あ る。 と くに素子 技 術 は,LSIか ら超LSIへ

と集 積 化 が 高 ま り,そ れ に応 じて高 速 化,省 エ ネ化 が進展 す る最 先 端 分野 であ って,マ イ ク ロ コ

ン ピ ュー タの よ うに,情 報 処 理機 器 の小 型 化,高 速 化,高 能 率 化 を可能 に して い る。

　 他 方,ソ フ トウ ェア技 術 は,マ イクロコン ピュータ応用 専 問企 業集 団 であ る シ ス テ ムハ ウスの発

展 に よ り,情 報 関連 機器 を幅 広 い分 野 で利 用 して い く基盤 で あ る。 シス テ ムハ ウス は,マ イク ロ

コ ン ピュー タ関 連 素子 メ ー カ ーとそ のユ ー ザー(各 種 産業)と の間 にあ って,ニ ー ズに 対 し ても

っ とも有 効 な応 用 方 法 を開 発 す る頭脳 集団 で あ り,マ イク ロ コン ピ ュー タの応 用利 用 と普及 に不

可欠 の企 業 集 団で あ る。 ソ フ トウェ アの開 発,保 守 な どの生 産 性,信 頼性 を 向上 させ,コ ス トの

低 下 を 実 現 させ るた めに,シ ス テム ハ ウス は多 大の貢 献を して きた 。

　 情 報 の 相対 価 格 を低 下 させ る た めに は,今 後 も ハー ド,ソ フ トの 両 面にわ た っ て技 術 革新 が続

け られ なけ れ ば な らな い。 と くにソ フ ト面で の技 術 開発 目標 を

　 (D　 コス ト低 減 を はか るた め の ツー ル系 ソ フ トウ ェア技術

　 qi)情 報 処理 コス トの低 減 お よび デ ー タベー ス サ ー ビスな ど の高 度化 に応えるデー タベ ース管 理

　 　 技 術

　 Gii}情 報処 理技 術 を 具体 的 応用 分野 へ 適 用 し,情 報 処理 の フロ ンテ ィアの 拡大 を図 るため の技

　 　 術

に お く とき,マ イク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 の果た す 役割 は今後 ます ます 増 大す る に ちが いない 。

■

5.5.2　 マ イ ク ロコ ンピ ュー タ産業 の産 業 構造 にお け る位 置 と役割

　 　J.シ ュ ン ペー タ ー は経 済発 展の過 程 を創 造的破 壊 と して捉 え,と くに 企業 経 営者 の未 開拓 分

野 へ の あ くこ とな き挑 戦 を 重視 した。 彼 のい う企業 経営 者 は,新 し い 着 想を 考え だ した り他人 の

着 想 を採 用す るだ けで な く,新 しい 社 会的,技 術的 様 式 を実現 させ る リス クを おかす よ うな型 の

人 間で あ った。 現在 の マイ ク ロ コン ピ ュー タ産業 は,多 分 に 産業構 造 の 創造的 破 壊 を行 って い る

産 業 と い って よ い。 そ こで 以 下 で は,産 業構 造に お け るマイ ク ロコン ピ ュー タ産業 の 位 置 と役割

　を,(1機 能 産 業,{2)国 際 産 業 に 大別 して検 討 し,経 済面 か らみ た誠 の 意味 を明 らか に してお こ う。

　 　(1)機 能産 業

　 　マ イク ロ コ ンピュ ー タ産 業 の範 囲 を,a)半 導体 メ ーカ ー,　b)シ ステ ムハ ウス,　 c)ボ ー ド

　 ・ツー ルメ ー カ ーに 限定 す る とき,マ イ ク ロ コ ン ピュー タ産業 は,わ が 国産 業構 造 の なかで どの

　よ うに位 置づ け られ る ので あ ろ うか 。 これ まで 用 い られ て きた産 業 分 類 で は,鉄 鋼,化 学,機 械,

食 品,繊 維 な どの 製造 業 と,金 融,商 業,サ ー ビス業 な どの 非 製造 業が あ るが,マ イ ク ロコン ビ

　 ュー タ産業 はそ のいず れ に も所 属 しな い新 し い産業 とい って よい 。た しか に 半導 体 メ ー カー は,

シ リコ ン を材 料 とす るLSI,超LSIの 生 産,さ ら`こは シ リコ ンに 代 わ る新 しい 材 料 を用い た

　ガ リウム 砒素 素子,高 電子 移 動 トラ ン ジス タ,超 電 導状 態で 作 動す るジ ョセ フ ソン素子 な どの 開

　発 や生 産 を行 な ってお り,そ の 限 りで は製 造業 に 属 し よ う。 しか しその 応 用 は,他 産 業に おけ る
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新 製 品開発,製 品の 高度 化,付 加 価値 の向 上,生 産 性 上昇,省 エ ネに貢 献 し,わ が 国 経 済の 「創

造 的知 識 集約 化 」 を推 進 して い る。 つ ま りみ ず か らの 開発 技術 が他 の 業種 の技 術水 準 や 効率 を大

いに 高 め,生 産 方 法 を 改善す る 点で 大 きな イ ンパ ク トを も って い る。

　 また シ ステ ムハ ウスは,す で に触 れ た よ うに半 導体 メ ーカ ー とユ ー ザ ーの間 に あ って,ノ ウ ハ

ウの集 積 を多方 面に活 用 して い る。 す なわ ち

　 a)応 用 商品 お よび応 用 シ ステ ムの開 発,生 産,メ ンテ ナ ンスに 関 し,ユ ーザ ー企業 を支援 す

　 　 る。

　 b)応 用 商品 お よび応 用 シ ステ ム の 開発,生 産,メ ン テ ナ ンズに 関 しみず か らメ ーカ ーと して

　 　 登 場す る。

　 c)関 連 機 器 お よび シ ス テ ムの 開発,生 産,販 売 を 行 う

　 d)企 業 内 教 育へ の講 師 の 派遣 とい った 普 及化 の 役 割 を担 う

　 e)大 企業 に とっ ては メ リ ッ トがな い よ うな エ レ ク トロニク ス応 用 技 術 を活 用す るた めの補 助

　 　 機能 を もつ

とい った諸 分 野 で あ る。明 らか に これ らの 分 野 は,シ ス テ ムハ ウス の ノ ウハ ウの集 積 を一層 増 加

させ るだ けで なく,こ れ を 利 用 また は 応 用す るユ ーザ ー企業 の生 産技 術 を格段 と引 上げ ることに

役 立 っ てい る。

　 マ イク ロ コン ピュ ー タ産業 に 包含 され る半 導体 メー カ ー とシス テ ム ハ ウ スの 役割 を以 上の よ う

に ま とめ てみ る と,マ イ ク ロコ ン ピュー タ産 業 が もつ 外部 経済 性(external　 economy)

はき わ め て大 き く,従 来 の 産 業 が 果た して きた役 割の い くつか を含む 機 能 産 業 と よぶ こ とがで き

る。 マイク ロ コン ピュー ター産 業 とい う機能 産業 は,最 新 技術 の開 発 と応 用 を通 じ て多 種多様 な

科 学 分野 と相互 関 連 を も っ て い る。 つ ま りマ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ産 業 の発 展 が 広大 な科 学領域 の

進歩 を促 す と とも に,多 種`こわ た る科 学 の 進 歩が また マイクロコンピュータ産 業 の発 展 につなが ってい

る。 この意 味 で こうし た機 能 産業 は成 る よ うに 放置 され るべ き も ので はな く,そ の 健 全 な育成 を

期す るた めに は,官 民 協 力 し て これ に 当 た る必 要 が あ る。

　 とくに 前述 した 外 部経 済 性 に 注 目す ると,こ の こ とは 経済 学的 に は社 会的 限 界 費 用が私 的 限界

費 用 よ り小 さい こ とを意 味 す る。 つ ま り経 済 全体 の 資 源 配分か らす る と,そ れだけ 最 適化 が損 わ

れ て い るので あるか ら,外 部 経済 性 を もつ産 業(企 業)に 対 し,生 産 量の 増加 分 に 対 して限 界外

部 経済 の 額 に 等 しいだ け の 補 助金 を与 え る こ とが 望 まし い。 そ れに よ って私 的限 界 費 用 と社 会 的

限 界費 用 が 一致 し,過 小で あ った競 争 的生 産 量が 最適 生 産 量に 一致 す るので ある。 シ ス テム ハ ウ

スに 例 を と ってい えば,シ ス テム ハ ウ スが 生 産 す る ノ ウ ハ ウや技 術 が外 部 経 済性 を もつ 場合,こ

の ノウハ ウや技術 を購 入す る産 業(企 業)は,社 会 全体 に とっ てか か る費 用以 上 に価 値 の ある ノ

ウハ ウや 技 術 を 買 っ てい るので ある。 つ ま り この産 業(企 業)に 利 得 が発 生 して い る。 社会的 費

用 はそ の分 だ け小 さ くな る が,そ れ は シ ス テムハ ウス の 負担す る費 用(私 的 限 界費 用)を 少 な く

す るわけ で はな い。 この よ うな場 合に は,社 会的 限界費 用 と私 的 限 界費 用 が一 致 す る よ うに,シ

ス テ ムハ ウ ス に補 助 金 を与 え,シ ス テム ハ ウ スの ノウハ ウや 技 術の 生 産量 を増 加 させ る こ とに よ
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って は じ め て資源 の最 適 配 分 が実 現す る ので あ る。

　 (2}国 際産 業 　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　"　　　　　 、

　 マ イ ク ロ コン ピュー タ産 業 は,産 業 構 造 の 改編 とい う視 点か らみ ると,外 部経 済効 果 を通 じ て

創造 的知 識集 約化 を推 進す る機 能産 業 で あ るが,同 時 に技 術開 発が 国 際的 であ る とい う意 味で 重

要 な国 際 産業 で あ る。 国 際 産 業 と は,資 本 や 人 的資 源 を通 じ て海 外有 力企 業 と提 携す る とい った

意 味 で はな く,む しろ技術 開 発 を めぐ っ て海 外諸 国 と激 しい競 争 を続 け る とい う意 味で 国際性 を

もつ 産 業 の こ とで ある。 現 代 の先 進 国間 貿 易 は 一般 に 「水平貿 易」 とよ ばれ,同 一 産 業分類 に 属

す る産業 の生 産物 を相互に 輸 出 入 して い るか ら,そ れ らの 産業 はす べ て こ こで い う国 際産 業に 該

当 す る とい って よ い。 しか しその な か で も,マ イ ク ロ コ ンピ ュ ー タ産 業 の 技術 開発 競 争 は,バ ー.

ド,ソ フ トの 両面 で とくに 激 しい。 以 下で は この先 端 技術産 業 を育成 す る根 拠 を示 し,マ イク ロ

コ ン ピ ュー タ産業 の役 割 を明 らか に した い。

　 第 一 は,高 度 成長 か ら低成 長 へ の転 換 に伴 な う産 業構 造 の変 化に お い て,マ イク ロコ ン ピ ュー

タ産 業 の 役割 の大 きさで あ る。 高度 成 長 時 代 の主役 は,大 容 量 ・大 型 化 の技 術 革新 を背 景に伸 び

た 鉄 鋼,石 油 精製,ア ル ミで あ った。 しか しい まや 需要 の 多様化,新 規 需要の 創 出 に 応ず るだ け

で な く,産 業 の全般 的 な発 展 の なか で 生 ま れ る多種 多 様 な 需要 の間 隙 を うめ る産 業 が 重 要な ので

あ る。 わ れわ れ の 文脈 で い えば,シ ス テム ハ ウス の活 動 は その典型 で あ る.今 後 の 日本 経済 に お

い て は,か っ ての 高 度 成長 期 の よ うな 大 量 生産,大 量 消費 を新た に 誘発 す る よ うな 技 術 革新 を 期

待 す る こ とは最 早 やで きな い。 む し ろ,今 後 の産業 構 造 の転換`こ必要 な多 品 種 少 量生 産型 の さ

ま ざま な個 別技 術 を積 極的 に 生 かす こ とが 必 要 なの で あ る。 と くに それ ら個 別 技術 を シ ステ ム化

し てい くた め の技術 が尊 重 され な けれ ば な らない。

　 他 方,マ イク ロコ ン ピュ ー タ産 業 の も う一 本の 柱 で あ る半 導 体 メ ーカ ーに あ って は,そ の経 営

規 模 が 量 産 化 の メ リッ トを 享受 で きる ほ どに まで 拡 大 し てい る。 す べ てで はな い に して も,半 導

体 メー カ ー は同時 に大型 コ ン ピ ュー タの メ ーカ ーで あ るが,そ れ は 通信 機 器,と くに電 子 交換 機

が コ ン ピ ュー タ と同 類の 機 器 で あ り,周 辺 機器 や 端末 機器 を 含め,通 信技 術 とコ ン ピ ュー タ技 術

の 融 合 が可 能 に な る こ とが背 景 に ある か らで あろ う。 こ うした背 景 が,半 導 体の 性 能 を は じめ,

コン ピ ュー タの ハ ー ドウェ アに お い て 比較 的 短 期間 の うちに アメ リカの 先 進 技術 に 追 いつ くこ と

を可 能 に した とい っ て よい。

　 以 上の考 察か ら,マ イク ロ コ ン ピュ ー タ産 業 を構 成 す るシ ステ ムハ ウス と半導 体 メ ー カー を産

業 組 織 の視 点 か ら眺め ると き,つ ぎの よ うな 興味 ある コ ン トラス トを発 見で き る。 そ れ は,一 方

で 多 品種 ・少 量生産 の機 会 が蘇 生 し,大 企 業 に は適 さな い多 くの 需要 の 間 隙 をシ ス テムハ ウスが

つ な いで い る とい う意 味 で,マ イク ロコ ン ピ ュー タ産業 の集 中 を緩和 し競 争 の側 に 引 っ張 る 「遠

心 力」 が 作 用 してい るが,他 方 で 半 導体 メー カ ーに お い ては,新 機能素 子技 術 の開発,生 産 を規

模 の経 済 性 に よ って 実現 し てい る とい う意 味で 集中 を 促 進す る 「求 心力 」 を 内在 させ てい るとい

う こ とで あ る。

　 こ うした 特 徴 は,シ ス テ ム ハ ウス お よび 半 導体 メ ー カーそれ ぞ れ の 市場 条件 や 技術 条 件 か ら生

一77一



まれ るも ので あ ろ うが,と もに 国 際産 業 で あ る こ とに 留 意す る と,っ ま り激 しい国 際競 争に さ ら

され て い る産 業 で あ る こと`こ注 意す る と,両 者 の協 力 関 係が さ らに緊密 化 す る よ うな環 境 を積 極

的 につ く りあげ てい く ことが 望 ま しい。 昨年 度 日本情 報処 理 開 発 協会 の も とで,シ ス テム ハ ウ ス

の業 界形 成の 可能 性 を 検討 した のは,シ ス テムハ ウス の 多種 多 様な 生 い 立ち を別 に し て,経 営 基

盤 や 資 本 力 が弱 体 で あ る こ とを痛 感 し,そ の体 質 改善 の 方途 とし て業 界 形成 を 考え ただ けで はな

い。 む し ろ半 導体 メー カ ー との協 力関 係が よ り積 極化 され る 基盤 とな る か ど うか:よ り具体 的 に

い え ぱ,シ ス テ ムハ ウス の技 術開 発促 進,生 産 性 向 上,競 争 刺激,情 報 伝達能 力の 拡 大に よ って,

一 方で 半 導 体 メー カー との 協 力 関係が
,他 方 でユ ー ザ ーの 満足 度 が よ り高 ま るか ど うか が,基 本

的 な 判定 基 準で あ った。

　 と こ ろで マ イ クロ コ ンピ ュ ー タ産業 内に,す で に述 べ た 「遠 心 力」 と 「求 心力 」 が併 存 し てい

る事 実 と,も とも と コン ピ ュー タの技 術 開発 な らび に応 用 は,分 権 促 進 型技 術 を 中心 とし てお り,

ノ ウハ ウ保護 な ど制度 的枠 組 が 欠如 し て い る場合 に は,ソ フ トウ ェアの 開発利 益に 大 きな 不確 実

性 が伴 な う とい う事 実 を考慮 す るとき,マ イク ロ コン ピ ュー タ産 業 が今 後 どの よ うな企 業間 結 合

を作 っ てい くかが そ の将 来 を決 定す る とい って よい。 国際 産業 とし ての マ イク ロコン ピュー タ産

業 の育成 は,企 業 間 の 協調,連 合,業 務 提携,集 団 化,系 列化 な どの 形態 をもつ 企 業 間結合 の積

極的 推 進 で あ り,そ の 望 ま しい選択 に あ る。

　 第 二 は,マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ産業 が保 有す る技術 の 「分割 不可 能性 」の程 度 に 関す る問題 で

あ る。 この 点 で も半導 体 メー カ ーと シ ステ ム ハ ウス との 間に 明瞭 な コン トラス トが あ る。 す なわ

ち 半導 体 メ ー カ ーは,高 集積 化 とし て超LSIか らさ らに 進 んだ素 子技 術(た とえ ば 半導体 積 層

化技 術)の 開 発や,超 高 速化 として高 移 動 度 の半導 体 材料 の 開 発(た とえば ガ リウ ム砒 素素 子 や

超 格子 材 料)に 余 念 が な く,高 度 の頭 脳 と技術 を駆 使 す る基礎 研究 を続 け て いる。 その ため に は

巨額 の研究 開発投 資 資金 が 必要 であ る とと もに,そ うし た技 術 を他 企業 に分 割 され て は,折 角 の

開発 結 果 を 自社 で 専 有 し活 用 す るこ とが で きな くな る。 したが っ て半導 体 メ ーカ ーに は集中 を 促

進す る 「求 心 力」 が働 い て いる とい っ てよ い。 それ に対 し,シ ス テム ハ ウス は,ソ フ トウ ェア開

発,ハ ー ドウ ェア開 発 シ ステ ム製 造,シ ステ ム販 売,ユ ー ザ ー教 育,情 報 提 供 を主 業 務 とし て

お り,そ こで の技 術 は 大幅に 分 割可 能 で あ る。 そ の 結 果,あ る最 小 最適 規模 が あ るで あ ろ うが,

そ れ は 当該 シス テム ハ ウス が 上記 の 業務 の うち,ど れ を 主力 とす るか に依 存 してかな り幅が あ る

よ うに思 わ れ る。 その意 味 で シス テム ハ ウスの 企業 規 模 は,半 導体 メ ー カー と異 な り,と くに 大

きい か ら とい って最 高 の機 能 が 発揮 で き るわ けで は ない 。 シス テ ムハ ウス相 互 間の 競 争が 激 し い

の は,技 術 の分 割 可能 性 の た めで あ る。

　 以 上 の よ うに,技 術 の 分割(不)可 能性 の 視 点か らみ て も,マ イク ロ コ ンピ ュー ター産業 を育成

す るに は これ を平板 的に 取扱 うので はな く,(11基 盤 技 術 の 開発,② 創 造的 技術 開発 に 必要 な 人材

の 育成,(3肢 術 開 発成 界 の流 通 体制 の整 備,④ 不確 実性 と リス クへ の対 応 とい った,キ メ の細 か

い 環境 整 備 が 必要 で ある。 これ らを欠 如 し ては,重 要 な 国際 産 業の発 展 に と って あ ま りに も危 険

が 大 き す ぎ る こ とに な ろ う。
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5.5.3　 技 術 開発 の ため の環 境 整 備

　　 これ まで 検 討 して きた よ うに,マ イク ロ コン ピュー タ産 業 が半 導 体 メー カ ー,シ ス テムハ ウス

な どの複 合 体 と して構 成 され,そ れぞ れ 独特 の役 割 を 担 って い る こ とを 考え る と,そ してと くに

　そ の 将来 の発 展 が わが 国 産業 構 造 の 改編 に はたす 役割 の大 き さ を考え る と,マ イ ク ロ コン ビ ュー

　 タ産 業 の技術 開 発の た めの 環境 整 備 は,産 業構 造政 策 と産 業技 術 政策 の視 点か ら緊急 の 課題 とい

　って よい。

　　環 境整 備 の第 一 は,長 期 的 にみ て技 術革 新 の核 と な る基 礎 技 術 な らび に材 料 の開 発 が リス クの

　大 き さ と期 間 の長 さ か ら停 滞 しな い よ うに 積極的 に 支援す る ことで あ る。 マ イク ロ コ ンピ ュー タ

　産 業 全 体 の伸 び が 著 し いか ら とい って,そ の現状 に 満 足す る ことな く,さ らに 基礎 的研 究 開発 体

　制 の強化 を図 る必要 が ある 。

　　第 二 は,技 術 開 発 に よ っ て生 みだ され た成 果 の活 用 を一 層 推 進す る よ うな業 界 体 制 を整備 す る

　こ とで あ る。 と くに シ ステ ムハ ウスの業 界 形成 は,今 後 の マ イク ロ コ ン ピュ ー タ産業 をさ らに 飛

躍 的 に発 展 させ る基盤 とい って よい。 シス テムハ ウス の開 発 す るノウ ハ ウ,特 許 が 充 分 に保護 さ

　れ る と ともに,そ れ ら貴重 な 知 的 財産が 有 効に活 用 され る よ うな流通,応 用体 制 が 整 備 され るこ

　 とが 望 ま しい。

　　第 三 は,創 造的知 識集 約 化 の 直接 的 担 い 手で ある人 材 の 育成 に一 層 努力 す るこ とで ある。 マ イ

　ク ロ コン ピ ュー タの応 用 範 囲 が 急速 に 拡大す るにつれ て,ユ ー ザーの側 で も応用 技 術 を充 分 に理

　解 す る必 要 に迫 られ,人 材 育 成`こ努 め て い る。 しか し こ こで強調 した い のは,マ イ ク ロコ ン ピュ

　ー タ産 業 内で 創 造 性 を発 揮 す る人的 資 源 のス トックを さ らに増 加 させ る必要 が あ る こ とで ある。

　 これ を怠 れ ば,最 終 的 に は既 存技 術の 改良,組 合せ の改 善に とどま り,競 争 力 も 次第 に低 下せ ざ

　 るを え ない。

　　 第 四は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産業 の よ うに その 開発 され た技術 の応 用範 囲 が きわ め て大 きい

　 こ とが予 想 され て も,そ うした将 来財 につ い て は市 場 が存 在 しない とい うこ とか ら生ず る不 確 実

　性 や リス クは 大 き く,こ れ に 対 処す る体制 を整 備 す るこ とが 必要で あ る。 た だ し,ア メ リカで み

　 られ る例,つ ま り製 品 の 開 発に 要 した コス トに 適正 な 利潤 を 完 全 に保障 す る契 約(コ ス ト ・プ ラ

　ス 契 約)が 望 ま しいか ど うか につ い ては 充分 な吟 味 が 必要 で ある。 コス ト・プ ラス 契 約に よ って

　資 源が 浪 費 され る 可能性 を 外部 か ら識 別す る こ とが 困 難 だか らで あ るp

　　 しか し応 用 研究 に 従 事 し,そ の 開発 技術 を高 め る ため に何 らか の イ ンセ ンテ ィブ を 与 え るこ と

　 は必 要で ある。 開発技 術 をい ま情報 財 と して一括 す れ ば,こ の生 産は,投 入量か らそ の 産出量 を

　確 実性 を も って予測 しえ な い,高 い リスク を も った活 動 であ る。 した が って適 当 な保 険 がな い と

　情 報 財 への 資源 投 入 は差 別 され てし ま うこ とにな る。加 え て 研究設 備 は 今後 さらに 高級 化 す るで

　あ ろ うか ら,民 間 の創 意,工 夫 と責任 だ け に委 せ ておけ ば,結 果的に は潜 在的 発 展能 力 は縮 小 す

　 るで あ ろ う。 そ の 意 味 で,研 究開 発投 資 減 税や 債 務保 証制 度 の充 実 など の 財政 上 の助成 措 置 を拡

　充 す る ことが 望 まし い。 また 中堅 企業 分野 に お いて は,充 分 な開 発能 力 を もち なが ら も,そ れ に

　 見合 った 研 究開 発資 金 や 設 備 を持た な い場 合 が多 く,政 策 支援 が とくに 重要で あ る。 と くに マ イ
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ク ロ コン ピ ュ一 夕産業 の特 性 か ら考 え て,前 述 し た情 報 財 の生 産 はで き るだ け分 権 化 され るこ と

が 望 まし いだ けに,中 堅 企 業 の健 全 な 発 展 が不 可 欠で あ るこ とを忘 れ て はな らな い。
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お わ り に

　 さて,以 上5章 にわ た って,「 マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タ産 業 の現 状 と将来 」 を分析 し,さ ら にマ イ

クロ ・コン ビ.ユ一 夕産 業 の よ り高 度 な成 長 を促 進 す る政 策論 的 要 因 を論 じて きた。最 後 に 結論 に替 え,

マイ ク ロ ・コン ピュー タ産 業 の今 後 の発展 を 期す る上 で特 に重 要 と思断 され る問 題 点 を,二,三 指摘

して お きたいo

　第 一 に,純 粋 に技 術 的 見地 か ら,マ イ クロ ・コン ピ ュー タが 半 導体 技 術 の 一 進化 段階 に過 ぎ ない こ

との認 識が 重要 であ ろ う。 い いか えれ ば,マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タは,IC,LSI,VLSIと 進

化 して きた素子 技 術 に対 応 して 進化 した 技術 体 系 であ る。 したが って,今 後 い か な る素子 技術 の技術

革新 が な され る かに よ って,マ イ クロ ・コン ピュ ータ それ 自体 が新 しい技 術 に"take　 over"さ れ.

る こ とは 当然 予期 され て よい とこ ろ であ る。 また,コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムの 高度 化 は,ひ と りハ ー

ドウ ェア に おけ る技 術革 新 の み な らず,ソ フ トウ ェア に おけ る技術 革新 に よ って 初め て実 現 が可 能 と

な る ことは い う まで もな い。 この 点,世 界的 に通 用 す る コン ピ ュー タ言語 が わが 国 で は未 だ に作 られ

てい ない事 実 か らもい え るよ うに,わ が 国 の ソ フ トウ ェア面 にお け る生産 性 は む しろ低 い とい わ なけ

れば な らな い。 この よ うに,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア両 面 に おい て,現 世 代 お よび次 世 代 の コン

ピ ュー タ技 術革新 の 力を 充分 に持 つ こ とこそ,わ が国 の マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ産業 の産 業 的基 盤 を

強 化 す るための 技術 の貢献 に ほか な らな い。 これ らの 見地 か ら,今 後 シス テ ムハ ウスが い かな る機 能

的役 割 を分担 す るのか,あ るいは,そ もそ もそ の よ うな 機能 的 役割 を 分担 す る力 を持 って い るの か が,

改 め て検 討 され ね ば な る まい。

　 第 二 に,経 済 学 的 見地 か ら見 れば,マ イ クロ ・コン ピュ ー タ産 業 の発 展 は,マ イ ク ロ ・コン ピュー

タの 優れ た情報 処理 能 力,省 エ ネ ル ギ ー性,低 価 格,ユ ーザ ー製 品 に おけ る付 加価 値 な どの ほか に,

各種 のデ ー タ通 信,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン,レ ジ ャー活動 な ど,公 共 的 あ るいは私 的 部 門に お

け る新 しい社 会情報 シ ス テ ムの登 場 に よ って も大 き く左 右 され る。 い いか えれ ば,マ イ クロ ・コン ピ

ュー タ産 業 の 発展 の方 向 は,わ が 国 に お け る各 種情 報財 の生 産,流 通,ス トック な らび に レ カバ ー よ

りな る社会 情 報 シ ステ ムの総体 的 動 向 と密 接 な相 関 を持 つ と考 え る こ とが で き よ う。 この 点,経 済 的

可 能性 が技術 的 可能 性 と密接 に関連 す るこ とは明 らかで あ り,今 後,い わ ゆ る 「情報 化 社 会」 の未 来

像 が,技 術 な らび に経済 の 双方 か ら,最 も楽観 的 な ものか ら最 も悲観 的 な もの までに また が って,さ

らに慎 重 な検 討 の対 象 とな って 然 るべ きで あ る。

　 第 三 に法律 的 問題 があ る。 コン ピ ュ ー タ産 業全 体 に共 通 な問 題 と しては,特 に ソフ トウ ェア,あ る

い は ソ フ トウ ェア とハ ー ドウ ェアの イ ン ター フ ェイ スにお け る各 種 の特 殊 技術 に対 す る法 的保 護 の薄

い こ とが指摘 され な けれ ば な らな い。 この よ うな 「知 的財産 」 に 対 す る法 的 保 護 の必要 はマ イ ク ロ ・

コン ピ ュー タ産 業 に限 られ る もの で は な く,コ ン ピ ュータ産 業 全 般 に 対 して も等 し くい え る こ とであ

り,欧 米 諸 国 の実態 を も考 慮 に 入 れ た新 しい 「知的 財産 」保 護 の立法 が必 要 と なるか もしれ な い。 以

前か ら システ ムハ ウスの 一般 的 に脆 弱 な企 業 体質 が指 摘 されて い るが,そ の一 部 と して 資金 調 達能 力

が乏 しい ことがあ げ られ る。上 記 の 「知 的 財産 」 の法 的 保 護 の強 化 は,も し それ が実 現 され れ ば,シ
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ス テ ムハ ウ スにお い て特 に顕 著 な 担保 力の 不 足 を補 う一 助 とな り う る。 他 方,各 種 の デ ー タ通 信 の広

範 な 普及 や,マ イ ク ロ ・コン ピュ ー タを応 用 した各 種製 品 の 多様化 は,マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タを発

生 源 とす る事 故 や 災害 あ るい は乱 用 ・悪 用 な どの被 害 の態様 を も多様 化 す る。 こ うした被 害 を 生ぜ し

め ない事 前 の技 術 的予 防 策 が 必要 な こ とは 当然 で あ るが,万 一 不 幸 に して被 害 が生 じた場 合 の 賠償 問

題 を 考慮 して,保 証 保険 制度 や損 害 保 障 制度 な ど を産 業的 規模 で 整備 す る必 要 が あ ろ う。 この よ うな

制度 上 の 予防 措置 は,殊 に一 般 に企 業 規模 が小 さ く,賠 償 能 力 も小 さい シ ス テ ムハ ウスに は不 可欠 と

考 え られ る。

　 第 四 に,優 秀 な人 材 の 育成 と獲得 に関 す る社 会 的 な問題 が あ る。 当今 の 大学 卒 業 生 は職業 の選択 に

際 して安 定 指 向が強 く,大 企 業 に は 多数 の 就職 希 望者 が殺倒 す るか た わ ら,逆 に 中小企 業 の 求人 は満

た され な い とい うア ンバ ラン スが 生 じて い る。 この よ うな ア ンバ ラン スの 傾 向 は,企 業規 模 が お しな

べ て小 さ く,少 数 精鋭 主 義 を と ら ざ るを え ない シス テムハ ウス企 業 に は殊 更 に 不利 に働 くと考 え ねば

な らない。 他 方,シ ステ ムハ ウ ス企 業 の 多 くは大 企 業 か らス ピン ・ア ウ トし た技 術者 を経 営 者 と して

お り,,こ の よ うな経営 者 の高 齢 化 が進 む に つれ て,労 働 に関 す る価 値 観 や動 機 に,他 の業 種 にお け る

と同様 な 世代 ギ ャ ップが 生 ず る公 算 が高 い 。労 働 そ れ 自体 を価 値 として 考 え るの では な く,人 生 を享

楽 す る一 手 段 とみ なす 当今 の若 い 世 代 に対 して,中 小 企 業 の労働 条 件 あ るい は将 来 性 は,概 して 大 き

な魅 力 とはな りが た い限 界 を持 って い る。 これ に対 す る解決 策 と して は,シ ステ ムハ ウス業 界全 体 の

社 会 的認知 や プ レステ ィー ジを高 め る こ とが先決 で あ り,個 々の企 業 努 力 は も と よ り,業 界形成 の努

力 も また直接 この点 に関連 して こざ るを え な い。 い いか えれ ば,シ ス テム ハ ウ スの進 化 は,第 一 世 代

の ス ピ ン ・ア ウ ト世代 か ら第 二世 代 へ移 行 しつつ あ り,さ らに 第 四世 代,第 五世 代 へ の進 化 を な しと

げ るた めに は,現 在 の第 一 世 代,第 二世 代 の手 に よ って な され る,個 々の 企業 を越 え た業 界 形成 の た

め の ビ ジ ョン,な らび に協 力体 制確 立 の努 力 が必 要 とな るで あ ろ う。

.
φ

　最後 に,マ イ ク ロ ・コン ピ ュ ー タ産 業 内部 にお け るチ ップ ・メ ー カ ー,シ ス テ ムハ ウス,エ ン ド ・

ユ ーザ ー間 の適 正 な役割 ・機能 分担 と,公 正 な利 益配 分 に 関連 す る産 業 組織 上 の問 題 が あ る。 いか な

る業 種 にお い て もそ うで あ る よ うに,マ イ ク ロ ・コンピ ュー タ産業 に おい て も,関 連 企業 の 間 に相互

依存 の関係 があ るが,こ の相 互 依 存 の 関係 の 中 か ら各種 の能 力 の違 い に よ って 強 者対 弱者 の 関係 が 生

れ て くるの は 自然 で あ る。 シ ス テ ム ハ ウ スの合併 や系列 化 はそれ 自体一 概 に シ ステ ム ハ ウスの 弱者 的

立 場 の証 明 とは み な しが た いが,か りに シス テ ムハ ウス にお い て十 分 に公 平 な利 益配 分 が達 成 しえ な

い状 況が 存在 す るな らば,立 法 お よび行 政に よ る保 護 措置 が必要 とな るか も しれ ない 。 自由競 争 の原

則か らも,ま た シス テ ムハ ウ スの利 点 た る小 まわ りの き く柔軟 な 知 的生 産 性 の 見地 か らも,安 易な 行

政 の介 入 は もち ろん避 け るべ きで あ ろ うカ},マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タ産 業 全 体 の 生産 性 の 向上 に必 要

とあれ ば,三 方 では独 占禁 止 法 な ど の適 用}は る緒 の抑 制・ また他 方で は行 政 の瀦 も し くは鱒

によ る積極 的 助 成策 も考 え られ な くて は な る まい。 しか し,法 や 行 政 の介 入 に は,産 業 内 に お け る弱

者 の救済 に,国 家 とい う新 た な強 者 を作 り出す とい うヂ レンマ を生 ず る一 面 が あ る。相 手 が国 家で あ

れ大 企業 で あれ,強 者 に対 す る公 平 を 弱者 が主 張 する ため には,先 ず個 々の 弱者 を組織 化 し,総 意 を

一84一



結集 す る メカニ ズ ムを 作 り上 げ る こ とが政 治 力学 上 の原 則 であ る。 シス テ ムハ ウス業 界 編成 の 意 義 も,

ま さに ここに あ る とい え るで あ ろ う。
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